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は じこ河こ

神戸商船大学海技実習セ ンター規定第 2条 に,「セ ンターは,本 学の練習船,実 習船

及びその他の舟艇並びに海岸設備 を管理運営 し,本 学教育課程 に定める海技実習及び学

内船舶実習並 びに海技 に関す る教育研 究 を行 うことを目的 とする.」 とあ ります。 この

目的達成のため,海 技実習セ ンター運営委員会を軸 として,精 力的 に活動 してお ります。

本セ ンターは,専 任の職員 を持たず,独 自予算 もない学内組織 として昭和 58年 に発

足 して, 早くも 20年 を経過 しま した。その間,本 学教育研究上の組織の一つ として重

要な位置を占めてお り,最 近その独 自性か ら,重 要度 を増 してお ります。

国立大学認証取得第 1号 として,平 成 13年 3月 29日 に本学 にお いて 「IS0 9002」

認証の授与式が執 り行われました.そ の後 ,平 成 13・ 14年 度 に渉 って適 切な運航管理
が行われ,そ の実績 を積 んでき ました。それ をもとに, このたび,「IS0 9ool」 への

移行が実現 しました。本書の中表紙 にその ロゴマークを掲載 しています。 この認証取得
によ り,深 江丸 甲板部,機 関部 と,学 長以下関係事務局が しっか りとした責任体制をltJ
め,従 来以上に深江丸の安全運航や実習の円滑な遂行な どを,よ り確実 に していかなけ
ればな りませ ん。 この年報 もそれ を検 証す るための重要 な資料 で あ り, この様 に第 3
号 (平成 13・ 14年 度版)を 発行す る事がその実証の一つであ り,関 係者一同の 日々の

努力の集積であ ります.

平成 13年 度新カ リキュラム として,導 入教育科 目 「海 ・船 に親 しむ(マリンスポー ツ)」
および 「海技実習」が始 ま りま した.そ の経過報告 も掲載 してあ ります。なお,前 回記
載 しま した 「レーダー航法実験研究装備」 に関 しましては,日 新 しい更新があ りません
で したので,今 回は省かせて頂きま した。

深江丸代船計画 を始 め として,独 立行政法人化 を前 に,各 船のよ り精細 な運航計画 に
基づ く,よ り安全確実な運営 ・実施が求め られています。そ ういった点か らも,本 書に
よつて,本 セ ンターがよ り多 くの方々に理解 して頂 ける ことを期待 してお ります.

最後 に,本 書のために執筆 して頂 き,ま た本書の発行 に協力 して頂 いた教職員諸氏 に,
深甚なる謝意 を表 します。

平成 15年 8月 末 日

海技実習セ ンター長

橋本 正 孝
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第 1編

海技実習センター



第 1 〓早

附属練習船 「深江丸」

【主要目】

船 舶 所有者

竣    工

全    幅

総 トン 数

航 行 区域

最 大搭 載 人 員

主  機  関

推  進  器

横移 動 装置

航 海 速 カ

文部科 学省

1987年 10月

10.00m

449 卜 :ン

近海 区域 (非国際 )

所  :三 井造船 (株)玉野事 業所船造

全

喫

長

水

国際 総 トン数

GHDSS

49.955m

3.212m

674 卜 :ン

A2水 域

64名 (船長 ,機 関長 ,士 官 4,部 員 6,教 官 4,学 生 48)

4サ イクルディーゼル機関 1,100 kW x l基

4翼 可変 ピッチ・スキュー プロペラ Xl,直 径 2.100m
バウ・スラスタ,ス ター ン・スラスタ

航 続 距 離 :3,700海 里12.5ノ ッ ト
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第 1節  甲 板部 関係

1. は じこ川こ

本学 は附属練習船 として深江丸 を,実 習船 として白鴎及びむ こ丸 を所有 し,学 生の実

習訓練や学内外 の教官や学生の調査 ・研究 ・実験,さ らには外部の様 々な機関 との連携

で小 。中学生,高 校生や他大学か ら一般社会人に至る広範囲な年齢層を対象に体験乗船

や公開講座他,各 種の研修 を実施 している。 これ らを通 じて海運や物流に関す る理解 を

図るとともに海事の普及活動 を積極的 に行 っている。深江丸の主たる行動海域は内外の

大小多数の船舶や小型漁船等が昼夜 を問わず輻較する世界屈指の瀬戸内海であ り,さ ら

に同海域 は海上衝突予防法や海上交通安全法等の海上交通法規の様々な条項や規定が重

複 しなが らも密に集約 されている海域である。深江丸 を各種の 目的で安全 に運航す るに

あた り片時 も気 を抜 くことのできない海域ではあるが, このような環境の中で場面 ごと

に様々な経験 を しなが ら実習に取 り組む個 々の学生にとっては座学で身につ けた知識や

これ まで に培った経験や技術 を実証 し検分す るには格好の場であ り,ま た,実 習以外の

目的で乗船 した様 々な分野の方々にとっては陸上での一般常識 を覆すような,ま た,新

たな発見をする場で もあ り,深 江丸 を用いた各種の航海 を効果的 に展開す るには比類無

き最適の場であると考 える、

文部科学省旅費規程上の深江丸 は 「日帰 りを常態 とす る船舶」 という 「第 4種 船」

の格付 けとなっているものの,海 技教育や実習訓練並びに調査 ・研究活動 を使命 とす る

深江丸 にとっては,や は りそれな りの成果 を得 させ,ま た,個 々の学生に数々の貴重な

経験 と見間を深めさせ るためには複数 日にわたる航海は必須であ り,従 前か ら学外泊 を

伴 う航海が高い比率 を占めている.

前回の報告以来 この 2年 間,深 江丸では安全運航 を徹底 しつつ航海内容の更 なる充

実 を図ってきた。次 に平成 13年 度及び 14年 度の出動概要 と運航関連事項 を示す.

2.出 動概要

2.1 学 内船舶実習 Ⅱ ・学 内船舶実習 I。 学 内船舶実習 口輸送情報実験 Ⅱ

4BN,3BN,2BN,lBN,4BE,3BT,3BP,3BKの 学生を対象 に実習 。実験航海 を

行 う。行動海域や航海の内容 は個 々の課程 または コースによ り特色ある内容 としなが ら

も,部 分的な拡張や変更等は臨機 に対応できる体制 とす る。

船橋 当直関連では,乗 組員 による厳格 ・適切な監督 ・指導の下,責 任 ある立場 を個 々

に体験 させ ることによ り,シ ミュレーシ ョンでは充足できない場面 ごとに必要 とされる

船舶運航管理の実務経験 と知識 を体得 させ,あ わせて航海 を通 じて リーダー シップやチ
ーム ワーク,さ らには慣海性 を涵養す る。

機関 当直関連 では主機関や補機関の運転維持管理技術並 びに各種機器類 の発停や計測

等 を通 じて,搭 載機器の個 々の機能 と役割 を十分 に理解 させ る ことによ り実際に稼動 し

ている機関 プラン トの総合的な運用 ・管理技術の習得 を図る。

航海の一環 として,3泊 4日 の うち 1晩 は錨泊,2晩 は入港着岸 とし,船 内 レク リエ
ー ション設備の不足 を散歩上陸 によ り解消できるよ うに配慮する。錨泊地 としては小豆

島の池 田湾 または坂出沖の泊地 を,寄 港地 として前学期 は松 山港 と高松港 を,後 学期は

尾道港 と高松港 を選定 し,錨 泊 に係る揚投錨作業や出入港 に係る離着岸作業を体験 させ

る ことによ り船舶の運航実務 に関す る総合的な理解 と習得 を目指す。

- 3 -



※ 4BN

4BE

3BT

3BK

商船 システム学課程航海学 コース 4年

商船 システム学課程機関学コース 4年

輸送情報 システムエ学課程 3年     3BP:動 カシステムエ学課程 3年

海洋電子機械工学課程 3年

2.1.1 【 4B‖学 内船舶実習 Ⅱ】 (3泊 4日 )

学生を 1,2組 に分 けて実習 を行 う。実習第 1日 目に揚投錨操船実習 を行 うことによ

り,深 江丸 の速 力逓減法や増速法,錨 の投下 に関連す る錨の準備や格納等 の技術の習得

と運航 に要求 されるチーム ワー クの重要性 を理解 させる.ま た,各 班 ごとに航海計画の

立案 と発表 を行 い,そ の後の実際の航海 を通 じて,明 石海峡や備讃瀬戸 さ らには来島海

峡等の船舶交通 の輻轄 とともに自然環境の極めて厳 しい瀬戸内海 にお ける船舶の総合的

な運用実務知識 と技術の習得 を図る。併せて機関運転管理の実習 を行 う。

2.1.2 【 lBN・2BN・3BN学 内船舶実習 I】  (1泊 2日 )

lBN,2BN,3BNの 学生を対象 に,1,2組 に分 けて実習 を行 う。 この航海は港 には

寄港せず に錨泊のみ とす る。

[lBN実 習 ]:学 生は入学後初 めて体験す る船舶実習であ り,深 江丸での実習直後 に

予定 され る航海訓練所での lヶ 月の短期実習 を考慮 し,船 や船舶 の運航概要の理解 と

船 内生活心得 を体得 させ るとともに協調性や慣海性 を養 う。甲板 ・機関双方の基本的な

運用法 を中心 に実習の展開を図る。

[2BN実 習 ]:実 習期 間を通 じて船 内設備調査 を実施 し,船 体構造の理解 ,船 内各所

に設置 された機器類 の調査,船 の運航 に関連す る各種設備や属具 ・器具 ・用具等 につい

ての理解 と運用実務知識 の習得 を図る。実習は甲板 ・機関の双方 について行 う。

[3BN実 習 ]:大 阪湾の関西空港南西海面 を実習海域 に設定 し,約 1海 里離 して設置

した 2基 の浮標への離達着を繰 り返す ことで船の運動性能の理解 ,増 減速法 ,風 潮流

の利用法,錨 の準備 と格納法等の出入港や投抜錨 に関連する一連の諸作業の流れ を理解

させ、 これ らを通 じて船舶の運航 に必要なチームワー クの重要性 を理解 させ る.引 き続

く 4年 次の学内船舶実習 Ⅱに備 える.甲 板 ・機関双方の実習 を行 う。

2.1.3 【 4BE学 内船舶実習】 (3泊 4日 )

学生を 1,2組 に分 けて実習 を行 う。事前 に,大 学ボ ン ドに係留中の深江丸 において,

主機関 ・補機関の発停や取 り扱 い等の機関運転 に係 る一連の実習 を修了 した後,実 習の

総 まとめ として航海実習 を実施す る。機関プラン トの総合管理や運転技術の習得他,当

i自実習を通 じて責任 ある立場 を個 々に経験 させ る ことによ り,総 合的な運航実務知識 の

習得 を図る。機関 ・甲板双方の実習 を行 う。

2.1.4 【 3BP・3BK学 内船舶実習】 (3泊 4日 )

BP・ BKの 学生にとつては,入 学時直後の体験乗船 を除き,深 江丸 にお ける最初で最

後の船舶実習であ り,船 舶運航の概要 を理解 させ るとともに船内共同生活等 を通 じて協

調性やチーム ワー ク,慣 海性 を涵養す る.実 習 の進展状況や学生の理解 の程度 によ り実

習内容 に柔軟性 をもたせ る。

2.1.5 【 3BT輸 送情報実験 Ⅱ】 (3泊 4日 )

上記 3BP・3BKと 同様であるが,担 当教官 の指導の下,予 め用意 した各種の実験テー

マに基づき実験や計測 ・調査等 を行 い,船 とい う現場で しかできない実験や研修 を行 い

航海内容の充実 を図る.

2.2 運 用学実験 I・ 運用学実験 Ⅱ

3BN後 期 に運用学実験 Iを 実施す る。一連の実験 の うち,深 江丸では舵角 :10・200

30度 の Z操 縦試験 を行 うことによ り追従性指数 ;T及 び 旋回性指数 ;Kの 解析 と CPP

(可変 ビッチプ ロベ ラ)船 の操縦特性 を理解 させ る。また,右 その場回頭 ・左その場回
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頭 についての実船実験 を併せて行 う。

4BN前 期 に運用学実験 Ⅱを実施す る。一連 の実験 の うち,深 江丸では海 中転落者救
助操船法 のひ とつである

"ウ
イ リアム ソン ・ター ン

“
につ いて,種 々の操船要素 を変更

して実験 と解析 を行 う。

運用学実験 I及 び Ⅱでは,実 験航海 に係る出入港作業 を通 じて,船 橋各種機器類の取
扱 いや 甲板諸作業 を体得 させ る。

2.3 研 究航海

夏期 には 8～ 9日 間程度,春 期 には 4～ 5日 間程度の研究航海 を実施す る.

学内 ・外 の研究者や学生の研究 目的によ り行動海域 を選定 し,研 究テーマにそ った各
種の実験や計測,調 査活動 を行 う。共同研究等で他大学の乗船希望が年々増加す る傾向
にある。航海 ごとに行動海域 に変化 をもたせ るように努めているが,一 定海域や海上の
定点での観測等 もあ り,行 動 に制約 を受 けることが多 い。

<平 成 13年 度 >

I)夏 期 (8泊 9日 ) 寄 港地 :長 崎,門 司, 高松

西岸～九州北岸～豊後水道～瀬戸内海大阪湾～紀伊水道～四国南岸～九州南 ・

2春 期 [4泊 5日 ] 寄 港地

大阪湾～紀伊水道～四国南

<平 成 14年 度 >

(D夏 期 (7泊 8日 ) 寄 港地

大阪湾～紀伊水道～四国南

別 府

岸 ～豊後水道 ～瀬戸 内海

鹿児 島,高 松

岸～九州南岸～豊後水道 ～瀬戸 内海
12)春期 [3泊 4日 ] 寄 港地 :高松

大阪湾～紀伊水道～瀬戸 内海
2.4 公 開講座

夏休みの期間中に高校生以上の一般者 を対象 に講座 を開講する。募集人員 は 38～40
名程度 とす る。年 ごとに講座内容 に変化 をもたせテーマに沿 った運航 を行 うとともに、
参加者 の意見等 を参考 に航行海域や寄港地 に変化 をもたせ るよ うに努 める。付随 して実
践的な操練の実施や通航す る海域 ごとに航路見学 を行 うことによ り深江丸な らではの特
色ある講座 とし,参 加者の印象に残 る充実 した航海 を目指す。

深江丸公開講座テーマ

<平 成 13年 度 >「 海か ら環境問題 を考 えよ う。」 (3泊 4日 ]
寄港地 :周 防大島 (大島商船 高等専門学校),高 松
講座 を通 じて海洋環境の保全意識 を高揚す る.

<平 成 14年 度 >「 船か ら学ぶ教養講座」 (3泊 4日 )

寄港地 :別 府

海事 に関連す る社会や国際文化等 につ いて講義 し,海 事や海運 に関
しての興味 を喚起す る。併せて海洋環境 の保全意識 を高揚す る。

2.5 青 少年サマースクール ・サマーセ ミナー

本学の青少年サマースクール実施委員会 の企画 によ り夏休みの期間中に小学 5・6年
生を対象 に洋上体験学習 を行 う。深江丸 による 2日 間 (1泊 2日 )ま たは 1日 間の体
験学習を通 じて,海 洋や海運 の重要性 と環境保全意識の高揚並びに啓蒙活動 を行い,併
せて船舶や海運 ,海 洋 に関 しての科学的興味 を喚起 し,小 学児童の海や船 に親 しむ純粋
な心 を育む ことを目指す。 どち らのコース も応募者は募集定員 をはるか に上回 り人気が
きわめて高い.

<平 成 13年 度 > サ マースクール 「私たちが守ろう !21世 紀の美しい海」(1泊 2日 )
サマーセミナー 「船の科学 :操 るしくみと方法」(1日 )
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<平 成 14年 度 > サ マースクール 「美しい海と船に親 しむ」(1泊 2日 )
サマーセミナー 「船の科学 :操 るしくみ」(1日)

2.6 研 究室 ・研究団体の各種実験 口計測 (実験 ・試運転 )
深江丸では各種 の実習や実験以外 に毎週 1回 ,研 究室や外部機関等か らの実験 ・計

測 ・乗船依頼 を受 け付 け,依 頼 に対応 した出動 を行 って いる。 また,こ の機会 を利用 し
て運航状態でなければ実施できな い機器類 の点検や保守整備 を行 い,引 き続き予定 され
る各種の航海 に備える。

<平 成 13年 度 >

`ri乗船者管理システムの開発実験 <7月 期 ;1日 >
(2)航海視環境観測実験 <6月 期 :2日 >
0推 進性能実験 ・計測 <9月 期 :1日 ,10月 期 ;1日 >
④ 航海情報表示装置評価実験 <3月 期 ;1日 >
<平 成 14年 度>

● 航海情報表示装置評価実験 <4月 期 ;1日 >
(2)航海情報解析装置評価実験 <5月 期 ;1日 >
0大 気 ・海洋観測 <7月 期 ;1日 ,2月 期 ;3日 >
④ 航海環境計測実験 <3月 期 :1日 >

2.7 依 頼出動

平成 13年度及び 14年度の依頼出動を下記に示す。
<平 成 13年 度>
11)こどもの日体験乗船 (神戸市)<5月 期 ;1日 >
② 海の日体験乗船 (神戸市)<7月 期 ;1日 >
0青 少年サマースクール (本学実施委員会)<8月 期 ;2日 >
0青 少年サマーセミナー (本学実施委員会)<8月 期 ;1日 >
(3'テクノオーシャン・ユース体験乗船 (同事務局)<11月 期 ;1日 >
<平 成 14年 度>

● 海の日体験乗船 (神戸市)<7月 期 :1日 >
(2)青少年サマースクール (本学実施委員会)<8月 期 ;2日 >
0青 少年サマーセミナー (本学実施委員会)<8月 期 ;1日 >
0中 学生のみなとの総合学習 (大阪湾ベイエリア開発機構)<11月 期 ,1日 >
15,テクノオーシャン・ユース体験乗船 (同事務局)<ll月 期 ;1日 >

2.8 新 入生オリエンテーション

毎年4月 上旬に学部の新入生を対象に施設見学を兼ねて体験乗船を行う.
<平 成 13年 度>
(1)4月 13日   lBE 0 1BP:69名

(2,4月 24日   lBN・ lBT;66名

04月 27日  lBK;69名

<平 成 14年 度 >

(1,4月 12日  lBN・ lBT;102名

(2)4月 16日  lBE・ lBK・ lBP;122名

2.9 開 学祭体験乗船

毎年 5月 の開学祭 では土曜 日に船内公開を, 日曜 日には午前 1回 ・午後 2回 ,そ れ
ぞれ約 1.5時間の体験航海 を実施す る.

<平 成 13年 度 > 5月 27日  体 験航海一般乗船者 ;504名

<平 成 14年 度 > 5月 26日  体 験航海一般乗船者 ;490名
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2.10 他 大学等の特別講義 ・研修

船舶や海洋関連の講座 を開講 して教育 ・研究 を行 つて いるが船舶 を持ち合わせない他

大学 にとって深江丸の存在価値は高 く,参 加学生や教官の人気 も高 い。できる限 り要望

にそ った船舶の運航 を行 い,実 習 0研 修の展開を図る。

<平 成 13年 度 >

O UNESCO学 生交流プ ログラム (本学交流プログラム実行委員会)<4月 期 ;4日 >

ia神 戸大学特別交流 プログラム <7月 期 ;2日 >

③ 大阪府立大学 船舶研修 <1月 期 ;2日 >

<平 成 14年 度 >

0中 京大学船舶研修 <7月 期 :3日 > … …・台風接近のため研修 を事前に中止
(2)神戸大学特別交流プログラム <9月 期 ;2日 >

0大 阪府立大学 船舶研修 <1月 期 :2日 >

2.11 研 究会 ・学会 ・会議等での利用

<平 成 13年 度 >

(D明 石海峡航海視環境視察 (日本照明学会)<6月 期 ;2日 >

(2)国際海事大学連合乗船視察 (IAMU神 戸総会実行委員会)<10月 期 :2日 >

0キ ャビラリー学会船舶研修 (同事務局)<12月 期 :1日 >強 風 のため運航 中止

<平 成 14年 度 >

(D兵 庫県高齢者放送大学 船舶研修 <10月 期 ;1日 >

② 近畿地区地域共同研究セ ンター ・コーディネータ会議 <2月 期 ;1日 >
2.12 操 練 ,航 路見学 口説明

船員法 に則 り,泊 を伴 う全ての航海 にお いて初 日または 2日 目に緊急退船 のための

操練 (訓練)を 実施 し,緊 急非常時 にお ける各 自の役割 と行動方法 ,船 上での心構えや

服装 ・準備品,さ らには集団行動の基本姿勢 を理解 させ不測 の事態 に備える.さ らに,
操練終 了後 に消火ホース,消 火器等の保安応急設備,器 具 ・用具の操作方法 を体験 させ
るとともに膨張式救命胴衣の着用法や信号装置の取扱 い説明を行 い,緊 急非常時 にお け
る臨機 の応急措置法の習得 を図る。 また,状 況 によ り心肺蘇生法 について講習す る。

複数 日にわたる各種の実習や実験 ・研究航海や公開講座等では,状 況の許す限 り通過
する主要狭水道 にお いて航路見学や船舶の通航 に関連す る海上交通法規等 についての説
明を行 い,海 上交通や瀬戸内海の地理 ・地勢 に関す る理解 を深める。

3.入 渠工事 ,機 器換装工事

3.1 検 査工事及び合入渠工事

毎年 9月 期 に検査工事 または船体 ・機関 ・属具等の整備のため 2～3週 間程度の入渠
工事 を行 う。入渠期間は船舶検査の種類や船体整備の内容 によ リー様ではない.

<平 成 13年 度 >

第一種 中間検査工事 工 期 :9月 12日 ～28日  入 渠地 :内 海造船 (広島県)
<平 成 14年 度 >

合入渠工事      工 期 :9月 10日 ～ 18日  入 渠地 :サ ノヤスヒシノ明昌大阪工場
3.2 機 器換装工事

過去 に度 々不調 を起 し,安 全運航 に支障 を来 しかねない状況 とな って いた Sバ ン ド
レーダにつ いて,平 成 14年 3月 ,本 学のボ ン ド係留中に一式を換装 した。併せて航行
支 援 表 示 装 置 を 付 設 す る と と も に 国 際 的 に段 階 的 強 制 と な る AIS(Autol■latic
ldentificati()n System)関連機器 を導入 し,学 生の実習 ・教育用 として活用 している。
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共同研究

水線下船体の一部 を用 いて船底塗料の防汚性能評価実験 を行 う.入 渠直後 に塗装効果
の評価 と検討並びに出渠前に新たな部分塗装 を施工する。平成 13年 及び 14年 9月 期
の入渠時 には船底外板の試験塗装 に加えて,前 後のスラスタ 。プロベ ラ ・ブ レー ド (翼)

及び推進器 のプロベラ・ボスの試験塗装 を施工す る。なお,む こ丸の船底 において も 「RI)

小型船用の試験塗装 を行 う。また,深 江丸設備 を活用 した情報通信機器の開発や機器の

評価実験等を行 う。

5.海 事の普及活動

海事 に関す る社会一般の関心 を高めるために,神 戸海事広報協会の協力を得て見学者
に海事広報資料 を配布す るほか,各 種の実習や研究航海,依 頼出動等 にお いて機会ある

ごとに船内を公開 して見学希望者 を受 け入れる。また,本 学ボ ン ド係留中にお いて も適

時船内を公開 し,船 や海への関心 を高める。年平均 900名 程度の訪船 ・見学者がある。

6.航 行資格の変更 と旅客定員の確保

船舶安全法では 日本船舶の航行 区域 を 「遠洋 区域」 「近海 区域」 「沿海 区域」「平水 区

域」の 4区 域 と定めている。深江丸 の航行 区域は上記 の うちの 「近海 区域」で あ り,

東経 94度 ～ 東経 175度 ,南 緯 11度 ～ 北緯 63度 の線で囲まれた水域が これに該
当する.し か しなが ら,平 成 11年 2月 1日 か らGMDSS[Gl()bal Maritinle Distress

an(l Safety Systenl]と呼ばれる,従 来の SOSに 代表 されるモールス信 号を主体 とし

た海 上遭難通信 システムか ら,海 事衛 星,衛 星 EPIRB,双 方向無線電話や レー ダ 0ト

ランスポ ンダ等 を活用 した新 しい遭難 ・安全通信 システムが国際的に完備 された ことか

ら,現 在の深江丸の人的 ・物的設備では上記 の近海 区域の航行 は事実上不可能 となった。

陸岸 に沿 って連続す る離岸距離 150海 里以内の航行 区域 :<A2水 域>に 航行 区域が

限定 されている。

依頼 出動等で本学の学生や研究者以外の一般 の方 々が乗船す る場合 は臨時 に旅客定員
を確保 して航行する必要がある。 さ らに,依 頼の状況 によ り最大搭載人員 64名 を超え
る乗船者がある場合 には航行資格 を変更す ると同時に旅客定員の増員 を行 う。航行資格
の変更手続 き として,神 戸運輸監理部船舶部の船舶検査官 (JG)に よる臨時検査 をそ
の都度船 の現場で受検 して

'臨
時変更証

‖
を取得す る。旅客以外では通常,船 員を 12

名,そ の他の乗船者 を 2名 とす る。甲板暴露部の手す りに保護 ネ ッ トを設置 し,同 時
に船内の危険個所 に立ち入 り禁止 区域 を設定す る等,乗 船者 の海 中転落の防止 と船内で
の安全対策 を講 じるとともに乗船者に十分な数の大人用 ・子供用救命胴衣 を搭載する。
ただ し,臨 時変更証の発給 日数の上限は年間 30日 までであ り, これ を超 えて運航する
ことはで きない。

次 に臨時定員または臨時旅客定員の確保のために受検 を要 した航海 と変更内容 を示す。

<平 成 13年 度 >臨 時変更 日数 :21日

(1)新入生オ リエ ンテ ーション 臨 時最大搭載人員変更

航行区域 :近 海区域 → 平水区域 (変更期間 4月 12日 ;1日 )

定員 :航 行時間 3時 間未満  100名  船 員 12名  そ の他 2名
12)4月 24日 新入生オ リエ ンテ ーシ ョン 臨 時最大搭載人員変更
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航行区域 :近海区域 → 平水区域 (変更期間 4月 24日 ;1日 )

定員 :航行時間 3時 間未満 100名  船 員 12名  そ の他 2名

35月 5日  神 戸 2001港 フェスタ 臨 時旅客及び最大搭載人員変更

航行区域 :近 海区域 → 平水区域 (変更期間 5月 5日 ;1日 )

旅客定員 :航 行時間 3時 間未満 200名  船 員 12名  そ の他 2名

開学祭 体験乗船 臨

航行 区域

旅客 定員

日本照明学会 航海視

航行区域

旅客定員

時旅客及び最大搭載人員変更

近海区域 → 平水 区域 (変更期間 5月 27日 ;1日 )

航行時間 1.5時 間未満 200名  船 員 12名  そ の他 2名

環境調査 臨 時旅客定員の確保

近海区域 ;変 更せず (変更期間 6月 14日 ・15日 ;2日 )

52名  船 員 12名

2 0日 ;1日 )

そ の他 8名

日)

2名

戸総会 臨 時旅客及び最大搭載人員変更

近海 区域 → 平水 区域 (変更期間 10月 4日 ;1日 )

航行時間 3時 間未満  120名  船 員 12名  そ の他 8名

1 2日 :1日 )

そ の他 8名

16日 ;1日 )

0神 戸大学特別交流プログラム  臨 時旅客定員の確保

航行区域 :近海区域 ;変更せず (変更期間 7月 12日 ・13日 ;2日 )
旅客定員 :52名  船 員 12名

● 海の日体験航海 臨 時旅客及び最大搭載人員変更

8サ マーセミナーA 臨 時旅客定員の確保

航行区域 :近海区域 ;変 更せず (変更期間 8月 23日 ・24日 ;2日 )

旅客定員 :52名  船 員 12名

9サ マーセミナーB 臨 時旅客及び最大搭載人員変更

航行区域 :近 海区域 → 限定沿海区域 (変更期間

旅客定員 :航 行時間 3時 間未満  10()名  船 員 12

航行区域 :近 海区域 → 平水 区域 (変更期 間 8

旅客定員 :航 行時間 3時 間未満 100名  船 員 12

111公開講座 臨 時旅客定員の確保

7月

名

１

他

．，
の

日

そ

７，
“月

名

航行区域 :近海区域 ;変更せず (変更期間 8月 30日 ～9月 2日 :4日 )
旅客定員 :52名  船 員 12名

0国 際海事大学連合 神

航行区域

旅客定員

(2)テクノオー シャン ・ユース 体験乗船 臨 時旅客及び最大搭載人員変更

航行区域 :近 海区域 → 平水 区域 (変更期 間 11月 17日 ;1日 )

旅客定員 :航 行時間 3時 間未満 120名  船 員 12名  そ の他 8名

(3)キャピラリー電気泳動シンポ ジウム 体 験乗船 臨 時旅客及び最大搭載人員変更

航行区域 :近 海区域 → 平水 区域 (変更期 間 12月 14日 ;1日 )

旅客定員 :航 行時間 3時 間未満  120名  船 員 12名  そ の他 8名

(14大阪府立大学船舶研修  臨 時旅客定 員の確保

航行区域 :近 海区域 ;変 更せず (変更期間 1月 22日 。23日 ;2日 )

旅客定員 :52名  船 員 12名

<平 成 14年 度 >臨 時変更 日数 :20日

(D新 入生オ リエ ンテ ーシ ョン 臨 時最大搭載人員変更

航行区域 :近 海区域 → 平水区域 (変更期間 4月

定員 :航 行時間 3時 間未満  120名  船 員 12名

12)新入生オリエンテーション 臨 時最大搭載人員変更
航行区域 :近海区域 → 平水区域 (変更期間4月

- 9 -



一一一

一Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

定員 :航行時間 3時 間未満 120名  船 員 12名  そ の他 8名

C開 学祭 体験乗船 臨 時旅客及び最大搭載人員変更

航行区域 :近海区域 → 平水区域 (変更期間 5月 26日 ;1日 )

旅客定員 :航行時間 1.5時間未満 200名  船 員 12名  そ の他 2名

0中 京大学船舶研修 臨 時旅客定員の確保

航行区域 :近海区域 ;変更せず (変更期間 7月 11日 。12日 ;2日 )

旅客定員 :52名  船 員 12名  <台 風で中止>

(31海の日体験航海 臨 時旅客及び最大搭載人員変更

航行区域 :近海区域 → 限定沿海区域 (変更期間 7月 20日 ;1日 )

旅客定員 :航行時間 3時 間未満 100名  船 員 12名  そ の他 8名

(0)サマーセミナーA 臨 時旅客定員の確保

航行区域 :近海区域 ;変更せず (変更期間 8月 22日 。23日 ;2日 )

旅客定員 :52名  船 員 12名

● サマーセミナー B 臨 時旅客及び最大搭載人員変更

航行区域 :近海区域 → 平水区域 (変更期間 8月 26日 :1日 )

旅客定員 :航行時間 3時 間未満 120名  船 員 12名  そ の他 8名

0公 開講座 臨 時旅客定員の確保

航行区域 :近海区域 ;変更せず(変更期間 8月 28日 ～8月 31日 ;4日 )

旅客定員 :52名  船 員 12名

C神 戸大学特別交流プログラム  臨 時旅客定員の確保

航行区域 :近海区域 ;変更せず (変更期間 9月 26日 ・27日 ;2日 )

旅客定員 :52名  船 員 12名

⑩ 兵庫県高齢者放送大学 東灘友の会 臨 時旅客定員の確保

航行区域 :近 海区域 → 沿海区域 (変更期間 10月 4日 ;1日 )
旅客定員 :52名  船 員 12名

ill中学 1年 生みなとの総合学習 臨 時旅客及び最大搭載人員変更

航行区域 :近海区域 → 平水区域 (変更期間 11月 14日 ;1日 )

旅客定員 :航行時間 3時 間未満 120名  船 員 12名  そ の他 8名

0テ クノオーシャン ・ユース 体験乗船 臨 時旅客及び最大搭載人員変更

航行区域 :近海区域 → 平水区域 (変更期間 11月 23日 ;1日 )
旅客定員 :航行時間 3時 間未満 120名  船 員 12名  そ の他 8名

● 大阪府立大学船舶研修 臨 時旅客定員の確保

航行区域 :近海区域 ;変 更せず (変更期間 1月 28日 。29日 ;2日 )

旅客定員 :52名  船 員 12名

既述の通 り,一 般者,特 に小学児童を含む青少年の乗船にあたり,船 内生活面や体験
学習場所においては細心の注意が必要であり,暴 露甲板のハン ドレールに転落防止用ネ
ットを常設 し,立 ち入 り禁止区画や脱出経路 ・通路等を明確に表示 し,さ らに膨張式救
命胴衣を最上層の甲板に 109個 常備することで対応する。また,様 々なイベン トにお
いては,ボ ランティア ・スタッフとして本学の学部や大学院の学生を多数徴用 し,グ ル
ープ ・リーダとして活躍をいただ く.

7.航 海集計

航 海 集計 (抜粋 )
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平成 13

いて 、 ※ 1

※2

年度及び平成 14年 度 深江丸航海集計の主な項 目を表 1

出動 日数 については半 日の出動 も 1日 としてカウン ト

この表 にお

乗船者延 べ人数 とは, 日帰 りの場合 は乗組員以外 の乗船者数 に 1を 乗 じた も

の,航 海が複 数 日にわ た る場合は同 じ く乗船者数 に延 べ航 海 日数 を乗 じた も

の とす る.(文 部科学省調査基準 によ る)

表 平成 13年 度及び平成 14年 度航海集計

平成 13年 度 平成 14年 度

出動回数 (入渠工事 を含む) 5 5回 4 9回

出動 日数 (入渠工事 を含 む) 1 1 9日 10 0日

航 海 時 間 627時 間 45分 572時 間 35分

航 程 7 2 1 8海 里 6 3 5 3海 里

学 外 停 泊 時 間 7 6 3時 間 05分 539時 間 45分

錨 泊 時 間 3 4 4時 間 05分 314時 間 15分

本学学生乗船者数 1004名 984名

本学教職員乗船者数 102名 110名

学外 の乗船者数 1116名 1014名

乗船者延 べ 人数 3 8 7 4名 3 6 1 3名

.2 航 海集計表

平成 13年 度及び平成 14年 度 における,深江丸の出動 に係る航海集計 を 表 2及 び 表

に示す .

8.臨 時航海士,司 厨長,臨 時司厨 員

深江丸では実験 ・試運転 を除 く全ての航海 にお いて,航 海 `海 事系教官の中か ら有効

な海技免状 を受有 し,航 海士 として乗船可能な教官 1名 の配乗を依頼す る。臨時航海

士の配乗 については,平 成 12年 10月 1日 に運用が始 まった SMS(安 全管理 システム)

の船員責任者が深江丸の単年度の出動予定 に基づき臨時航海士 を調整 し決定す る。船長,

機関長 を含み正規の運航要員 8名 のみの現体制下 にお いて,個 々の航海の内容 を充実

させ,そ の 目的 を十分 に達成す るためには臨時航海士の乗船は不可欠であ り,臨 時航海

士の方 々には学生の教育 ・指導や研究 ,学 内外での諸業務等多忙 の中,船 の安全運航 に

ご協力いただき,き め細やかで熱意 ある活躍 をいただいている。さ らに航海が複数 日に

わたる場合で,乗 組員 を含む乗船者総数が概ね 40名 を超 える場合や食中毒のおそれの

ある期間,船 内給食や配膳 に係る食品の衛生管理並びに給食サー ビス維持の面か ら,非

常勤職員である司厨長の他 に臨時司厨員 1名 の配乗 を行 う。

9.乗 組 員研修

備讃瀬戸 にお ける 「こませ 網」漁法 の現状 視察 :平 成 13年 4月 ,甲 板部乗組員 2名

10.IS0 9002の 認証 と安全管理 システム (S‖S)の 運用

神戸商船大学は,平 成 13年 3月 27日 ,「附属練習船
"深

江丸
"の

船舶管理」において,
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国 の機 関 と して は初 め て
"品

質 マ ネ ジ メ ン トシ ス テ ム 規 格
"「

IS09002:1994 」 IS Z

9902:1998」 を 日本海事協会 か ら認証 された。 IS09001の 運 用 のための安全管理 シス

テ ム ;SMS(Safety NIanagenlent Systenl)に お いて ,

a)海 上 にお ける人命の安 全

b)船 舶 の安 全運航

c)環 境 の保護

(1)実 習 に関す る事項 ,教 育 ・研 究 の 円滑な遂行

の確保 に努 め る ことで,教 育研 究機 関 であ り,か つ船舶運航者 として の社会 的使 命 を

全 うす る。本学 は練習船 の運 航管理 にお いて品質 保証 規格 :IS09002の 認 証 と ともに

安 全管理 システム ;SNIS;Safety Managenlent Systenlを 整 え,陸 上 ・船 上の組織 そ

れぞ れ の業務 、責任 ,権 限及 び相互 関係 を明 らか にす る と同時 に,

a)陸 上 ・船上 の業務 の内,船 舶 の安 全運航 と環境 の保護 のため に特 に重要 な業務

b)継 続 的な SMSの 見直 しと改善

c)緊 急 事態 への対応

d)関 係す る国際条約 ,国 内外 の規則へ の対 応

e)人 の適格性 の管理

につ いて ,業 務 ・作 業手順 等 を定 め る ことによ り附属練習船 の安全運航 に関す る姿 勢

を示 した。

SMS運 用 上の責任 及び権 限 に関 して ,深 江 丸 では ,

そ1)大 学 は安全運航 と環境保 護 の確保 に関す る大学 の理念 の実践 のため に,船 上 にお

ける最 高責任者 と して船 長 を指 名 し,必 要な権 限 を与え る.

b)大 学 は船 長が これ らの職務 を遂行す る ことを全 面的 に支援す る。

c)大 学 は管理船舶 の船 長以 下全乗組員が この方針 を遵守す る ことを要請す る。

さ らに船長 はその職務 責任規定 の中で ,「超越権 限」 と して ,

a)本 マニ ュアル に規定 され て いな い事項 に関 して ,自 身が判 断 を し,そ れ を実行す

る権 限

b)本 マニ ュアル に規 定 され て いる事項 につ いて も緊急 時等 にはそ の場 の状況 に応 じ

て 自身が最 良 と考 える判 断 を し,そ れ を実行す る権 限

c)自 身が必 要 とす る支援 を大学 に対 して要請す る権 限

を有す る と規 定す る。

(なお ,平 成 15年 6月 23日 ,「 IS09001:2000 JIS 0 9001:2000」の認 証 を取得 した。)

11.医 療 支援体 制 の構 築

本学 及び深江丸 で は,瀬 戸 内海 の周辺 の都市災害発 生時等 にお いて ,近 隣の医療機 関

との連携 で船舶 を活用 した医療支援態勢 の整備 を図 りつつ ある。 この中で深江 丸 の役割

は ,医 療 ス タ ッフの収容 とともに医療設備 ・器 具等 を深江丸 に搭載 して災 害現地 に赴 き,

船 を仮設病 院 として活用 しなが ら傷病者や 負傷者 の手 当 と搬送並 び に救援 物資 の搬 送 を

行 うことを 目的 とす る。近隣 の医療機 関 と具体 的 な検 討 を進 めつつ ある。

12.深 江 丸 の現 状 と課 題

冒頭 で述 べた通 り深江 丸 は文 部科 学省 の旅費規程 上,「 日帰 りを常態 とす る船舶」 と

い う 「第 4種 船 」 の格付 けが な されて いる ものの,各 種 の実 習や調査 ・研 究 さ らには

公開講 座や 外部 か らの出動依頼 によ る各種 の航海 を充実 させ ,成 果 あ るもの にす るため
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には相応の海域 まで航海 し,航 海の 目的に沿 つた行動 を展開す る必要があ り,本 学の学

生その他の利用者のために最大限度の運航 を提供 している。学内 ・外か らの依頼出動等

で,本 学以外の一般の方 々を迎えて出動す る機会が増えつつある中, これ らの体験乗船

や船舶研修等では練習船 としての航行資格ではな く一時的 に旅客船 として運航する必要

があ り,そ の都度 ,神 戸運輸監理部の船舶検査官 による臨時検査 を受検 し,指 摘事項の

改善や改良を図 りなが ら乗船者の安全確保 に努めている。平成 13年 2月 に起 きた宇和

島水産高校 の 「えひめ丸」 と米原子力潜水艦の衝突事件 を契機 に,居 室配置の膨張式救

命胴衣 とは別 に,救 命いかだ設置場所である緊急集合場所 に,旧 式ではあるが,緊 急時

の手交用 として予備の救命胴衣 を 109着 常備 した。さらに IS09002の 認証に係る SMS

の確実な運用 を行 うことで安全運航体制 を確立 し,これに係 る更 なる改善に努めている。

深江丸 として今後 ,大 学側 に要望 し,解 決 していただ く課題がいろいろあるが,そ の

い くつかを列挙す る。

● 船体整備

深江丸は 1987年 10月 に三井造船玉野事業所 にて建造 。就航 して以来,20()3年 10

月で 16年 目を迎える。船舶検査関連法規の改正に伴 い定期検査の間隔が これ までの 4

年か ら 5年 とな った ことか ら定期検査 と定期検査の中間で行われ る第一種 中間検査工

事 を先取 りす るかたちで次 に示す通 り入渠工事 を計画的 に実施 してきた。

入渠 年 月

平成 11年 9月

平成 12年 9月

平成 13年 9月

平成 14年 9月

<今 後 の 予 定 >

平成 15年 9月

平成 16年 9月

平成 17年 9月

平成 18年 9月

平成 19年 9月

平成 20年 9月

入渠工事の名称               就 航年数

定期検査入渠工事             <就 航 12年 >

合入渠工事                <就 航 13年 >

第一種 中間検査入渠工事          <就 航 14年 >

合入渠工事                <就 航 15年 >

合入渠工事                <就 航 16年 >

定期検査入渠工事             <就 航 17年 >

合入渠工事                <就 航 18年 >

第一種中間検査入渠工事 または 合入渠工事 <就 航 19年 >

合入渠工事 または 第一種 中間検査入渠工事 <就 航 20年 >

合入渠工事                <就 航 21年 >

これ らの入渠工事 を通 して船体や機関,属 具の整備 を計画的あるいは臨時的に実施 し

てきたが,船 内外の外観 に比べて船体や機関に直接関連す る配管や電路、回路構成部品

の老朽化 に伴 う突発的な トラブルが近年続発 してお り,発 生原因の追及に時間を要 しな

が らもその都度乗組員の手によ り,あ るいは重大な故障については外部のサー ビスエ ン

ジエアによ り対処 してきた。いつ発生す る とも限 らない予期 しがたい機器の トラブルに

甲板部 ・機関部 とも緊急対応 を迫 られている状況 にある。今後は予備品の充足等 これ ま

で以上に保守管理対策が必要 になると予想 される.

12)深江丸乗組員の処遇

ここ数年 ,海 事関連イベ ン ト等で休祝 日における出動依頼が大学 に寄せ られ,そ の都

度依頼 を受 けて深江丸は出動 している。深江丸乗組員 を含 む海技実習セ ンターの関係者

は 「神戸 商船大学 を代表 しての出動」であると自党するところであるが,同 セ ンターが

これ までに実施 してきた様 々な活動 に対 して大学が これ をどのよ うに評価 し,関 係者 を

どのよ うに処遇す るつ も りがあるのか理解できない。 このよ うな出動 にお いては乗船者

のほとん どが一般の大入 と子供であ り,各 種の実習 とは大きく異な る運航形態 とさらな
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る安全管理対策 を徹底 している ことはいうまで もない.附 属練習船 という高価な国有財

産 と乗船者の生命 を一手 にあずかる船長及び船の安全運航 に不可欠な機関部 を統括す る

機関長には法令上の大 きな責務は課 して も役職手当や超過勤務手 当等の支給はな く,さ

らに国民の休 日の出動等 に対 して も代休処理 といった,現 場で懸命 に活躍す る乗組員の

誠意 と意欲 に対 して我関せず といつた対応 に海技実習セ ンターの関係者 はときとして憤

りを覚え,無事 にイベ ン トを完遂 した後の充実感の陰 には虚 しさす ら覚える状況 にある.

しか しなが ら, これ らの出動 に対す る外部の評価 は高いと聞 く。依頼 によるほとん どの

海事イベ ン トについて,依 頼状 を深江丸船長 に丸投 げす るだけで事務局の関与はな く,

すべて を現場関係者 に一任 し,何かあればその責任の所在 は職責通 りといつた状況の中,

大学が このよ うな出動 に対 して今後 どのよ うに対処 し,セ ンター関係者 をどのよ うに処

遇す るのか,そ の方向性 を明確 に示す時期であると考 える.

0司 厨長及び臨時司厨員の雇用体制

現在 の深江丸の司厨長 は非常勤職員 として雇用 されて いる.司 厨長の業務 は深江丸の

厨房施設の総括維持管理,食 材の発注か ら船内供食 とこれに伴 う食料の保管管理や船内

発生ゴミの管理,さ らには,本 来大学の事務局が作成すべき出動関連書類の作成 ・管理

か ら深江丸の出入港 に係 る綱取 り放 し等多岐にわたる.ま た,食 卓料の限度内で安価 で

質の良い大量の食材 を調達す るために自らが市場等 に足 を運んで仕入れ にあたっている

現状である。司厨長は船内職務分掌では厨房及び船 内供食一切に関 して責任 ある立場 に

あ り,学 外泊 を伴 う航海 の前 日は,翌 日か らの供食準備のために船内泊 となる ことが常

であ り,さ らに,航 海中の勤務 も早朝か ら夜遅 くに及ぶ。今後の SMSの 確実な運用 に

おいても,事 務部の総責任者 として,本 学の正規職員 として乗船 させるべきである。 ま

た,多 数の学生や研究者が乗船す る一部の航海 につ いて,司 厨長以外 に臨時司厨員 を雇

用 している。一部の航海では臨時司厨員の人件費は校費か ら支出されているが,そ れ以

外 は船 の運航費か らの支出となる。完全な衛 生区画である船の厨房 にお いては調理師資

格 を持 った者が食品管理 と供食を行 うべきであるが,実 習 に係る時間等 の制約か らやむ

な く学生の手 を借 りて いる実状 にあ り,昨 今 における食 中毒の発生や発生後の運航への

影響等 を勘案す ると,司 厨長 1名 による衛 生維持管理 は困難であ り,臨 時 司厨員 につ

いて も大学 としてそれな りの予算措置 をとるべきである。参考 まで に,国 内では一般的

に,船 員 (又は旅客)20名 に対 して事務部員 1名 の配乗が行われてお り,深 江丸では

総員が 4()名を超 える航海や食中毒の発生のおそれのある季節にはその予防策 として臨

時 司厨員 を一時的に雇用 している。

13.お わ りに

冒頭で述べた とお り,深 江丸は世界で も有数の船舶交通の輻榛す る瀬戸内海 を主たる

行動海域 としているが,同 海域は常時,内 外の大型船や小型船 ,漁 船や定置その他 の漁

具等で混雑 し,明 石海峡 ,備 讃瀬戸 ,来 島海峡等 々日本屈指の狭水道が連な り,四 季折 々

の変化 に富んだ気象や海象,潮 汐や潮流の厳 しい環境下 にある。外洋や沿岸域 とは異な

るこのよ うな特殊な海域 にお いて,座 学 による知識や技術 を学生 自らが個 々に検証 ・検

分 し,船 舶 の運航の更なる技術の習得 を目指 し,船 舶交通や漁業の実態等 を把握 しなが

ら安全運航 に徹 しよ うとす る意識 と姿勢 を培い,当 直実習後の開放感や充実感 ,さ らに

は慣海性 を涵養するには比類無 き実習 ・訓練の場である。神戸商船大学附属練習船 とし

ての使命 に鑑み,最 新の計装機器 を駆使 しなが ら新 しい運航技術 に教育効果 をあげ,動

く実験室 ・研究施設 として,船 と海 に関す る実験や調査 ・研究等,こ れ まで幅広 い活用

がな されてきたのは周知の とお りである。瀬戸内海 とい う地理的に恵まれた環境 を大い
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に活用 して,行 動形態や航海内容の一層の充実 を図 り,世 相の変化 に対応 した,よ リー

層社会 に貢献できる運航体制 を確立す るとともに,他 大学や教育機関 ・研究機関 との連

携 を深め,練 習船本来の姿 を維持 ・拡充 しなが らも新たな運航 システムや機器の研究開

発 さ らには実験等 を通 じて海技教育のさ らなる質の向上 と,海 事 に関す る啓蒙活動 を今

後 とも積極的 に行 うべ きである.

既述 の通 り,神 戸商船大学 は,平 成 13年 3月 27日 ,「附属練習船
"深

江丸
"の

船舶管
理」において,国 の機関 としては初 めて

“
品質マ ネジメン トシステム規格

"「
IS09002:1994

JIS Z9902:1998」を 日本海事協会か ら認証 された。

(平成 15年 6月 23日 ,「IS09001:2000 JIS 0 9001:2000」の認証 を取得 した。)

今後,安 全管理 システム (SMS)の 運用 を実効 あるもの とし,海 上 にお ける人命 の

安全 ,深 江丸 の安全運航 と環境の保護 に徹す る とともに,実 習 ・教育 。研究 の円滑な

遂行 と完遂 を 目指す た め には本学 の海陸 がよ リー層 の相互理解 を図 リー体 とな って
SMSを 運用 してい く必要がある。
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表 2平 成13年度 深江丸航海集計
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表 3平 成14年度 深江丸航海集計
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第 2節  機 関部関係

.特 別研究 (機関長研究室 )

(1)ノ ンアスベス トガスケ ッ トの性能についての研究 (継続 )

11,12年 度 に引き続 き,ノ ンアスベス トおよびアスベス ト製のガスケ ッ トの性

能 を比較す る。 ノンアスベス トの素材は PTFE(P()ly Tetra Fluoro Ethylene)およ

び金属箔で内部を補強 した膨張黒鉛(Expan(le(l Graphite)でいずれ も多孔質である。

これ らか ら製造 された多孔質形 シー トガスケッ トと寸法はいずれ も内径 (106nnm)
×外径 (157mm)を 等 しくして, 厚 さを 1.0,1.5お よび 2.Onlnlの3種 類 と,13

年度末か ら 3.Onln〕を加えて実験 を続 けた。

上下 フランジの間にガスケ ッ トを挟み,8本 のボル トで締 め付 ける。フランジは

密閉 され,N2ガ スを封入 してボル トの締め付 け圧 力 と毎分 当た り漏洩量の近似の

関係式 を求めたのち,0.05cc/nlinに おけるボル ト荷重 を決定す る。流体 の圧力が

21.Okg/cm2の ときのボル ト荷重 と 「ガ ス圧 十面圧」 による力 との釣 り合 いの関

係式か ら傾 きm値 を求め,ま た,圧 力 0.14kg/cn12のとき荷重 と有効面積か らy値

を求 めて性能比較が行 う。m値 はガスケ ッ ト係数,y値 は最小有効締 め付 け面圧 と

いわれる。14年 度 にまとまったので,(社 )日 本マ リンエ ンジエア リング学会 に技

術資料 として平成 15年 1月 号 に発表 した.求 めた結果 を図 1お よび 2に 示 した。
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図 1 ボル ト荷重 と漏洩測定点および対数近似曲線の例

(ガスケ ッ ト厚 さ 2  0 m m )
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図 2

現在 ,ノ ンアスベ ス トの素材 にグ ラフ ァイ トを心 材 と しゴム を充填 したテ ク ノグ
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ラフシー ト (日本 ビラーエ業 (株)商 品名)を 加え,流 体 に水 を用 いて同様の実験

を続 けて いる.

(2)深 江丸主機関の防振 ゴムの歪み量の変化 (継続 )

深江丸主機関の防振 ゴムについて,軸 芯の変化およびそれ をもとに歪み量の変化

(クリー プ)を 継続 して調査 している。就航後か ら第 1回 目の新替 までの 4年 5ヶ

月 (ショップテス トや新造時の設置 。調整時間を含めると 5年 8ヶ 月),ま た ,第

2回 目の新替 までの 7年 6ヶ 月,そ の後 の 2年 間経過 した 3群 について結果 を求め

た。軸芯の変化 とク リープ量の変化 をそれぞれ図 1お よび 2に 示 した。
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図 1  新 設 時か らの軸 芯 の変位

(図中添 え字 Aは 調 整後の値 〉

腱過月は

図 2  ク リー プ (永久歪 )の 変化 ( 2 0℃換 算 )
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これ らか ら得 られた結論 は以 下の とお りで ある.

軸芯 の変位 は機 関の温態 と冷態 ,気 温 に影 響 され ,調 整 の仕 方 によ って は静的

許容範 囲 を超 え る こともある。

新造時 の調 整 にお いて軸芯 の調 整 を大 き く採 りす ぎな い。

ゴム新 品の予圧 は装填 の数週 間前 に実施す る と効果 的である。

塑性変形 は 10～ 12ヶ 月程 度で落 ち着 いて くるが ,艤 装 な どの期 間 を考 慮 して ,

就航 後 は 6ヶ 月程度 で軸芯調 整 を計画 してお く.

クロ ロブ レンゴム製 の防振 ゴム は 8年 間 は性能 を発揮 で きる。

これ らをまとめ,平 成 15年 1月 に日本マ リンエ ンジニア リング学会 に技術資料

として投稿 した。平成 15年 8月 号 に掲載 された。

2.機 関部年間船 内作業

(1)概 要

平成 13年 度 ,14年 度 ともほぼ順調 に年間行動予定および中途での出動要請 を消

化す る ことができた。しか しなが ら,建 造以来 14年 を経過 し,13年 度の年報で も

触れた とお り,デ ータロガーや制御のための CPIIあ るいは半導体 を用 いた測定器

具 ,圧カスイ ッチな ど使用頻度の多 い器具および開放の頻度 の少な い機関部品で不

具合の発生がみ られるよ うになってきた。

前者 についての例 は,次 項のメーカによる工事にあるとお り,14年 度末 にデータ

ロガーの CPIT基 盤 (No.1)が作動不良である。本来予備 を含 め 2セ ッ ト装備 されて
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いるが ,切 り換 えて も予備基盤 (No.2)にも一部不具合が発生 した。これ らにつ いて
は,使用時間の多寡 にかかわ らず ,新 造 時 よ りの経年の劣化 によ るもので ある.不

具合 を生 じた ものの新替 までの期間は メーカによ りそれに応急処置 を施 して予備 と
し:比較的不具合の軽微であった No.2を 修理ののち使用 していた。14年 度春期研
究航海開始 までに No.1を 新替す る ことができた。

後者 につ いての例は,14年 10月 に発生 した,燃 料供給ポ ンプ出 口圧力の異常低
下である。航海中で はあったが ,来 島海峡 に入 る前で あったので ,急 遠安全な海域
で投錨 して開放,点 検 した ところ,リ リー フ弁の当た り (平面)が 常時 当たってい
るところか らずれ ,圧 力を保持できな いことがわかった。応急的 に当た り面を研磨
し,復 旧して常態 に戻す ことができた。これについては, 帰 港後停泊時新替 した。

深江丸機関の使用時間は一般商船の約 1/10程 度であ り燃料油 も低硫黄重油 を
使用 しているため,機 関本体は故障の発生が少な いけれ ども,周 辺機器 とくに配線
も含めた電気部品に経年 による劣化や海水系統 の配管の腐食が進んできている もの
と思われる。

しか しなが ら,IS()9002取得 による乗組員の機器の安全に対す る意識は向上 して
お り,保 守 ・整備 につ いては高い水準 を維持 しているので,13お よび 14年 度 に重
大な不具合 を発生す ることがなかった.併 せて,物 品購入や修理 ・改修時の会計課
の適切な対応が安全運航 の維持 に大 いに寄与 していることも付記 しておきたい。

(2)平 成 13年 度 (2001年 )作 業

4月 2日 IN0 1・ 2 GEN弁 腕 カバ ーバ ッキ ン新替

NO.l GEN台 板掃除,E/R掃 除

3日
I N O . 1・ 2  G E N  F W  C O O L E R用 水 抜 き コ ッ ク 新 替 ,N O . 1・ 2  G E N台 板 掃 除

4日 INO.2 GEN防 振 ゴムカバー修理

NO.l GEN台 板ベ ン塗 り,テ レビアンテナ修理
M E・ T H R U S T E Rト ラ イ ,L Oサ ン プ タ ン ク 計 測 及 び ゲ ー ジ 調 整

ME  S T A R T  R E A D Yサ ン プ タ ン ク レ ベ ル ス イ ッ チ 調 整

5日 ILAN用 バ ッテ リー比重計付 と新替
N O . 2  G E N  F W  C 0 0 L E R入 口海 水 パ イ プ継 ぎ 手 金 具 新 替
NO.2  G E N台 板 ベ ン塗 り, E/ Rサ イ ドベ ン塗 り

6日 INO.2 GEN台 板ベ ン塗 り,E/Rサ イ ド拭 き取 り
9日

IEMERG'GEN運 転 ,バ ッテ リーチ ェ ック,防 振 ダ ンパ計測
冷却水 pH計 演1(8.0),空 気槽 ドレン抜 き,SW各 ス トレー ナ掃除

10日 IMEデ
ータロガ回転表示調整,運 転 (TRANSDUCERボ リューム調整)

M E排 気 温 度 計 (抵抗 温 度 計 )新 替 (NO. 6  c y l )
S A N I T A R Y系 バ イ ブ ビ ンホ ー ル修 理

1 1日  S A N I T A R Y系 パ イ プ ビ ン ホ ー ル 修 理

シャワールーム用 FWラ イ ン盲 フランジ取付 け
E/Rサ イ ドベン塗 り及び ライ トグ リー ンタ ッチア ップ

12日 14BN運 用学実験

船内照明灯チェック,GEN最 高圧 力計測,GS P'P無 電圧起動テス ト
オ リエ ンテー ション (lBN,BP)

13日 IE/Rサ イ ドベ ン塗 り

16日 IME抵 抗排気温度計抵抗器によるチェック (NO.5 0 6 cyl
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「

G E N噴 射 P' P  t t  L O新 替 ,A l R抜 き

MEタ ベ ッ ト油 新 替 ,A I R  C O Nフ ィ ル タ ー 掃 除

17日 1青年交流ブログラム出港  17日 ～ 20日

刀 日 lχl詠 7:諏 現 シ_ル 新替,ビ ラー製 に類

24日 |オ リエンテー シ ョン

A I R  C O N  P ' Pメ カ シ ー ル 取 替 ・復 旧

25日 14BE岸 壁実習

バ ル ブ ハ ン ドル ヘ ン 全 り,A I R  C O N  P ' Pベ ン 塗 り

26日 14BN運 用学実験

27111[「:::千キ言[]番ラク,ビルジウ ェ ル → ミXSTE OIL TK)

5月 1日 |[[:I][〔 ](ジ

ラギング施行,バ ルブハンドルベン塗 り

2日 1鋼パ ッキ ン予備 品調べ

5日1奪考多等笙夏算士種
置基板新替(ウォーニングランプ点灯)

1日 |[&量 響 GEN運 転,バ ッテ リーチ ェック

8日1鍼奔A群議ljT打ツ31ぶ毛ツ式 、＼Ъブ,新替
9日 14BE岸 壁実習

ダンハ 計測 ,糧 食庫 冷却 P'Pゲ ー ジ コ ック新替

10日 14BN運 用学実験

A I R  C O M P ' O I L新 替

H日 14BE岸 壁実習

14日 INO.2ス トア棚 (機関 日誌用 )取付 中段 ,グ リー ンベ ン塗 り他 タ ッチ ア ッフ

15日1軍霞琴今二う人5≧言継『し『りしり
旧

16日 14BE岸 壁実習

バ ル ブハ ン ドルベ ン塗 り

17日 1試運転

燃焼解析装置作動確認,FO計 測,LO分 析 (ME・ GEN o R/G・CPP)

18日 14BE岸 壁実習

2 1日 I F O積 込 み  H  K L ( N O . 2 ( S ) 7  k l , ( P ) 4  k l ) ,  F O計 測

E/R階 段 ベ ン塗 り 21日 ～ 22日

23日 14BE岸 壁実 習

E/R黒 ベ ン塗 り

24日 |グ レーチ ングベ ン塗 り 24日 ～ 25日

0リ ング,銅 パ ッキンリス ト作成

27日 1開学祭 出港

燃焼解析装置セ ンサ ー (N03)取 替



28日 |ビル ジシフ ト (スラッジタンク,ビ ルジウェル→ ウェス トォィルタンク)
E/Rブ レー ト掃除,実 習準備

29日 14BE船 舶実習 29日 ～ 6月 1日

ME燃 料噴射 量 ラ ック調整(NO.4 cyl)
6月 4日  発 電機側軸受オイルゲー ジ(8個 )新替及びター ビン油新替

R/Gオ イルストレーナ取付,同 0リ ング新替,AIR CONフ ィルタ掃除
G E N  A I Rフ ィ ル タ 及 び T/ C  A I Rフ ィ ル タ 新 替

5日 14BE船 舶 実習  5日 ～ 8日

ME LO補 給 (100L)
11日

IEMERG'GEN運 転,バ ッテ リーチェ ック,冷 却水 pH計 測 (8.0)
ダ ンパ 計 測 ,FO積 込 み  15 K L ( N O . 2 ( S ) 9 k l , ( P ) 6 k l ) , F O計 測
中 間 軸 受 け OIL新 替 ,NO . l  A I R  C O M ' O I L新 替

12日 IFO積 込み ロパイ ブ錆打 ち,ガ バナ OIL新 替
13日 IFO積 込み ロバイ プベ ン塗 り,E/R黒 タ ッチ ア ップ 13日 ～ 14日
14日 1照明学会出港 14日 ～ 15日

ビル ジ シ フ ト (ス ラ ッジ タ ン ク,ビ ル ジ ウ ェル → WAST E  O I Lタ ン ク)
MOT O R運 転 (起動 時 間 7秒 )

1 8日
I  A I R  C O M P 1  0 1 L新 替 ,M E  S U M Pタ ン ク OI L補 給 (5 0 1 )
W A S T Eタ ン ク 計 測 ,ME  S U M Pタ ン ク 計 測

GS P ' P無 電 圧 起 動 テ ス ト,T/ c銀 ベ ン タ ッチ ア ッ プ ,E/ R掃 除

ビル ジ シ フ ト (ス ラ ッ ジ タ ン ク ,ビ ル ジ ウ ェ ル → WAS T E  O I L  T K )

19日 14BN船 舶 実習 19日 ～ 22日

2 5日 I A I R  C O M P ' O I L新 替 ,M Eタ ベ ッ ト油 新 替

E/R黒 ,ラ イ トグ リー ンタ ッチ ア ップ

26日 14BN船 舶 実習 26日 ～ 29日

7月 2日 INO.1・2 GEN LO新 替,陸 上 ビル ジタンクヘ陸揚 げ
ビ ル ジ 陸 揚 げ (ス ラ ッ ジ タ ン ク ,W A S T Eタ ン ク ,R / G下 ビ ル ジ ウ ェ ル )
NO.1・ 2 GEN LO新 替 (各 3501)

LOス トア レー ジタンク積込み (20001)
3日 I A I R  C O M P ' O I L新 替 ,E M E R G ' G E N運 転

M E o G E N  F O  F L O W  M E T E R入 ロス トレー ナ 掃 除

陸 上 タ ン ク FO納 入  26 k l

4日 1試運 転

E M E R G ' G E N運 転 ,バ ッ テ リ ー
チ ェ ッ ク (L A N用 液 補 給 )

冷却水 pH計 測 (8.0),防 振 ダ ンパ計測
ME速 度ユニ ッ ト(ME‐107)調査

5日 IME速 度ユニット(ME-107)取替
F Oシ フ ト(N O . 3 ( S )。 ( P )→ N O . 2 ( S )。 ( P ) ) , F O計 測

6日 IME速 度ユニ ッ ト(ME‐107)作動確認,運 転 (ME-107ス バ ン調整)
馬力計ゼ ロ点調整,GEN最 高圧 力計測

9日 IME速 度ユニ ッ ト取付,タ ーニ ングギ ャ OIL新 替
F Oス ト レ ー

ナ 点 検 (ト ラ ン ス フ ァ
ー P ' P入 口 , P ' F入 口 ,

サ
ー

ビ ス タ ン ク 入 日 ) , T H R U S T  M E T E R ( L O A D  C E L L )ゼ ロ 点 調 整

10日 1各海水 ス トレー ナ掃除,メ カベ ン開閉テス ト
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H日 I M E T / C  t t  A I Rフ ィ ル タ 掃 除 ,A I R  C O M P ' O I L新 替 ,E C C拭 き 取 り

E/Rブ レー ト掃除,神 戸大学学生宿泊 GEN運 転,ME・ GEN拭 き取 り

12日 1神戸大学相互交流プログラム出港 12日 ～ 13日

ME最 高圧 力計測,ME‐107ス バ ン調 整

16日 ISMS関 係 書類作成 (変更委員会用 )

17日 1陸上 FOタ ンク,ビ ル ジタ ンク周辺掃 除

1 8日 I S A N I T A R Y  P ' P出 ロ パ イ プ ビ ン ホ ー ル 修 理

19日 I A I R  C O M P ' O I L新 替 ,S A N I T A R Y系 バ イ ブ ベ ン 塗 り

20日 1神戸祭出港

24日 IFO・ LO P!F分 解,掃 除,組 立,oリ ング新替

運 転 時 間 FO(4491h),LO(435.8h)

2 5日 I P ' F  O I L新 替 ,A I R  C O M P 1  0 1 L新 替 ,エ ア タ ン ク ド レ ン 抜 き

AIRCONフ ィルタ掃除,ギ ャレースープボイ ラ仕切板取付

GEN噴 射 P'Ptt LO新 替,照 明灯チェ ック

ビ ル ジ シ フ ト (ス ラ ッ ジ タ ン ク ,ビ ル ジ ウ ェ ル → WA S T E  O I L  T K )

26日 1lBN船 舶実習 26日 ～ 27日

28日 1lBN船 舶実習 28日 ～ 29日

3 0日 I  A I R  C O M P 1  0 1 L新 替 ,F O計 測

NO . 2  G E N  L Oパ イ ブ 振 動 止 め 取 付 ,リ
ー ク タ ン ク チ ェ ッ ク

31日 I F O積 込 み  2 9  k l ( N O . 2 ( S ) 9 k l , ( P ) 6 k l , N O . 3 ( P )。 ( S )各 7 k l )

FO計 測,MEタ ベ ッ ト油新 替

8月 1日 1軸馬 力計 メー カ点検 ,GEN運 転 ,OILチ ェ ック

G,S PIP船 外弁海水漏れ,受 け皿取付ベ ン塗 り

2日 1研究航海 2日 ～ 10日

R / G下 ビル ジ シ フ ト (WAS T E  O I L  T Kへ )

防 振 ゴム 高 さ,軸 芯 計 測 ,ME S U M P T K  L O補 給 (10 0 1 )

2日 I A I R  C O N  S Wパ イ ブ ビ ン ホ ー ル 応 急 処 置

13日 1陸上 タ ンク FO納 入  30 kl

1 4日 I  A I R C O N・ S A N I T A R Y系 パ イ プ ピ ン ホ
ー ル 修 理

15日 I P ' Fド レ ン タ ン ク ,R / G下 ビ ル ジ シ フ ト (W A S T E  O I L  T Kへ )

A I R C O N o S A N I T A R Y系 パ イ プ ベ ン 塗 り

バ ッテ リー蒸留水補給,N01 GEN LO補 給

1 6日 I  A I R  C O M P l  O I L新 替 ,F O計 測

ECC Oデ ータ処理室ファン掃除,E/R掃 除

17日 1陸上 ビル ジタ ンク錆打 ちベ ン塗 り

MEリ ー クタ ンクチ ェ ック,エ ア コ ンフイル タ掃除

20日 IFWサ
ー ビスポ ンプ作動不良 リレー

(起動器 4・5)及び継電器 (88)新替

21日 IME・ GEN油 通 し,FO積 込計画書作成

NO.3(P)FOタ ンク取 り出 し弁漏れ,NO.1(P)弁と入れ換え

22日 IFO積 込 み準備 ,冷 却 水 pH計 測 (7.5)

EMERG'GEN運 転 ,FO計 測

FOイ 蹟 辺ゝ み  21 kl (NO.2(S)10kl,(P)6kl,N03(S)2kl,(P)3kl)

出港準備

23日 |サマースクール  23日 ～ 24日
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27日 I AIR COMP1 01L新替 ,照 明灯 チ ェ ック

出港準備,ア ラームブ リンタ軸受 け作製

冷房のため GEN運 転 (サマースクール),GS PlP無 電圧起動テス ト
28日 1糧食庫 SW P'Pモ ータ異音 。分解 (ベア リング新替,ラ イナ 0.lmm追 加)

全 AIR CONフ ァンベル ト調整 及び グ リス ア ップ

29日 |メカベ ンス トレーナ分解,清 掃,復 旧

A I R  C O M P ' O I L新 替 ,F Oド レ ン タ ン ク シ フ ト (セ ッ ト リ ン グ タ ン ク ヘ )

UP P ' D K  E M E R G ' B O X整 備

ME  F O  F L O W  M E T E R入 ロ ス ト レー ナ チ ェ ッ ク ,公 開 講 座 準 備

30日 1公開講座  30日 ～ 9月 2日

FW SERV P'Pベ ローズホース部折損,一 式で新替 (腐食)
9月 3日 INO.l AIR CONア

ース除去 (綿ば こりによる湿気)
AIR CON電 気 系統清掃 ,ド ック打合 わせ (内海造 船 )

4日 1陸上タンク FO納 入  20kl,EMERG'GEN運 転,防 振ダンパ計測
冷却水 pH計 測 (8.0),NO.1エ アコ ンルーム掃除

5日 1陸電 BOX接 続工具,噴 射弁弁体穴掃除工具作製
6日 1陸上電線溝掃 除

7日 1推進実験 ,LAN工 事打合わせ

10日 ILO(R/G,CPP)分 析 ,採 取

H日 IAIR CONユ ニ ッ ト積込み (ドック取付)

ドック準備

12日 |ド ック回航

13日 1最高圧 力計測,排 気温度調整,ラ ック調整

ドック入渠,中 間検 査 (内海造船所 )13日 ～ 27日

T/C 停 lL日寺FHl言十測  (3分 4 0秒 )                          .

クラ ンク点検 ,ダ ンパ 軸芯 ・ゴム高 さ計測

28日 ISGM MOTOR起 動テス ト (起動時間  7秒 )
10月 1日 FO計 測,FO積 込計画書作成

FO積 込 み  2 1kl(NO.2(S)10kl,(P)6kl,NO.3(S)2kl,(P)3kl)

予 備 噴 射 弁 テ ス ト

ME噴 射弁交換,排 気温度が低 いため (NO.1・2 cyl)

2日 |タ
ベ ッ ト油新替,ビ ルジシフ ト,ME噴 射弁(N01・ 2 cyl)テス ト

3日 I  G E N噴 射 P' P t t  L O新 替 ,N O  I  G E N  L 0  3 0 1補 油

N0 2  G E N  L 0  2 0 1補 油 ,M E  L 0  5 0 1補 油

出港 (淡路交流の翼港)3日 ～ 4日

9日 13BT船 舶実習  9日 ～ 12日

ME給 気管 フランジ部漏れ増締め

12日 IME FOラ ック調 整,最 高圧 力計測

1 5日 I  A I R  C O M P ' O I L新 替 ,メ カ ベ ン ダ ン パ 作 動 確 認

EM E R G ' G E N運 転 ,バ ッ テ リ
ー

チ ェ ッ ク 液 補 給

冷却水 pH計 測 (8.5),MET/C OIL新 替

GEN予 備噴射弁掃除,噴 射テス ト (チップ 5本 新替)
ME給 気管及び排気管振動止 め断熱材巻付 け

16日 13BP船 舶実 習  16日 ～ 19日
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ME NO.l cyl噴射 P'P返 り管ニ ップリレ部パ ッキ ン銅 パッキ ン新替

ME噴 射弁(N03,4,5,6 cyl)取替,予 備噴射弁テス ト,チ ップ新替

20日 I GEN AIRフイルタ新替,GEN防 振 ゴム取付台錆落 とし

中間軸受 OIL新 替

推進教室実験

23日 IFO計 測,FO積 込計画書作成

24日 ILOス トレーナ掃 除(MER/G用 ,ビ ス トン用 ,軸 受用 ,GEN T/C用 )

G E N  L Oス ト レ ー ナ ,P ' F入 ロ ス ト レ ー
ナ 掃 除

25日 IFO計 測,補 油準備作業

FO積 込 み  11 4kl(N02(S)7.4kl,(P)4kl)

CFWク ーラ,FOバ ルブハ ンドルタッチアップ

26日 I AIRベ ッセル,SW PP'タッチア ップ

ME回 転 計セ ンサー及びパ ルス コ ンバー タ新替

29日 13BK船 舶実習  30日 ～ 11月 2日

30日 IMEタ ベ ッ ト油,圧 カスイ ッチ接点 磨 き (警報発 生)

3BN運 用学実験,R/G L0 201補 給

H月 5日 IR/G LOレ ベル警報発生 (センサー接続箱チェ ック内部弛み増 し締め)

ME噴 射 PIP(NO.5 cyl)分解 ・出 口締付 け,ト ル ク 50kgfo m

6日 1陸 上タ ンク FO納 入 32 kl

7日 IME噴 射 PlP(NO.5 cyl)燃焼不 良,分 解 ,プ ランジ ャ,バ レル出 回弁新替

ME噴 射 P'P出 口全て締付 け (トル ク 50kgf・m)

ME圧 カセ ンサー接続箱接続部テー プ巻直 し

ME噴 射 P'P復 旧,ME運 転

8日 ISヽlS内 部監査,メ カベ ンダ ンバ作動確認,防 振ダンバ計測

9日 IEMERG'GEN運 転 ,バ ッテ リーチ ェ ック,冷 却 水 pH計 沢1(8.5)

GS P'P無 電圧 切換テス ト,ME排 気管エキスバ ンションジ ョイ ン ト新替

スラス トメータ (ロー ドセル)ゼ ロ点調整

E/R白 ,ラ イ トグ リー ンベ ンタッチア ップ

3BN運 用学実験,陸 電 BOX電 話線 コネクター新替

12日 IME噴 射 P'P(NO.l cyl)分解 ,プ ランジャ,バ レル,出 口弁新替

13日 INO.2 GEN冷 却水 AIR抜 きライ ンに弁増設 (入渠時単独運転用)

総合演習 ME運 転

14日 1高校生体験航海

17日 13BN運 用 学実験

19日 IME噴 射 P'P(N01 cyl)噴射時期 ,圧 縮圧 力調査

ME噴 射 P'Pデ フ レクター新替 (6 cyl)

20日 IME噴 射 PlP振 替 (N01,4 cyl)

(NO.l cylの起動時排気温度が低 いため調査)

ME噴 射 P'Pテ ス ト運転,馬 力計ゼ ロ点調整 (湘洋)

21日 1陸電用 ケー ブル テー プ巻 直 し

ME噴 射 PIP振 替(NO.1,4 cyl)復旧

ME噴 射 P'Pバ レル位置セ ッ ト修正 (NO.1,5 cyl)

ターニ ングギ ャチェー ンっ張 り調整 (ライナ調整)

22日 l中間軸受油 切 リリング及び取付 スプ リング新替
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中間軸掃除,GS P'Pタ ッチア ップ

3BN運 用学実験

26日 1中間軸受ベ ン塗 り,GS P'Pタ ッチ ア ップ

中間軸,プ ロペ ラ軸ベン塗 り,NO.l GENシ ンナー拭き

27日 INO.1,2 GEN拭 取 リベ ン塗 り 28日 ～ 12月 4日

28日 13BN運 用学実験

12月 3日 IME拭 取 リベ ン塗 り 4日 ～ 12日

4日 13BN運 用学実験

10日 1防振ダンパ計測ぅR/G拭 取 り

1 1日 I R / G  o  C P Pク
ー ラ 。NO . 2  A I R  C O M P 'ベ ン 塗 り

13日 |メカベ ンダンパ作動確認,冷 却水 pH計 測 (8.5),EMERG'GEN運 転

14日 |バ ッテ リーチ ェ ック,E/R掃 除,MEタ ベ ッ ト油取替

防 災 割1練 ,試 運 転 ,S/B  C F W・ REF・ BAL L A S T  t t  P ' Pベ ン塗 り

1 7日 I S / B  C F W・ S A N I T A R Y  P ' Pベ ン 塗 り

18日 I L Oク
ー

ラ ・NO . l  A I R  C O M P 'ベ ン 塗 り

19日 I E / R壁
・N0 2  G E N  P R I M  P ' Pベ ン 塗 り

20日 IE/Rプ レー ト掃 除,ビ ル ジボ ンプ ・E/R壁 タ ッチ ア ップ

21日 1試運転 ,E/R,電 力制御室床掃 除

25日 IE/Rマ ッ ト洗 い,ビ ル ジ警報チ ェ ック,電 力制御 室 ・ECC拭 き掃除

26日 1煙突,メ カベ ンダンパ閉鎖

28日 |ス タ ンチ ュー ブ非常 シール作動 (3kg/cm2で加圧 )

平成 14年 IME・ GEN油 通 し

1月 4日 IEMERG'GEN運 転,バ ッテ リーチェック (LAN液 補給),防 振ダ ンバ計測
7日 1冷却水 pH計 測 (8.5),メ カベ ンダ ンバ 開閉テ ス ト

バル ブネーム ブ レー ト磨 き  7日 ～ 18日

配電盤 ,起 動器盤 内部チ ェ ック

SANITARY P'P起 動器 盤 マ グネ ッ トコ ンダ クタ新替 (SCR3631‐5‐1)

船 内起動器盤 内部チ ェ ック

8日 1試運 転,自 ベ ンタ ッチ ア ップ  9日 ～ 16日

9日 IFO計 測,FO積 込計画書作成,補 油準備作業

1 1日 I F O積 込 み  1 4 k l ( N O、 2 ( S ) 9 k l , ( P ) 5 k l )

FO添 加剤添加  (NO.2(S)1.21,(P)081)

試運転

16日 IFOセ ッ トリング,サ
ー ビスタ ンクベ ン塗 り

1 7日 IE/ R壁 白ベ ンタ ッチ ア ップ  18日 ～ 21日

18日 「ライトグリーンタッチアップ
21日 1大阪府立大学体験航海  22日 ～ 23日

22日 1最高圧 力計測最 高 圧 力計 測

BOW T H R U S T E R ( H Y D  P ' P  A B N O R ' S T O P警 報 )補助 継 電 器 (SRC 5 0…2F)新替

NO.2ス トア棚整理及び CPP備 品調査

24日 IE/R入 ロ ドアベ ン塗 り  24日 ～ 25日

乗組員通路側 E/R入 ロ ドア用衝 撃防止 ゴム取付

29日 |ギャレー レンジヒータ新替 (18本 ),給 湯器給水弁 シー ト新替
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3 0日 1試 運 転 ,S G M拭 き 取 り,B O W  T H R U S T E R  調 査 (H Y D  P ' P  A B N O R ' S T O P )

3 1日 1作 業 来 歴 作 成 ,N O . l  S T E E R  G E A R調 査 (O V E R  L O A D )

B O W  T H R U S T E R警 報 調 査 ,基 板 取 替 (セ ン ダ ー BO X  t t  E C A - 1 0 5 )

2月 1日 1作業来歴作成、SGMラ イ トグリー ンベ ン塗 り

4日 1船橋蛍光灯ディマースイッチ取替
5日 1学生用チェック リス ト項 ロテプ ラ張付 け

E/R壁 白ベンタッチアップ 6日 ～ 8日 ,GENベ ッ ド拭き取 り

6日 1試運 転 ,GENベ ッ ドベ ン塗 り

7日 INO.2 GENベ ッ ド拭取 リベ ン塗 り,MEト ランス ジューサ取替下調 べ

8日 IEMERG'GEN運 転,バ ッテ リーチ ェック,冷 却水 pH計 測 (8.5)

12日 1防振ダンパ計測,メ カベンダンパ開閉テス ト

M Eト ラ ンス ジ ュ ー サ 取 替 ,シ
ー ケ ンス チ ェ ック 12日 ～ 13日

試運 転 ,サ ンプ タ ン ク LO補 給 (10 0 L ) , E M E R G ' G E N  F Oタ ン ク補 給

14日 IGEN LOス トレーナ分解 。掃除

15日 IME・ GENデ フレクシ ョン計測,ク ランク点検,GEヽ LOス トレーナ取付 け

1 8日 I N O . l  S T E E R  G E A R ( O V E R  L O A D )誤 作 動 警 報

19日 IDLG"SBl"内 基板(ECA‐105)新替

MEコ ン トロー ルバネル,E/R掃 除 ・壁 タ ッチ ア ップ

20日 |ト ラ ンス ジューサ作動確認,ME運 転

21日 IE/R壁 タ ッチ ア ップ

E/R壁 白タ ッチ ア ップ  22日 ～ 25日

22日 1陸電 BOX整 備ベ ン塗 り,蛍 光灯チェ ック,冷 却水膨脹 タンク補給(15L)
25日 101Lチ ェック,P'F OIL補給,FOリ ー クタンクチ ェック,実 習準備

3BN船 舶実習  26日 ～ 27日

26日 ISGM MOTOR運 転 (起動時 間 7秒 )

ギャレー レンジヒータ絶縁不良,新 替 (18本 )

3BN船 舶実習  28日 ～ 3月 1日

28日 IME排 気管 カバー修理,ギ ャレー レンジ台作製

3月 4日 l冷蔵庫(NO.1,2)作動不良 0メ ーカ点検 ・冷媒補給 ・運転

M E  T / C  A I Rフ ィ ル タ 掃 除

2BN船 舶実習  5日 ～ 6日

5日 ILO P'Fス ラッジタンクか らスラッジシフ ト(WASTE OIL TK)
2BN船 舶実習  7日 ～ 8日

7 a  IFO p 'F  7) 'y  r  t  >  t  71\  4  7)  v  r  rT  l - .1WeSru OrLTK)
FO計 測 ,FO添 加剤投入(NO.2(S)131,(P)0.81)

FO積 込計画書作成,FO積 込み 17kl(NO.2(S)10 5kl,(P)6.5kl)

1 1日  F O計 測 ,L O分 析 採 取 (M E , R / G , G E N , C P P )

ME噴 射弁取替及びタベ ッ トク リアランス調整

ME噴 射 P'P(NO、1)デリベ リバル ブ新替 (低負荷時燃焼不良)

GEN噴 射弁取替及びタベ ッ トク リアランス調整

12日 1予備噴射弁掃除及びテス ト

M E  F O  A I R抜 き 運 転 ぅGS  P ' P無 電 圧 切 換 テ ス ト

1 3日 I G E Nブ ラ ック ア ウ トテ ス ト及 び EMER ' G E N自 動 起 動 テ ス ト

F O各 ス ト レ ー
ナ 掃 除 (ト ラ ン ス フ ァ

ー P' P入 口 ,P ' F入 口 ,サ
ー ビ ス タ ン ク
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出 口 ME , G E N流 量 計 入 口 )

ダ ンパ 開閉テス ト,バ ッテ リーチ ェ ック,冷 却水 pH計 測 (8.5)
14日 1防振ダンパ計測,冷 蔵庫運転チェ ック,AIR CON AIRフ ィル タ掃除

WASTE OIL TK計 測 (8301),LO SUMPTK計 測 (2.7 1kl):LOチェック
E/R掃 除,FOド レンタ ンク ドレン,シ フ ト (セッ トリングタ ンクヘ)
陸上タンク FO納 入 32kl

15日
1研究航海  18日 ～ 22日 ,T/C停 止時間計測(3分 33秒 )

18日
IMEコ ン トロールパ ネル 内 トランスジ平

―サ取替(ダイハ ッ)
25日 ILOク

ー ラ冷却海水側チ ェ ック (吐出圧 ,流 量異常 )

各 OI L交 換 (A I R  C O M P 'タ ベ ッ ト,中 間 軸 受 )

G E N  A I Rフ ィ ル タ 及 び T/ C  A I Rフ ィル タ 交 換

MEコ ントロールバネル内トランスジューサ取替(ダイハッ)
26日 |トランスジューサ取替工事確認,ME運 転

R/G LO LOW LEVEL警 報調査 (中継器ニボテスタの接続部弛み)
試運転 (トランスジューサ確認,調 整メーカ乗船)

27日 |ト ラ ンスジューサ設定値変更 手順 書作成  27日 ～ 29日

ME噴 射 P'P(NO.1)完備品新替 (低負荷時燃焼不良)
28日 IME運 転 (無負荷時のラック計測及び調整)

MEシ ーケンス図修正 (トランスジューサ取替仕様変更)
SW系 ス トレーナ交換及び予備掃除

29日
|(シ

ーチ エス ト内 よ り剥離 した ペ ンが多 量 に認 め られ た,吐 出圧 ,流 量 計

異常の原 因と思われ る)

(3)平 成 14年 度 (2002年 )作 業

4月 1日 I E M E R G ' G E N ( L O , L O・ A I Rフ ィ ル タ )新 替 後 運 転

ME T / C  A I Rフ ィ ル タ 掃 除

LOス トア レイ ジタンク用ステ ップ作製  1日 ～ 3日
2日 IFO噴 射弁 テ ス ト台作製 ,レ ンジ台作製  3日 ～ 4日

3日 1試運転 ,最 高圧 力計測 及び ラック調整

4日
|ダ ンパ 開閉テ ス ト,バ ッテ リーチ ェ ック,冷 却水 pH計 測 (8.5)

防振ダンパ計測,GEN LO P'F運 転 (サンプタンク LO清 浄)
5日 |レ ンジ台改造,カ ロ リフ ァイヤ ヒー タ取外 し内部掃除
8日 IME排 気弁箱冷却管及び接続金具新替 (NO.l cyl)
9日 IFO P'F分 解 ・掃除 001L新 替 (運転時間 476h)

(弁シ リンダ及び給水用 0リ ング新替)
10日 ILO P'F分解,掃 除,OIL新 替 (運転時間 469h)

(弁シリンダ及び給水用 0リ ング新替)
防振ダンパ計測,EMERGlGEN FOフ ィルタ新替後運転

11日 14BN運 用学実験

REF P'Pメ カ シール新替及び入 口 ・出 口弁新替 .11日 ～ 12日
12日 |オ リエ ンテー シ ョン,ALC FO設 定値 変更

REFポ ンプ
'用

入 口 ・出 口弁摺合せ復 旧 12日 ～ 15日
15日 |ビル ジ陸揚 げ,賄 いチ ョウネ ジ作製
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16日1妻単3`ζ三%li,ゥォッシュレlソト配線  12日 ～22日

17日 14BE岸 壁実習

18日 IME油 通 し,ME LO補 給 (80L)

煙突排水ス トーム弁分解 ・掃除 ・復 旧,タ ッチアップ

19日 14BE岸 壁実 習

22日 1糧食用冷蔵庫凝縮器新替 (メーカ施行)22日 ～23日

E/Rタ ラップ,AIRタ ンクベン塗り

23日 1糧食用冷蔵庫 トランス台作製

24日 14BE岸 壁実習

25日 14BN運 用学実験

26日 14BE岸 壁実習

ガス溶接用ボンベホース新替,各 室内灯チェック

陸電 BOX昇 降タラップ,注 意ブレー ト新替,E/Rタ ッチアップ

30日 |タラップベン塗り,E/Rタ ッチアップ

5 fI言llil摩墨臭薯,τ/1らしニシし'
排気シールボッ トカバー取外 し 。修理 (液面フロー ト)

2日 14BN運 用学実験 ,タ ラ ップベ ン塗 り

7日 1排気 シール ポ ッ ト液面計測棒作製,取 付,復 旧

10日 14BE岸 壁実習

8日IT『ず鷺ξξ警
ブベン塗り

13日||[言:[;I』菫考;ぢ:]脊層喜「レ内)
陸 L重 油 タ ンク周辺 草刈 り 13日 ～ 14日

15日 14BE岸 壁実習

16日 1曇[51:暑 iill:3』 ill蔦

路 スバ ン調整準備

r日1籠栞写ゴ穆娯畔輩譲)後彦7警混埋L『だj詠≧璽E■導ミ＼品編
33 E I」UJ護込事占

｀
暮葎議,“Ig‐羅五

^11面
,‐iぎ東力島覇要ズ,fざ:案高

ター ビン油(68)貯蔵 タンク積込み  200L

排気 シールボ ッ ト配管分解,掃 除,復 旧

21日 1清水サ ービスポ ンブ配管錆打ち,排 気 シールポ ッ ト配管ベ ン塗 り

22日 IMET/Cラ イ トグ リー ンベ ン塗 り,E/R白 ベ ンタ ッチ ア ップ

2 3日 1試 運 転 ぅ主 機 関 制 御 盤 SP E E D  S W I T C H  U N I Tス バ ン調 整

燃焼解析装置平均有効圧力調整,フ ァイヤーステーシ ョン排水 口溶接

日本 ピラー (株)来 船 (アスベス トパ ッキ ンについて講習)
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26日 1開学祭 出港

燃焼解析装置調整(NO.3 cyl),ALC FO設定値変更

主 機 関 制 御 盤 SP E E D  S W I T C H  U N I Tス バ ン 調 整

27日 1主 機 関 制 御 盤 SP E E D  S W I T C H  U N I T復 旧 ,E / Rブ レ ー ト掃 除

LOチ ェック,実 習準備

28日 14BE学 内船舶実習  28日 ～ 31日

ME FOラ ック調整 (N01,3,4 cyl)

ALC点 検 カモ メプ ロヘ ラ (株)来 船  (岡 野氏 )

TR4(MEト ランス ジューサ)673rpm→670rpm設 定変更

6月 3日 IME抵 抗温度計(N06 cyl)接続金具修理,ME馬 力計ゼ ロ点調整

防振ダンバ計測,女 子 トイ レ電灯台作製,LOチ ェック

4日 14BE学 内船舶実習 4日 ～ 7日 ,T/C停 止時間計測(4分 2秒 )

10日 1女子 トイ レ電灯台増設,甲 板部 フェア リーダ分解 ・清掃

11日 |メカベンダンパ開閉テス ト,バ ッテ リーチェック(液補給)

振ダンパ計測
IBOX(両

舷開閉チェック)

ェック温度調節用ダイヤル蓋改造

油 新 替 ,N O . l  A I R  C O M P ' O I L新 替

1新替

スラッジシフ ト(WASTE OIL TKへ )
‐ビスタンク,ト ランス ファーポンプ)

台ベ ン塗 り

14日 IFO陸 上タ ンク 1 2KL納 入,女 子 トイ レ電灯用配線 工事 17日 まで

1 7日 I  A I R  C O N  A I Rフ ィ ル タ 掃 除 ,L Oチ ェ ッ ク ,蛍 光 灯 チ ェ ッ ク

:::|ゴ:澪彗III毛

:ダ
ご層裏''「し斗「歩うLじじ

′
じひ予しレ

実 習  1 8日 ～ 21日 , S G M  M O T O R運 転

24日 I A I R  C O M P ' O I L新 替 ,M E油 拭 き 取 り

防振ダンバ OIL抜 き取 り (61:液 面計で表示す るよ うに)

CSWボ ンプカバー海水漏れ増 し締 め,タ ッチアップ

25日 14BN学 内船舶実習  25日 ～ 28日

7月 1日 IFO積 込計画書作成ぅFO積 込み 3 1kl,FO添 加剤投入,FO計 測

と修理,P'F圧 カゲージ (LO用 )新替

ッヽキ ン取替
～ 3日 ,軸 馬力計メーカ点検 (SHOYO)

日本 ビラー (株)来 船 (GSポ ンプメカシー ル見積 り)

3日 INO.2 GEN FWパ イプ振動止め取付,防 振ダンバ計測

ス ラ ッ ジ タ ン ク ・R/ G下 ビ ル ジ シ フ ト(M / A S T E  O I L  T Kへ )

4日 1海洋気象学教室実験 出港,FOラ ック調整

TR 2(MEト ランスジューサ)平均化処理回数変更(16→32)

5日 |メカベンダンパ開閉テスト,防 振ダンパ計測,冷 却水 pH計 測 (8.5)

バ ッ テ リ
ー チ ェ ッ ク (L A N用 液 補 給 ), E M E R G ' G E N運 転

観測用 ウィンチ点検

8日 I N O . 2  G E N  F Wノ イヽ プ 振 動 止 め 及 び GSポ ン プ ベ ン 塗 り
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MEト ランス ジューサ平均化設定値変更マニ ュアル作成,E/R掃 除

9日 IFO陸 上 タ ンク 3 0KL納 入

S/BSWポ ンプカバー海水漏れのためバッキン新替

10日 ISW系 ス トレーナ予備品 と取替 (ス トレーナ掃除)

H日|)ijfiti』静諧鱗[1まア〕プ
CSWボ ンプ及び左舷シーチェスト周辺黒ベンタッチアッフ

12日 IME係 留運転,デ ータロガ CPUバ ックアップ電池新替 (NO.1,2)
16日 1陸上 タ ンク周辺 草刈 り

1 7日 IMEビ ス トン用 LOス トレー ナ タ ッチ ア ップ

蟷日1猟電:tこド11`嘉亀lCξ栞培餘 千ェック
E/R白 ・黒ベンタッチアップ 18日 ～ 19日

19日 1海水バイプ ビンホール修理 (デブコン)(空 気冷却器→清水冷却器)

E M E R G l G E N  F Oタ ン ク 取 出 し 弁 漏 れ 修 理 ,タ ッ チ ア ッ プ

20日 1海の 日出港 ・神戸市 (終日)

23日 1海水バイブ (空気冷却器→清水冷却器)ビ ンホール修理

(突き合わせ管 のためパイプ新替)

24日 1海水パイブベ ン塗 り,NO.l AIR CONド レン抜 き掃除

LOチ ェ ック,E/R掃 除

LOセ ッ トリングタンク取 出 し弁漏 れ修理

25日 1lBN学 内船舶実習  25日 ～ 26日

27日 1lBN学 内船舶実習  27日 ～ 28日

FO計 測

29日 1軸発計測用電源箱 トランスジューサ修理 (富士電機)

(ヒューズ容 量 ミス 3A→ 5Aに 変更 )

30日 IFO積 込み計画書作成,FO積 込み H KL,FO添 加剤投入,FO計 測

‖日1風I淵爾蒟身」失τl亀象ξぶり二Eζゝ 盟ヽ詠ェック
ビ ル ジ シ フ ト(ス ラ ッ ジ TK→ W A S T E  T K )

M E  T / C・ A I R  C O N  A I Rフ ィ ル タ 掃 除

ME CSWボ ンプカバープラグ腐食 。新替

8月 1日 1研究航海 1日 ～ 8日

R / G下 ビル ジ シ フ ト (WAS T Eタ ン クヘ )

9日 INO.2 AIR CONド レンバ ン腐 食修 理,冷 却水 pH計 測 (8.5)

バ ッ テ リー チ ェ ッ ク (L A N用 液 補 充 ), A I R  C O M P ' 0 1 L新 替

メ カ ベ ン ダ ン バ 開 閉 テ ス ト,E M E R G ( G E N運 転

13日 IMEタ
ーニング,GEN油 通し運転

16日 1防振 ダンパ計測,FO計 測

中 間 軸 受 OI L交 換 ,A I R  C O N  A I Rフ イ ル タ 掃 除

19日 1防振ダ ンパサーボバルブ分解 ・持 ち帰 り(三井エ ンジニア リグシステム)

スラス ト軸受温度計新替 (抵抗温度計),FO積 込計画書作成

20日 IFO積 込み 18kl,FO添 加剤投入,FO計 測,GSボ ンブ図面張 り付け



陸電ケーブル固定,FOジ ョイ ン トパ ッキ ン作製

サ ノヤス ・ヒシノ明昌大阪工場来船 (ドックエ事下調べ)
21日 |ビルジ陸揚 げ 8001, ME LO補 給 1001,LOチ ェック,蛍 光灯チェ ック
2 2日 |サ マ ー ス ク ー ル  22日 ～ 23日

26日 |サ マ ー セ ミ ナ ー

FOス トレー ナ掃除 (ト ランス フ ァーP'P入 日,P'F入 口,サ
ー ビス タ ンク出

日 ,M E・ G E N流 量 計 入 口 )

2 7日 1陸 上 タ ン ク FO納 入 30  K L , N O . l  A I R  C O M P ' O I L新 替 ,E / R掃 除

ECC換 気 ファン掃除,FOリ ークタンクチ ェック,出 港準備
28日 1公 開講座  28日 ～ 31日

R / G下 ビル ジ シ フ ト (ウエ ス ト ォ イ ル タ ンク ヘ )

9月 3日 |ファンネルダンパ開閉テス ト,防 振ダンパ計測,冷 却水 pH計 測(7.5)
バ ッテ リーチ ェ ック(液補給),観 測用 ウィ ンチ点検

EMERG'GEN運 転 ,0リ ング ・銅 パ ッキ ン整理

4日 IME起 動不良調査運転 (燃料噴射ボ ンプ ラック引っかか りと思われる)
N O . l  A I R  C O M P ' O I L新 替 ,A I R  C O N  A I Rフ ィ ル タ 掃 除 ,ヘ ル メ ッ ト修 理

5日 |ドック準備 (新替パイブ,摺 合わせ弁確認)
6日 I A I R  C O N  S Wポ ン プ メ カ シ ー ル 及 び シ ャ フ ト新 替

9日 |ボ
ール盤作業台取外し (ドック時溶接修理のため),FO計 測

10日 |ド ック回航 (サノヤス ・ヒシ ノ明 昌大阪工場,合 入渠 18日 まで
T/C停 止時 間計測 (3分 56秒 )

20日 |ボ
ール盤復 旧,フ ライホ ィール下掃除,ME軸 芯 ・面間計測

冷却水 pH計 測(85),MEフ ライホイール防振 ゴム取替工事 (元町電機)
中間軸アース用 ブラシ取付台修理,FO計 測,LO分 析(ME・GEN・R/G・CPP)

24日 IFO積 込 計画書作成,FO積 込 み 15kl,FO添 加剤 投入 ,FO計 測
ME計 器板振動止め取付,MEフ ライホイ ール防振 ゴム点検 ・運転
ギ ャレー配線替え残工事 (サノヤス)

25日 1中間軸 アース用 ブラシ取付台補強,E/Rブ レー トシンナー拭 き

電力制御室絶縁マ ッ ト新替,交 流 プログラムによる宿泊のため GEN運 転
26日 1交流プログラム ・出港  26日 ～ 27日 ,MOTOR運 転 (起動時間 7秒 )

ダンバ異常停止来船 。調査 (三井エ ンジエア リングシステム)
3 0日 I G E N  C F Wボ ン プ AI R抜 き コ ッ ク 漏 れ ・プ ラ グ に 取 替

NO . 2  G E N  F O噴 射 ポ ン ブ 用 LOラ イ ン 漏 れ ・銅 パ ッ キ ン 取 替

GE N  F O噴 射 ボ ン プ ・LO新 替

GEN運 転 (漏れ及び OILシ グナル作動確認)
REFボ ンプメカシール及びインペラ新替 (キャビテーション)

10月 1日 1防振ダンバ修理 (三井エ ンジエア リングシステム)
NO.4 AIR CONド レン抜 き掃除,学 生室 コンセ ン ト新替
A I R  C O M P : O I L新 替 及 び OI Lゲ ー ジ 新 替

GE Nお よ び GE N  T / C  A I Rフ ィ ル タ 取 替

2日 |メカベンダンパ開閉テス ト,防 振ダンパ計測
冷却水 pH計 測 (8.5),バ ッテ リーチェック(液補給)
EMERG'GEN運 転 。同 AIRフ ィルタ洗浄,電 力制御室ホ ヮィ トボー ド取付
中間軸受用海水バイプフランジカバー取付
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アーマー ドウィンチ撤去による図面修正 2日 ～ 3日

E/R白 ベンタッチアップ 2日 ～ 3日

3日 IME前 部ギャボックス植え込みボル トより油漏れ,漏 れ止め作業
4日 1兵庫県高齢者放送大学依頼 による出港

G E Nブ ラ ッ ク ア ウ トテ ス ト,E M E R G ' G E N  A U T O  S T A R Tテ ス ト

ECC左 側 CRT表 示不良のため予備 と取替,FWク ー ラベ ン塗 り
7日 1船橋蛍光灯点灯不 良のため調査 (ド ック時配線 ミス)

O I Lチ ェ ッ ク ,N 0 1  G E Nベ ン 塗 り

8日 14BT船 舶 実習 8日 ～ 11日

ME最 高圧力計測,ECC左 側 CRT表 示不良のため取 り外 し
15日 14BP船 舶実習 15日 ～ 18日

E C C左 側 CR T予 備 取 替 ,A L C  W E A  S E T手 動 に て 設 定 4に 変 更

21日 IME噴 射弁 取替,タ ベ ッ トク リア ランス調整 ,ク ランク点検
ME N0 1 cylタベ ッ トカバー ゴムハ ッキ ン新替
GEN噴 射弁取替,タ ベ ッ トクリア ランス調整
FO計 測,FO添 加剤投入 (NO.2(S)1.31,(P)0.81)

22日 I GENク ランク点検及び OILス トレーナ掃除
ME・GEN予 備噴射弁掃除及び噴射テス ト (MEチ ップ新替 2個 )

23日 IFO積 込 計画書作成,FO積 込 み 17 kl,FO計 測
GEN最 高圧 力計測 ,GEN予 備 噴射 弁掃 除及び噴射 テ ス ト

24日 I GEN予 備噴射弁噴射 テ ス ト (チ ップ新替 4個 )
G E Nラ イ ト グ リ

ー ン ベ ン 塗 り,A I R  C O M P周 辺 白 タ ッ チ ア ッ プ

25日 IE/R壁 低部タ ッチア ップ

28日 I GENライ トグリーンベン塗 り,E/R壁 低部タッチアップ
ダンパ 。cPPュ ニットライ トグリーンベン塗 り
出 港 準 備 (L Oチ ェ ッ ク ME・ G E N  L O補 給 )

29日 13BK船 舶実習  29日 ～ 11月 1日

M E  F O  I N L E T  P R E S S警 報 発 生 FO P ' P分 解 (安 全 弁 あ た り面 整 備 後 復 旧)
ME噴 射 弁 ・噴 射 P'P取 替 (エア ラ ン時 NO.3  c y l多 量 の燃 料 噴 出 ,銅 バ

ッキ ン脱 落 に よ る焼 き付 き),ME最 高圧 力 計測 ,MEラ ック調 整

主機関制御盤 ・ス ピー ドスイ ッチユニ ッ ト回転数スバ ン調整
11月 5日 IME不 良噴射弁テス ト (噴射不良チ ップ新替)

ME噴 射 P'P分解,復 旧(プランジャ ・バレル ・デリベ リ新替)
ME給 気管接続部漏れ増 し締め
主機関制御盤 。スピー ドスイッチユニッ ト取付台改造
N O . 2  G E N  F Wク ー ラ レベ ル ゲ ー

ジ 漏 れ 修 理 ,G E N拭 き 取 り

6日 1陸 上 タンク FO納 入 32kl,N01 GEN拭 き取 リベ ン塗 り
7日

IME・ GEN油 通 し,主 機関制御盤 ・ス ピー ドスイ ッチユニ ッ ト取付台復 旧
NO.1・ 2 GENベ ン塗 り 7日 ～ 12日

11日 13BN運 用学実験

ダ ンパ システムエ ラー のため停止 (中立位置調整)
13日 |ステア リング油圧ユニ ッ トクー ラベ ン塗 り
14日 1港の総合学習出港

メカベ ンダンパ開閉テス ト,冷 却水 pH計 測(8.0),バッテ リーチェック
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馬日1蘇liti]‖lijι::;二:香lttfIキf;i』』i〔li][ビスタン
ク 出 口 ,M E入 口 , P ' F入 口 ,ト ラ ン ス フ ァ

ー P ' P入 口 )

MEク ラッチボックス拭き取り

18日 13BN運 用学実験

ME前 部ギャボ ックス LO漏 れ整備 ・クラッチボ ックス拭き取 り

19日 IMEフ ライホイール錆落 とし,NO.l GENカ ム軸カバー油漏れパ ッキ ン新替

20日 |ダ ンパ修理 (三井造船 2名 来船,ア クチ ェータ作動不良)

21日IM:こ曇て,ζτ掌葉̀'iズ写ヾ」
°
多『ぎI∫ξξ

ス拭き取り
23日 1神戸市協賛出港 (テクノオー シャン)

25日 13BN運 用学実験

26日 IMEフ ライホイール周辺拭き取 り,ME前 部ベ ン塗 り

ν日1尋』薇 X胤 躍ヅ甲板齢却水パイブビンホール修理

2 8日 IMEベ ン塗 り 28日 ～ 12月 6日

29日 1寺崎電気来船 (データロガ CPU作 動不良)

12月 2日 13BN運 用学実験

6日 |卜 _111「 ]勇 言I曇

層ぽυ;pm時

回転数不安定 のためハ ン ドプログ ラマ

ベン塗 り

9日 13BN運 用学実験

L O及 び FOト ラ ン ス フ ア
ー P' P o  N O . l  G E N  P R I M  P ' P起 動 器 ベ ン 塗 り

10日 I  G S及 び S/ B  L O  P t Pベ ン 塗 り ,N O . 2  G E Nク ラ ン ク カ バ ー バ ッ キ ン 新 替

11日lili`ililF(3ifi卜Jlil     ベン塗り
1 2日 I N O . l  G E Nコ ン ト ロ ー ル バ ネ ル 及 び AI R  C O M P 'ベ ン 塗 り

1 6日 1警 言 衡 瑾 言 軍 f駄

及 び CPP  P ' Pベ ン 塗 り

17日|#:fi#晏議:illiJill'黒
ベンタッチアップ

18日1垂C曇 l∫』僣li雪
3藻彗薫ItttttZ「当だダ′=ニク)プ

19日 1作業計画チ エック,作 業場掃除

2 0日 I M E O  G E Nタ
ー ニ ン グ (油 通 し )

24日 1左舷 シーチ エス ト周辺黒ベ ンタ ッチアップ

N O . l  G E Nエ ンジ ンベ ッ ド拭 き取 リベ ン塗 り

25日 INO.l GENエ ンジンベ ッ ドベ ン塗 り,各 P'P台 黒ベ ン塗 り

27日 1係留運転

スタ ンチ ュー ブ非常 シール加圧 (5.Okg/cm2),ビ ル ジ警 報テ ス ト
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平成 15年

1月 7日 |スタンチューブ非常 シール確認(3.18kg/cm2)

メカベンダンパ開閉テスト,冷却水 pH計 測(8.5),防振ダンパ計測

バッテリーチェックeAN用 31)

8日 1電気機器内部点検 7日 ～ 8日

9日 1諺〒贅繁瑠:キll暫覗誕

501),EMERG'9EN運

考1た めガバナ GAIN調 整)む500rpm時 回転数不安定

FO・LO P'F分解,掃 除,復 旧各 0リ ング新替(運転時間 LO:485h,FOt489H)

11日 |(給 水 ノズル下 Oリ ング,LO PF分 離板 ,水 抜 き ノズ ル新 替 )

H日1鋸:輿凛釜ζ3ぷ;ド迫熱、子晨lりl金り
1 5日 I F O・ L O  P F 'ス ラ ッ ジ シ フ ト (W A S T E  O I L  T Kへ ) , P F tベ ン 塗 り

16日 I  R E F ' P ' P・ M E T / Cベ ン 塗 り

17日 1試運 転

21日 IE/R入 回床 ベ ン塗 り

22日 1配管識別テーブ張 り替え,黒 ベ ンタッチア ップ

試運転 (航海訓練所練習船見送 り)

23日 IMEコ ン トロールスタンド内スピー ドスイッチユニッ トRPMス バン調整

24日 IP'P台 黒 ベ ン塗 り,E/R白 ベ ンタ ッチ ア ップ  23日 ～ 25日

27日 IFO計 測,FO積 載計画書作成

28日 1航海準備

航海実習 (大阪府立大学 )28日 ～ 29日

30日 IME,GEN最 高圧 力計測

FO積 込 み 13kl,FO添 加剤投 入,FO計 演1

31日 IME噴 射弁交換(NO.6 cyl銅バ ッキ ンサイズ不良による吹き抜 け)

2月3日|りし3軍蜀〕つ員寵冨豫1ヽ
(≦
fttt:書亨り「瘍鷲乳ξ

板溶接
スラッジタンク,R/G下 ビルジシフ ト(ウエス トオイルタンクヘ)

メカベンダンパ開閉テス ト,EMERGl GEN運 転,冷 却水 pH計 測 (8.0)

防振ダンパ計測,バ ッテ リーチェック,リ ークタンクチェック

4日 IE/R低 部灰 ・黒ベ ン塗 り,NO.l GEN起 動 (海洋観測実験航海のため)

7日1最ξ尿製雪Tり予2日
～6日

Ю日II導条γζフニ美象
'りす(穏鶉 aT:憔7∫

HTCOアース調査

12日 10リ ング在庫調査,中 間軸受 OIL新 替

ME NO.2 cyl噴射弁取替,予 備噴射弁テス ト (チップ新替 2個 )

13日 1銅パ ッキ ン在庫調査,E/R壁 低部ベ ン塗 り

14日 I ME N0 2cyl噴 射弁取替 ・運転

17日 |ス
ープボイ ラ水漏れ修理,復 旧,テ ス ト

19日 |ウ ォー タボイ ラ給水バイプ ピンホール,パ イプ新替

20日 IE/R壁 低 部(灰)ベン塗 り 19日 ～ 24日

24日 1試運転 (強風のため係留運転)

25日 INO.2 AIR CON加 湿器新替
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27日

28日

3月 3日

4日

6日

10日

11 日

12日

13日

14日

17日

18日

19 日

24日

25日

31 日

3BN学 内船舶実習  25日 ～ 26日
MOTOR運 転 (起動時間 7秒 ),ダ ンパ伝達関数測定 (500rpm時)
3BN学 内船舶実習  27日 ～ 28日
T/C入 口排気温度計新替,GS P'P無 電圧起動テス ト
FO計 測,FO添 加剤投入 (2L)
FO積 込み 16kl,FO計 測,メ カベ ンダ ンパ開閉テス ト,EMERG'GEN運 転
バ ッテ リーチェ ック,冷 却水 pH計 測 (8.5),防 振 ダ ンパ計測
ギ ャレホ ッ トプ レー ト用 ヒューズ新替(40A),E/R掃 除
2BN学 内船舶実習  4日 ～ 5日
2BN学 内船舶実習  6日 ～ 7日
MEデ フレクション計測,ク ランク点検,タ ベ ッ トク リアランス調整
NO.1,2 GEN噴 射弁取替,タ ベ ッ トク リアランス調整
NO.1,2 GENク ランク点検,デ フレクション計測
GEN LOス トレーナ掃除
GEN予 備噴射弁掃除,テ ス ト,チ ップ新替(7本)
N O . l  A I R  C O M P lア ン ロ ー

ダ ス ィ ッチ 新 替

係 留 運 転 ,EM E R ' G E N  A U T O  s T A R T

G E Nブ ラ ッ ク ア ウ トテ ス ト (電 源 時 間 NO. 1 : 1 8  s c c , N O . 2 : 1 7  s e c )

ギャレホッ トブレー ト用 ヒューズホルダ新替及び予備品整備
スープボイラアース取 り  12日 ～ 13日
陸上タンク FO納 入 28kl,AIR CON AIRフィルタ掃除
G E N高 圧 管 バ ン ド取 付 ,L O分 析 (M E・ G E N  e  c P P . R / G )

デフレクション計測記録作成
G E N  A I Rフ ィ ル タ 及 び T/ c  A I Rフ ィ ル タ 新 替
ME T / C  A I Rフ ィ ル タ 掃 除 ,A I R  C O M P 'ア ン ロ ー ダ 弁 分 解 ・復 旧

銅パ ッキ ン及び 0リ ング在庫調査
E/R壁 低部ベン塗 り 17日 ～ 24日

データロガ cPu(NO.1)基 盤 ・電源ユニ ッ ト(DC 24V)新替 (寺崎電気)
軽油積込み(2001),EMER'GENオ イルバ ン油漏れ整備
試運転

LOチ ェック,MEサ ンプタ ンク補給(501)
ス ラ ッ ジ タ ン ク シ フ ト(WA S T E  O I L  T Kへ ),ラ イ トグ リー ン タ ッチ ア ッ プ
研 究 航 海  25日 ～ 28日

ME T / c停 止 時 間 計 沢1(3分 53秒 )
N O . l  G E Nク ラ ン ク カ バ ー パ ッ キ ン LO漏 れ の た め 新 替 (1枚 )
MEロ ータ リエ ンコーダ oILシ ール新替工事準備,実 習方案作成

3.機 関部工事 (企業による工事内容)

(1)概 要

予算措置 を講 じて実施 された機関部工事は次項(2),(3)のとお りである。

平成 11年 定期検査の有効期間が 5年 に延長 とな り,深 江丸では船舶検査証書の
有効期間の起算 日か ら 21月 を経過す る 日か ら 39月 を経過す る 日までに第 1種 中
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間検査 を行 う旨の改正があった.深 江丸では従来か らの 2年 毎の検査時期 を踏襲 し
て平成 13年 度 に同検査 (MO検 査 も含む)を 受 けることとした。 入渠工事 は,内
海造船 (株)が 落札 し,同 社 田熊工場で実施 された。 工事 は仕様書 どお り実施 さ

れ ,検 査 も滞 りな く実施 された。検査工事 として通常行われ るもののほか,配 管 の

腐食が進みその新替工事が最近多 く見 られる傾向にある.本 船では機関室の低部の

配管は輻榛の度合 いが高 く,撤 去や取 り付 けにあたって付帯工事が多 くなる ことは
避 け られない。ただ し,建 造 にあた って配管の流速 を 2n1/sec以 下 と計画 し,機 関
室低部が配管の内径の大 きくな った ことによ り狭際 にはなったが,推 奨されている
流速 を採用 した ことが幸い し,配 管 に関 しては使用期間が長 くな り,経 済的で作業
頻度が低減 されているよ うである。今後 も少な くとも海水系統 については 上記流速
以下で使用 されることが望 ま しい.

この年度 にお ける入渠工事以外の企業 による工事は一件のみであった.

平成 14年 度 は,検 査工事 はな く合入渠工事が実施 された。入渠工事は,(株 )
サ ノヤ ス ・ヒシノ明昌が落札 し,同 社大阪工場で仕様書 どお り順調 に実施 された.
検査工事がな く,機 関を開放す る作業が少な く機関室が広 く使 えるので,懸 案 の主
機関防振装置の調整 ,発 電機原動機の燃料噴射ボ ンプ分解 ・調整および原動機のガ
バナ陸揚 げの うえメーカでの調整な どをこの時期 に重点的 に実施 した。今回 も引き
続 き海水系統の配管 の新替がかな り実施 された.

この年度の乗組員の就労については検査がな く工事が少なか った こともあ り,第
2号 (11,12年 度版)に述べた状況よ りもやや余裕 をもって実施 できた。
入渠工事以外の企業による工事 は 9件 あった.前 項で も触れた とお り,電 気制御

関係の劣化 による工事 と冷蔵庫 に見 られるよ うにバ ッケージタィプの装置が耐用の
限度 に達 しているよ うすが伺 える。

(2)平 成 13年 度工事

軸馬力計点検  (湘 洋エンジエア リング)1日8月

I.中 間検査及 び ‖0検 査受検 (手続 き及び準備一 切を含む)

Ⅱ.主 機関

1.シ リンダカバ分解 ,開 放 ,清 掃後復 旧.6 cyl.
2.下 記各弁摺合せ.

吸気弁 12本 ,排 気弁 12本 ,起 動弁 6本 .

安全弁摺合せ ,圧 力調整.6本 .

ビス トン抜 き出 し分解 ,清 掃,計 測後復旧.6 cyl.
ビス トンピンも含 む.リ ング新替.

6.

7.

8.

9.

ライナ抜き出 し分解 ,清 掃 ,計 測後復 旧.

水衣部は防錆塗料塗布.

連接棒分解 ,清 掃 ,計 測後復 旧.6 cyl.

主軸受(上,下 )開 放,清 掃 ,計 測後復 旧.

過給機 (IHI―BBc vTR251)分 解 ,清 掃 ,
下記主機直結ポ ンブ分解 ,清 掃後復 旧.

3 cyl(NO.1 ・ 2・ 3).

7組 .

計測後復 旧.軸 受新替 1台 .
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t, 潤 滑油ボ ンプ    (歯 車 26m3/h× (16k).

2)燃 料油供給ポ ンプ  (歯 車 864′/h× d4k).

0 清 水ボ ンプ     (渦 巻 45m3/h× t25M)。

④  弁 腕潤滑油ポ ンプ  (ト ロコイ ド 1681/h× d2.2k).
10.ク ランクデ フレクション計測.3回 .

11.減 速機付直結ボ ンプ分解 ,清 掃後復 旧.

潤滑油ポ ンプ (歯車  14n13/h× (121k) 2台 .
12.ス ラス ト軸受開放 ,清 掃,計 測後復 旧.

13.主 要部はカ ラーチェック施行.

Ⅲ.軸 系

1.中 間軸受開放,清 掃後復 旧.間 隙計測.2組 .
2.プ ロペ ラ軸受間隙計測.

3.推 進器研磨.4翼  1基 .

Ⅳ .主 発電機関  2基

1.シ リンダカバー開放 ,分 解 ,清 掃後復 旧.12 cyl.

2.下 記各弁 は摺合せ。

吸気弁 24本 ,排 気弁 24本 ,起 動弁 12本 ,イ ンジケータ弁 12本 .
3.ビ ス トン抜き出 し分解 ,清 掃 ,計 測後復旧.

ビス トンピンも含 む。リング新替.12 cyl.

4.ラ イナ抜き出 し分解 ,清 掃,計 測後復 旧。 12 cyl.

水衣部はワイヤバ フ研 磨後 ,防 錆塗料塗布.エ ポキ シ樹脂塗料 .2回 .
5.連 接棒分解 ,清 掃 ,計 測後復 旧.12 cyl.

6.主 軸受(上,下 )開 放 ,清 掃,計 測後復旧.14組 .
7.過 給機分解 ,清 掃 ,計 測後復 旧。軸受新替  2台 .

8.下 記直結ポ ンプ分解 ,清 掃後復 旧.軸 受新替.

II)潤 滑油ボ ンプ (歯車  12m3/h× 70nl).

{2)清 水ボ ンプ (渦巻 2m3/h× 18m).

0 海 水ボ ンプ (渦巻 19.4m3/h× 12m).

9.ク ランクデフ レクシ ョン計測.3回 .

10.主 要部カラーチ ェツク.

V.補 機器

1.防 振支持装置分解 ,清 掃 ,調 整後復 旧.8台 .

間隙,軸 芯計測及び調整後復 1日.

2.甲 板機械軸受分解 ,復 旧.

1_1)ウィン ドラス × 2.

12)ウ インチ × 2.

3.操 舵機分解 ,清 掃 ,調 整後復 旧.

4.バ ウ,ス ター ンス ラスタ翼研 磨.2基 .

5.主 空気圧縮機 (25.2n13/h×3()atg) 2台 .

(1 ヒ ス トン抜 き出 し分解 ,清 掃 ,計 測後復 旧.リ ング新替.

乏' 低 圧弁 ,高 圧弁新替.

3 ド レンポ ッ ト錆打 ち.2台 .
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④

6.

主要部カラーチ ェック.

下記ボンブ分解 ,清 掃 ,点 検後復 旧.

主機冷却海水ボ ンプ (渦巻 6()n13/h×t20nl) 1台 .メ カ シール新替.

主機予備冷却清水ポ ンプ (渦巻 45n13/h×t25nl)1台 .メカシール新替.

主機予備潤滑油ボ ンプ (歯車 25n13/h×5.5atg) 1台 .

減速機予備潤滑油ポ ンプ (歯車 9m3/h× 20.5atg)1台 .

G.S.&BILGEポ ンブ(渦巻 30/60n13/h×t40/20nl)1台 .メカシール新替.

燃料移送ポ ンプ (歯車 3m3/h× 2atg) 1台 .

ビル ジボンブ (ビス トン 0.5m3/h× t25m) 1台 .

ス ラッジボ ンプ (スク リュー3m3/h× t2m) 1台 .

下記冷却器開放 ,清 掃 ,点 検後復 旧(41～lll水圧テス ト,保 護亜鉛新替)_

主機潤滑油冷却器

主機 清水冷却器

主機 空気冷却器

減速機潤滑油冷却器

発電機潤 滑油冷却器

発 電機清水冷却器

CoP.P.潤滑油冷却器

防振 装置潤滑 油冷却器

甲板機械 潤滑油冷却器

操舵 機潤 滑油冷却器

空調機冷却器

12.l n12    11等.

15.O m2 1台 .

61.6m2 1台 .

3.5n12    11等 .

2.8 rl12

3.4n12

0.2n12

1.5n12

3.O n12

2 . O n■2

2台 .

2台 .

1台 .

1台 .

2台 .

2台 .

4台 .

Ⅵ .電 気部

1.電 気機器及び電気回路絶縁抵抗測定 .記 録書 3部 提出.

2.自 動化設備及び効 力試験施行 .

3.ロ ー ドリミッタ ボ リューム新替.

Ⅶ .そ の他

1.船 底弁開放 ,清 掃 ,摺 合せ後復 旧.13個 。船体取付用パ ッキ ン新替.

2.マ ッ ドボ ックス,ロ ーズボ ックス開放,清 掃後復 旧 (防錆塗料塗布)

3.ビ ル ジセパ レータ開放 ,清 掃後復 旧.1基 .

4.空 気槽 開放 ,錆 打 ,防 錆ベイ ン ト塗布 ,清 掃後復 旧.2001×2

弁は摺合せ ,安 全弁は圧力調整.

5。 海洋生物附着防止装置電極棒新替.8本 。電極棒 は本学支給 .

6.船 尾管 ガー ドリング取 り外 し保護亜鉛新替.

7.下 記 タンク開放 ,清 掃後復 旧.

(1)潤 滑油サ ンプタンク.

(2)燃料セットリングタンク.

0 燃 料サービスタンク.

④  ビ ルジタンク.

15, ウェストオイルタンク.

● 燃 料油スラッジタンク.

(7)潤 滑油スラッジタンク.
8.主 機関用タベットガイド;ブ ッシュロッド,ニ ッケルメッキ。6 cyl.



9。 主機関起動 回転弁中間接続部改造。10mnl高 圧管 .6cyl.
10.主 機排気管 ラギ ング新替.

11.ビ ル ジウェル及びタンク トップ清掃.

12.海 水パイプ新替.メ ッキ施行.

スタンチューブ冷却水入 口  25A× lm.

発電機海水入 ロバルブか らポ ンプ出 口まで  2本  65A× 4m.
糧食用冷却水ポ ンプ入 ロバルプか ら出 ロバルブまで 25A× 5m.
舵機用冷却水サイ トグラス  1個 .
G.Sボ ンプ船外バイプ新替  100A× 2m.

ビル ジセパ レータ配管替  20A× 4m.
13.ピ ュ リファイヤー水用配管新替 (含Y型 ス トレーナ,6個 )15A× 30m.
14.温 水ポイ ラ逃が しバイプ接続部新替.
15.空 調機新設(含配線及び付帯工事)。本学支給 _
16。電力制御室内空調機 ファンベア リング新替.
17.主 機関,発 電機潤滑油新替.廃 油証明書提出.
18.分 解箇所 のガスケ ッ ト,パ ッキ ン類 ,割 ピン回 り止め等はすべて新替.
19.記 録書は 3部 提出.

20.機 関室 ブ レー ト清掃.

(3)平 成 14年 度工事

3月

4月

5月

7月

11月

3月

日

日

日

日

日

日

日

日

日

４

５

２

８

２

９

０

９

８

２

２

２

　

２

３

２

１

糧食冷蔵庫(NO.1,2)作動不良,点 検 (エイテ ック).
MEコ ン トロールバネル,ト ランスジューサ取替工事(ダイハッ)。
糧食用冷蔵庫凝縮器新替  4台 (エイテ ック)22日 ～23日 .
AL(〕点検  (カ モメプロベ ラ).

軸馬力計点検 (湘洋エ ンジエア リング).

軸発計測用電源箱 トランスジューサ修理 (富士電機).
スラス ト計修理 (共和電業).

データロガ,cPll作 動不良修理  (寺 崎電気).
データロガ cPu(NO。 1)基盤及び電源ユニ ッ ト(DC 24V)新替
(寺崎電気).

I.主 機関

1.安 全弁摺合せ。6本 .調 整圧 力 175kg/cn12.

2.ガ バナ分解 ,調 整後復 旧.1基 .

3.直 結潤滑油ボ ンブ分解 ,清 掃後復 旧(軸受,ブ ッシュ新替)。
4.過 給機分解 ,清 掃 ,計 測 ,復 旧。軸受 ,ラ ビリンス新替。1台 .
5。 フレキシブルカ ップ リング弾性継手ゴム取替 .12個 .
6.ク ランクデ フレクシ ョン計測 .3回 .

軸 系

1.推 進器研磨 .4翼 1基 .
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Ⅲ.主 発電機関  2基 .

1.燃 料ポ ンブ,直 結ホ ンブ,ガ バナ分解 .油 量調整 2台 .

デ リベ リバルブ,プ ランジャ,バ レル新替。

下記直結ボ ンプ分解 ,清 掃後復 旧.軸 受新替.

潤滑油ポ ンプ  (歯 車  12m3/h× 70m).

清水ポ ンプ  (渦 巻 45n13/h× t25m).

海水ボ ンプ  (渦 巻 19.4n13× 1 2nl).

クランクデフ レクション計測 .3回 .

Ⅳ .非 常用発電機

1.シ リンダカバー開放 ,分 解 ,清 掃後復 旧.3 cyl.

2.ビ ス トン抜出 し分解 ,清 掃後復 旧.リ ング新替.3 cyl.

3.燃 料噴射弁テス ト.3 cyl.

4.ク ランクピンメタル取替 .4組 .

5。 ガバナテス ト

V.補 機器

電気部

1.ギ ャ レイ レンジ台配線新替.

その他

.船 底弁開放 ,清 掃 ,摺 合せ後復 旧.13個 。

.海 洋生物附着防止装置電極棒取替.8本 .

・

・
●
一
〇

〇

〇

０

・

１

り
“
　

　

　

　

　

　

　

　

　

３

４
。
。

。

。

。

０

＜６，

０

０

０

⑩

ｍ

発電機軸受 ,オ イル リング新替 及び タ ーミナル箱点検 .2台 .

防振支持 装置 (含制御機器 )分 解 ,清 掃 ,調 整 ,点 検 後復 旧.8台 .

間隙 ,軸 芯 計測 及び調整後復 .

ア クチ ュエー ター分解 ,調 整 ,点 検後復 旧。2台 .

固縛 装置取付台前後方 向 に削正 .

フィル タエ レメ ン ト取替 .

オ イル取 替 ,取 替後分析 .

バ ウ,ス タ ーンス ラス タ分解 ,調 整 ,復 旧 (計測記録書提 出)_2基 .

翼研 磨 .01L,ス ペ ーサ 及びベ ア リング新替 .

下記冷却器 開放 ,清 掃 ,点 検 後復 旧 (水圧 テ ス ト,保 護亜 鉛新替 ).

主機潤滑油冷却器       12.l m2  1台 .

主機清水冷却器        15.O m2  1台 .

主機空気 冷却器        61.6 rl■ 2  1台 .

減速機潤 滑油冷却器     3.5m2  1台 .

発電機潤 滑油冷却器      2.8m2  2台 .

発電機 清水冷却器       3.4n12  2台 .

C.P.P.潤滑油 冷却器      0.2m2  1台 .

防振装置潤滑油冷却器     1.5m2  1台 .

甲板機械潤 滑油冷却器     3.O m2  2台 .

操舵 機潤 滑油冷却器      2.O m2  2台 .

空調機冷却器              4台 。

V I .

１

　
つ
“

Ⅶ
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3.船 尾管 ガ ー ドリング取 り外 し保 護亜鉛新替 .

4.下 記 タ ンク開放 ,清 掃後復 旧.

(D 燃 料セットリングタンク.

(2 燃 料サービスタンク.

0 ビ ルジタンク.

(4)ウ ェス トオイルタンク.

0 燃 料油スラッジタンク.

⑥ 潤 滑油スラッジタンク.

5.パ イプ新替(亜鉛メッキ).

0 ス タンチューブ冷却水入口  25A× lm.

②  発 電機海水入ロバルブ～海水ボンプ入口  60A× 3m,60A× 2m.

0 糧 食用海水ポンプ入ロバルブ～海水ボンプ入口  25A× lm.

C, 糧 食用海水ポンプ出口～中間管 (枝管含む)   25A× 3m.

0 冷 却海水パイブ   80A× 10m,40A× 10m.

6.海 水系,ビ ルジ系逆止弁開放,清 掃,摺 合せ後復旧.33個 .

7.N().1空 調機 ドレンバン及び ドレンバイプ新替.

8.発 電機上部シリンダカバー吊上げ用金具改造.

9.コ ンプレッサー ドレン ポット錆打ち.2台 .

10.排 ガスシールボット レベルゲージ取付.L=400mm.

11.機 関室メカベンダンパ錆打ち.2台 .

12.燃 料補正器端子台箱新替.

13.電 力制御室絶縁マット新替_

14.ECCホ ワイ トボード取付.L=1000mm,H=600mm.

15.ビ ルジウエル及びタンク トップ清掃.

16.分 解箇所のガスケット,パ ッキン類,割 ビン等新替.

17.報 告書 3部 提出.

18.機 関室掃除.
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第 2章

実習船 「白鴎」
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第 1節  概 要

実習船 白鴎 は,ヤ マハ発動機 (株)人 代 工場 にお いて建造 され震 災復興最 申の平成

年 3月 に本 学 へ 引 き渡 され ,実 習実験 等 に活躍 してい る。

第 2節  主 要 目及 び主要装備

1.主 要 目

全 長

全 幅

登録長

深  さ

総 トン数

主機 関 (定格 )

速  力

(試運転最 大 )

(巡 航 )

燃 料 タンク容量

定 員

資  格

2.主 要装備

1)主 機 関

2)発 電機

1)航 法 シ ステ ム

1 4 . 9 6 m

4 . 1 6 m

1 3 2 0 m

2 . 0 2 m

1 3 . 0ト ン

28 5 P S / 2 9 0 0 r p m

1 9 . O k t

1 3  0 k t

l , 0 0 0ι× 2

乗 組 員  3名

JC I限 定 沿 海

その他  21名

水冷 4サ イクル直列 6気 筒ディ

最大出力 350ps/3,000rpm

4サ イクルディーゼル

1 5 k V A

磁 気 コ

電 磁 ロ

GPS

カ ラー ビデオプ ロ

無線 方位測定機

船 内指 令装置

―ゼル機 関

ンヤイ ロコンパ ス

レー ダー (簡易 ARPA)

ロラン C

音響測深機

風 向風 速計

②

④

⑥

一
⑨

①

タツ

/パ ス

グ

①

③

⑤

⑦

③

⑩
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第 3節  活 動状況

1.平 成 13年 度活動状況

年 間出動 回数

授 業

実験 ,調 査

研 修

その他

4 7回

2 8回

2回

1回

1 6回

教 官 ,職 員

院 生 ,学 生

T.A

そ の他

21名

478名

12名

1名

月 運航 目的 回 数 乗船者 (乗組員 を除 く)

4

５

　

　

６

　

　

７

８

　

　

９

　

　

１０

12

１

　

　

　

９
″

3

海船 に親 しむ (操艇 実習 )

研修 (ユネ スコ)

試運転

海船 に親 しむ (操艇 実習 )

海船 に親 しむ (操艇 実習 )

海船 に親 しむ (操艇 実習 )

試 運転

試運転

試運転

入渠回航

出渠回航

試運転

海技実習 (操艇 実習 )

セ ミナー

海技 実習 (操艇 実習 )

試運転

実験 。観 測

実験 ・観 測

試運転

試運 転

１

１

１

７

９

３

２

１

２

１

１

４

１

　

　

３

１

　

　

１

　

　

１

２

　

　

２

学生 15名

教官 1名 ,そ の他 1名 ,研 修 生 10名

学生 135名

学生 163名

学生 55名

T.A6名 ,学 生 49名

教官 3名 ,技 官 1名 ,学 生 6名

T.A6名 ,学 生 50名

教官 1名 ,学 生 2名

教官 1名 ,学 生 3名



2.平 成 14年 度活動状況

年 間出動 回数

授 業

実験 ,調 査

カ ッター レー ス支援

その他

5 1回

29回

3回

2回

17回

教官,職 員

院生,学 生

T . A

19名

463名

33名

月 運航 目的 回 数 乗船者 (乗組員 を除 く)
4

5

６

　

　

７

８

　

　

９

　

　

１０

12

１

　

　

２

3

11

海船 に親 しむ (操艇 実習 )

試運 転

海船 に親 しむ (操艇 実習 )

神 戸港 カ ッター レー ス

海船 に親 しむ (操艇 実習 )

海船 に親 じむ (操艇 実習 )
セ ミナー

神 戸港岸壁 調査

大 阪湾 定点観測

試運転

試運転

入渠回航

出渠 回航

西 日本新人 カ ッター レース

海 技 実習 (操艇 実習 )

セ ミナー

海技実習 (操艇 実習 )

試運転

試運転

試運転

海洋観 測

試運転

1

1

1

1

3

1

3

1

2

2

1

2

|

教官 2名 ,T=Al名 ,学 生 25名
~

学生 4名

教 官 2名 , T.Al名 ,学 生 94名

教官 3名 ,学 生 18名

教官 2名 ,T.A12名 ,学 生 130名

T.A4名 ,学 生 73名
‐

T.A2名 ,学 生 8名

教 官 1名

教 官 1名 ,学 生 4名

教官 1名

学生 2名

T.A3名 ,学 生 5

教官 2名 ,学 生 7名

T.A5名 ,学 生 4

0名

教官 1名 ,技 官 1名 ,院 生 1名

9名
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第 4節  課 題

前回の年報 に も記載 したが,依 然 として整備費 をは じめ とす る一切の予算

がついてお らず,船 体,機 関等の整備費,燃 料費等の維持費 を深江丸の運航

費 に頼 つてい る状態である.神 戸大学 との統合で深江丸や 自鴎の出動が増 え

れ ば運航費が不足す ることは 目に見 えてお り,大 学の実習船 として,充

分に運航 できるよ う早急 に維持経費 を予算化 しスムーズな運航がで きるよ う

にす るべ きである.                     '

自鴎の乗組員はすべて深江丸乗組 員であ り,神 戸大学 との統合 によ り深江

丸や 自鴎の出動 日数が増大す ることが予想 され,こ れ まで以上 に 自鴎の運航

が困難 になると思われ る。授業は 1)ちろんの こと,実 験研究等の出動依頼 に

迅速 に対応 し,か つ ,安 全運航 の確保 を行 うために深江丸乗組員の兼任 を見

直 し,専 任の乗組員 を配置す る必要がある。

2)
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第 1節  概 要                          .

実習船む こ丸 は,昭 和 57年 3月 福井県美浜町塩野造船所 にお いて建造 ,同 年神戸 商

船大学 に引き渡 され,カ ッター訓練の警戒や操舵実習,共 同研究 の実験な どに活躍 して

いる。

第 2節  主 要 目及 び主要装備

1.主 要 目

全  長

全  幅

登 録長

全 深

吃  水

2.主 要装備

主  機  関

逆転減速 機

始動電動機

充電発電機

第 3節

平成 13

実験 及び整備内容

船底清掃及び塗装

プロペ ラシャフ ト保護亜鉛交換

船底防汚塗膜実験(防汚塗膜施工)

船底防汚塗膜実験 (防汚塗膜確認)

船底清掃及び塗装

プ ロベ ラシャフ ト及び ラダー保護亜鉛交換

船底防汚塗膜実験(防汚塗膜施工)

平成 14

船底防汚塗膜実験(防汚塗膜確認)

船底防汚塗膜実験(防汚塗膜確認)

船底防汚塗膜実験 (防汚塗膜確認)

船底防汚塗膜実験(防汚塗膜確認)

船底防汚塗膜実験 (防汚塗膜確認)

船底防汚塗膜実験(防汚塗膜確認)

船底防汚塗膜実験(防汚塗膜確認)

船底清掃

プロベ ラシャフ ト保護亜鉛交換

平成 15年

2月 20日

8.42n■

2.60nl

7.73m

l.09111

1.06nl

総 トン数

航 続距離

定  員

資  格

6.02ト ン

約 223海 里

13名

限定沿海

立形水冷 4サ イクル 4気 筒ディーゼル機関

最大出力 95PS/2600rl)m

三菱 MI)-31

24V/4.5k、 ア

24 「ヽ/0.7k、v

年

5月 21日

l
5月 22日

6月 18日

11月 15日

l
1 1月 19日

年

1月 11日

2月 21日

3月 28日

4月 24日

5月 23日

7月 9日

10月 3日

中間検査受検

- 5 1 -



第 4節  む こ丸活 動 状 況

平成 13年 度

月 運航 目的 出動回数 乗船者(乗組員除 く)

4 海 ・船 に親 しむ(警戒)

試運転

1

3

5 海 ・船 に親 しむ(警戒) 6

6 海 。船 に親 しむ(警戒)

試運転

1

1

7 海 ・船 に親 しむ(警戒)

試運転

3

3

8 試運転

9 試運転 ９

″

10 試運 転 2

海技実習 (操艇 )

海技 実習 (警戒)

3

1

学 生 48名

，

“ 海技実習(操艇)

試運転

3

1

学生 49名

1 試運転 4

2 試運 転 3

3 試運 転 3

平成 14年 度

月 運航 目的 出動 回数 乗船者 (乗組 員除 く)

4 海 ・船 に親 しむ(警戒)

海 ・船 に親 しむ(操艇)

試運転

1

1

4

学生 10名

［
Э 海 ・船 に親 しむ(操艇 )

海 ・船 に親 しむ(警戒)

4

2

学 生 30名

6 海 ・船 に親 しむ(操艇)

海 ・船 に親 しむ(警戒)

1

1

学 生 7名

7 海 ・船 に親 しむ(警戒)

試運転

３

　

３

8 試運 転 1

9 試運 転 ９

“

10 試運 転 2

１
■ 海技実習 (操艇) 3 学 生 50名

12 海技実習(操艇)

試運転

３

　

１

学生 53名

1 試運 転 2

つ
４ 試運 転 1

3 試運 転 2
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実習船 「クライナーベルグ」
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第 1節  概 要

新カ リキュラム として,導 入科 目 「海 ・船 に親 しむ」 (マ リンスポーツ)が 始 ま り 3

年 目を迎える。舟艇 の実習やマ リンスポーツを体験す る ことで,神 戸商船大学のキー ワ

ー ドである 「海」 と 「船」に親 しみ=理 解 を深めて,国 際海洋 人として活躍するための

基礎体験す ることを目的 としている。

クライナーベル グは, この授業のために小山健一奨学財団よ り寄贈された。その仕様

は以下の通 りである.(表 1)ま た性能特性 を言葉で表現すれば,「クルーザー ヨッ ト本

来 の,荒 天や長距離 の航海 に耐える堅牢性や居住性 をしっか りと維持 している艇 である

こと」,そ の上で 「若者 を魅 了す るス ピー ド性能 を潜在的 に持 つて いる高性能艇」で あ

る。若 くて元気 のいい学生 をき りき り舞いさせて くれ る性能 を持つ ,ど ち らか と言 えば

スポーツタイプのクルーザー ヨツ トである。このよ うな性能 を持つクルーザー ヨッ トで,

セー リングする ことで,学 生たちは,海 への興味や あこがれ,そ して畏敬の念 をいだき,

シーマンとしての一歩 を踏み出すよ うになるであろうと考 えて いる。

表 1.ク ライナーベル グ仕様

艇 名

ヨ ッ トタイ フ

全 長

水線 長

最大 幅

喫 水

排 水 量

設 計 者

建 造

バ ラス ト

エ ンジ ン

船 体 材 質

リグ

Klelller Berg

(ク ライ ナ ー  ベ ル グ)

X 4 4 2

1 3 . 5 1 1 1

11.2111

4 . 1 5 m

2.3111

9,700 kg

NIELS JEPPESEN

X―Yacht(デ ンマーク)

4 , 3 0 0  k g

5 1 H l ) (ヤ ンマ ー )

FRP

スル ー プ

S A I L  N o .      5 9 3 2

メー ンセール    4 7 . 2ボ

ジェノア No1   7 3 . 2 nず

ジェ ノア No2   6 3 . 7 d

ジェノア No3   4 8 . 8ボ

ジェノア No4   3 9 . 0ボ

ス ピンネーカー  163 . 6ぶ

(1. 5 , 0 . 7 5 , 0 . 5 )

最大乗員 沿 海   1 8名

限定沿海 23名

巡航機走速度    7ノ ッ

セー リング速度  1～ 15ノ ッ

ト

ト

第 2節  運 航 実績

主 な運行実績 につ いては,以 下 の通 りで ある.

1.H13年 度

授業 「海 ・船 に親 じむ」

授業 「総合科 目」

公開講座

青少年セ ミナー

授業 「海技実習」

全 1年 生

全 1年 生
一般成 人

中学生

BN l年 生

前期

前期

前期

前期

回

回

回

回

１

４

ｒ
ｏ

４

２

１ 後期 15回

- 5 6 -

後期  12回



2. H14年 度

授業 「海 0船 に親 しむ」

授業 「総合科 目」

公開講座

授業 「海技実習」

全 1年 生

全 1年 生
一般成人

BN l年 生

前期  21回

前期  13回

前期  5回

後 期

後 期

15回

12回

- 5 7 -
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第 5章

繋船池 (ポン ド)関 係





第 1節  繋 船池 (ポン ド)関 係施設 ・設備

平成 13年 度よ り,新 カ リキュラム として全学共通の導入教育科 目が開始 された。そ
の中の 1利・日として 「海 ・船 に親 しむ」 として,カ ッター,小 型艇 (実習船 「白鴎」),
クルーザー (クライナーベル グ)を 使用 して舟艇 の初歩技術の体験 と習得 を目指 してい

る.特 に,ク ルーザーは小山健一学術振興基金によ り建造 され,そ の係留施設 として,
南側 防波堤 の内側 に同 じく同基金 によ って専用桟橋が建設 (平成 13年 及び平成 14

年)さ れた。

≪ 南 側防波堤 に新設 された専用桟橋 (ポンツー ン)≫

第 2節  実 習概要

授業時間割 に基づ く実習は,全 学 を対象 とした 「海 ・船 に親 しむ (マリンスポーツ)」

(第 1学 年 ,前 期,必 修, 2単 位 ),商 船 システム学課程航海学 コースの学生を対象 と

した 「海技実習」 (第 1学 年,後 期,必 修, 1単 位)で ある。

2-1 海 ・船 に親 しむ (マ リンスポー ツ)
「海 ・船 に親 しむ (マ リンスポーツ)」は,本 学のキー ワー ドである 「海」 と 「船」

について,親 しみ,理 解 を深めることを目的 として開講 してお り,舟 艇 の実習及び水泳
を体験す ることによ り,国 際海洋人 として活躍するための基礎能力を形成す ることを目

的 としている.詳 細 は,導 入教育科 目を参照

2-2 海 技実習
「海技実習」 は,商 船 システム学課程航海学 コー スの学生を対象 とし,「海 ・船 に親



じむ」で体験 した ことを基 に,カ ッターの撓漕,帆 走,ク ライナーベルグ ・白鴎等 の小

型舟艇取扱 い.結 索,救 命信号取扱 い等の実習 を通 じて,国 際海洋人 として必要 とされ

る資質の涵養 と海技 の修得,海 上作業にお ける安全管理 の基本 を修得する ことを目的 と

している.

ヵ ッターによる撓漕 (ブー リング)と 帆走 (セー リング)に よ り,慣 海性 ,協 調性 ,

忍耐力を身につける,小 型舟艇 を操縦す る ことによ り,小 型舟艇 の運用 を体得す る,基

本的な結索方法 を確実 に体得できるよ うにブログラムを作成 している。

第 3節  課  題

ボ ン ドの安全対策 は,平成 12年 度に実施 されたハ ン ドレールの設置等進んでいるが,

岸壁端 に設置 されている車止めの上に注意喚起の照明装置 を設置す る ことによ り,よ り

安全 にな ると思われ る。

授業関係では,説 明 を実施する場所が現在はない.特 に降雨時は,カ ツターを押 し出

して艇庫内を使用せ ざるを得ない状況である。従 つて,艇 庫 のク レー ン支柱及びクレー

ンレールに鋼製天丼の設置が望 まれる。 また。公開講座等で説明 を実施す る必要がある

場合でも, 2号 館の教室等で講義 した後、ポ ン ドまで長 い距離の移動 を強 い られ,非 常

に効率の悪 い状態である。是非 とも、講義等が行 える場所の設置が必要である。

■

■

■

■

■

■

■

■

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

日

―

―

―

‥

１

１

１

‥

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

日

１

１

日

―

―

―

―

―

―

日

―

―

―
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―

―

―

■

■

■

■

■

■

■

■
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第 6章

業実習室
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第 1節  概 要

技業室は海技実習セ ンターの三階 にあ り,実 習室 (広さ 91平 方 メー トル)及 び倉庫
並び に準備室よ りな り,実 習室 には結索用 のバーがコの字形 に配置 され,下 度 に 32名
の学生が実習できるよ うになって いる。 この技業室では ロ ープの構成,撚 り方の判別
か ら始 ま りいろいろな用途 に適 した結 び方 (作業用,装 飾用等),継 ぎ方 を実習する こ

とができる。

実習 は主 として,「海 ・船 に学ぶ」 (1年 全員),「海技実習」 (lBN),「 運用学実験
I」 (3BN),「 海事科学実験 I」 (3BN),「 総合科 目Ⅱ」 (1, 2BN)の 授 業の一

部 として行われて いるが, これ らの他,学 内の技術研 修,学 外諸団体 の海洋訓練 ,中 学
生の 「トライやるウ ィーク」等で もロープの結び につ いて実習が行われている。

技業実習室の使用状況 を表 5-1に 示す。

技業実習室は専用 の施設が備え付 け られて いるため利用範囲に限界はあるが,延 べ利
用人数 は増加 しつつある。今後 さらなる有効利用 を検討する必要がある.

第 2節  ・学内教育実習等

1.「 海 口船 に学ぶ」での実習

1学 年全員 に練習用 ロープを配布 し,室 内や屋外で以下の実習 を行 っている.時 期 と

規模は,前 期科 目として,平 成 13年 では 1学 年 208名 ,平 成 14年 では 224名 ,平 成
15年 では 208名 を 12個 班 に分 け,毎 週火曜 日及び金曜 日に行 って いる.

その主な内容 は,以 下の ものである。

(1)ロ ー プの基礎知識

C)ロープの構成   ② ロープの撚り
(2)基 本的な結び

C)8字結び

⑤大錨結び
②巻き結び

0ク リート結び
③本結び    イ 1肪結び

⑦一重つなぎ  ③ コイルアップ

2,「 海技実習」での実習

1学 年 商船 システム学課程航海学 コースの学生に対 し,「海 ・船 に学ぶ」での実習 を

基本 に,そ の習熟 と応用的な結びの実習 を行 って いる。時期 と規模は,後 期科 目として,

平成 13年 度では 54名 ,平 成 14年 度では 55名 ,平 成 15年 度では 54名 をそれぞれ 2

個班 に分 け,毎 週火曜 日に行 っている。その主な内容は,以 下の ものである。

(1)ロ ープの基礎知識

C)ロープの強度   ② つなぎロープの強度

(2)基 本結索の習熟

(3)大索と細索の強度

(3)応 用結素

① ロープの一端で結びこぶを作る結び方

② ロープの両端又は 2本 のロープを結び合わせる結び方

③ ロープの一端を他の物体に縛 り付ける結び方

C)ロープで輪を作る結び方

⑤ ロープの中程で長さを短縮する結び方
(4)ロ ープの編みつなぎ



三つ撚 り繊維索 を用い,ア イ ・スプライス及び シ ョー ト ・スプライスを行い,編

みロープのつなぎ方の実習 を行 つている。

3.「 運用学実験 I」 (3BN)及 び 「海事科学実験 I」 での実習

3学 年商船 システム学課程航海学 コースの学生に対 し,一 年次の実習 を基 に,編 み ロ

ー プや ワイヤー ・ロープのつなぎ方の実習 を行 つて いる。

カ リキュラムの変更 によ り,平 成 13,14年 度は 「運用学実験 I」 として,平 成 15

年度か らは 「海事科学実験 I」 として,学 生 を 3個 班 に分 け行 つている。

その主な内容は,以 下の ものである。

テーマ I ワ イヤー ・ロープのアイ ・スプライス

テーマ Ⅱ エ イ ト ・ロープのアイ ・スプライス とシ ョー ト ・スプライス

テーマⅢ ワ イヤー ・ロープのサー ビング (上巻 き)と

タフレ 。ロープのアイ ・スプライス

4.「 総合科 目Ⅱ」(ゼ ミ)で の 回― プ ロワー クについて

「総合ゼ ミⅡ」 (ゼミ)で は,作 業用結びは 「海 ・船 に親 しむ」及び 「海技実習」で

既 に行 って いるので,総 合ゼ ミの 2コ マを飾 り結びで あるマ ッ ト編みに充てて いる。

参加学生はゼ ミの受講者であ り毎年変化す るが,平 成 13年 度は 8名 ,平 成 14年 度 は

7名 ,平 成 15年 度は 7名 である。内容 は,① 円形マ ッ ト,② 楕 円マ ッ ト,③ 紙 ひもの

額縁の作成で,こ れ らの作成過程 にお いて,結 びの理論及び応用が習熟でき,学 生に大

変好評である。

5.本 学技術官研修

平成 13年 度及び平成 14年 度は,技 業室 を利用 した本学の技官の研修 は行われなか

った。 しか し,技 術部か らの研修養成があれば即応できる体制 にある。

第 3節  学 外地域への協 力

1,「 トライや るウ ィー ク」への協 力

神戸市教育委員会が行 っている行事の一つである 「トライや るウィー ク」の意義 は,

その実施要領 に 『思春期 にある中学生は,心 身 ともに大 き く成長す る時期であるととも

に,将 来への不安や,進 路決定 を迫 られ る中での迷 いを抱 く時期である。従 って地域で

の主体的な活動経験 は知育 に偏 りがちな教育 を是正 し,感 謝や 自主性 を育み高め,「生

きる力」 を育成す る ことができる.』と表現 されて いる。大学が地域社会 と結びつ く一

つの契機で意義ある行事であ り,毎 年参加 している.

本学では神戸市立本庄中学校 の 2年 生に対 し,船 舶 の整備の実務 を体験 させ るため

毎年数名受 け入れている。受 け入れ状況 を,表 5-2に 示す。

2.海 洋訓練等への協 力

技業室では,大学の各部で行われる種々の海洋訓練 に海事思想の普及 を図る観点よ り,

積極的に協力 し,か つ参画 している。その実施状況 を表 5-3に 示す。

第 4節  技 業実習担 当教官
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技業実習担 当教官 は,海 技実習セ ンター専任教官の一員であ り,海 岸管理の任 も有 し

ている。従 って,船 務 に習熟 した人材 を技術助手 としてその任 に充てていたが,人 材難

と研究助手の不足よ り,平 成 15年 度よ り船務 に習熟 し研究面にも活躍できる人材 を充

てている.技 業実習 は,学 生に船務 を教授す るのみな らず,興 味 を与え,勉 学の 目的性

と意欲 を高める側面を有 している ことよ り,今 後幅広 い活躍が期待 されている。

歴代の技業実習担 当教官 (敬称略)

初代 吉  田  二  吉 (技術助手)

二代 藤  野

三代 仲  野

四代  山  館

五代 橘

六代 渕

軍  司 ( 同 上  )

新 ( 同 上  )

藤代藤 ( 同 上  )

秀  幸 ( 同 上  )

真  輝 (研究助手 )

昭和 28年 4月 ～昭和 31年

昭和 32年 2月 ～昭和 38年

昭和 38年 4月 ～昭和 49年

昭和 49年 7月 ～平成 4年 3

平成 4年 4月 ～平成 15年 3

平成 15年 4月 ～

瑚
瑚
期
月
月

表 技業室使用状況 (延べ数)0  ~

表 5-2 トライや るウィー ク受入生徒数

表 5-3 海 洋訓練等への協力

年 度 使用 日数 使用時間 学生数 教官数 そ の他 備 考

10 30 60 482 28 9

11 33 65.1 441 33 20

12 41 80.6 475 40 23

13 48 106.5 1′ 360 120 45 新カ リ開始

14 49 108.4 1′ 306 118 38

平成年度 実施 日 時 間 延べ生徒数

6月 9日 5時 間 20

12 6月 5日 5時 間 9

13 6月 6′7日 10時 間 10

14 6月 5′6日 10時 間 12

15 6月 4′5日 10時 間 14

年 度 美施項 目 日数 参加者数 備考

13 般開放 2 60 開学祭

ナマーセ ミナー 1 34 公開講座

14 般開放 2 48 開学 祭

日本 BSジ ャ ンポ リー 2 185 日本 BS連 盟

リマーセ ミナー 1 36 公開講座

15 般 開放 2 46 開学祭

詩屋 3団 2 98 日本 BS連 盟
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第 7章

通信実習室
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第 1節 概 要

通信実習室は,海 技実習セ ンターの 3階 にあ り,そ の広 さは 91平 方 メー トルで、教

官卓マスターブース 1台 と学生用 ブース 33台 を備 え,VHF通 信 を中心 に実機ベース

の実習が可能である。 また,GMDSSの 要 となる装置 として,DSC無 線電話 (デジタル

選択呼出無線電話)及びイ ンマルサ ッ トシステムの実機が 1セ ッ トづつ備 え られている。

第 2節  年 間活動状況

通信実習室は,航 海学 コースの 1年 生を対象にした船舶通信の授業 を中心 に使用 して

いたが,平 成 13年 か らカ リキュラムの変更 に伴 い,従 来の船舶通信が 3年 生 を対象 に

した船舶通信管理 になったため, 13年 度及び 14年 度 は,通 信の授業関係での使用実

績はない.本 年度以降 (平成 15年 )は ,船 舶通信管理 を受講す る対象学生が生 じるの

で,従 来のよ うな使用実績 に戻る もの と思われる.

また,通 信以外の使用 としては, 4年 生の運用学実験 Ⅱ (平成 13年 度 120名 ,平

成 14年 度 118名 )の 講義演習室,外 部か らの操船 シミュレータの事前説明,事 後討

議室 (平成 13年 度 40名 ,平 成 14年 度 50名 )と して利用 している.

第 3節  主 な設備

①DSC無 線電話 (デジタル選択呼出無線電話)

DSCは ,自 動化 とデジタル化を特徴 とする GMDSSの 要 となる無線設備の 1つ であ

る。このシステムは,HF,MF及 び VHFの 周波数を用いて,以 下のことに用いら

れる。

a)船 舶及び海岸局の呼出応答

b)船 舶及び海岸局が遭難警報を受信 したことを遭難船舶に知 らせる受信確認通報

c)船 舶か らの遭難警報の送信

d)船 舶または海岸局か ら発信された遭難警報の中継 ‐

② イ ンマルサ ッ トシステム

海事通信 を改善す るために必要な宇宙部分 を提供 し,海 上の船舶 の航行,人 命 の安

全等 を図る ことを目的 に 1979年 に発足 した国際機関のイ ンマルサ ッ ト衛星及び

海岸地球局 を介 して陸上 と船舶 又は船舶相互間で電話,TELEX,FAX等 の通信 を

行 うためのシステムである。

通信実習室の模擬装置は,設 備 は実機であるが実際に電波 を発信す ると問題が生 じ

るので,有 線で結んで教材 として使用 して いる。 この装置は 1対 1対 応であ り,多

人数の演習実習 には,向 かないので,グ ループ化で対応 して いる。

③VHF訓 練装置

学生個人,学 生と学生,学 生と教官との間で VHF通 信ができる模擬装置 (実機ベ
ースで電波を発射せず,有 線で結んでいる)は ,教 官ブース 1台 と学生ブース 33台

を備えている.

④信号練習装置
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発光信号 を教官卓よ り送信 し,学 生の受信訓練 を実施す る ことが可能である:

⑤旗 りゅう信号

国際信号旗が通常サイズ 1セ ット,小 型サイズ 3セ ット,国 際信号書が 39冊 ,手
旗 45組 があり,信 号実習に使用 している.

⑥船舶信号 マス ター プログラム

この ソフ トは,PC上 で国際信号旗 ,発 光信号等の学習が,学 生個人 または教官 と

学生 との間で可能である。

⑦ GMDSS模 擬訓練用 ソフ トウ ェア

(CATS―GMDSS COmputer Aided Training System for GⅣlDSS)

このソフ トは,PC上 で擬似的に GMDSS無 線装置 を実現 している。GMDSSの 概念
や GMDSSで 使用する無線設備概要な ど GMDSS無 線設備の操作 を学ぶために必要な

事柄が含 まれ,GMDSSの 無線設備 と同じ様 に操作す ることが可能 となっている。操
作 可 能 な GM D S Sの 通 信 設 備 は MF , H F , V H F ,イ ン マ ル サ ッ ト A, B , Cに つ い て ,

それぞれ 2種 類の国産機器 に対応 して いる.そ れぞれの無線設備 に対 して学習者が 自
分で訓練課題 を選んで学習す ることが可能である。

第 4節  今 後の課題

通信実習装置 に関す る経費は,特 別 に予算化 されていない。 これ らの維持管理 には,
航海 システム学講座の担 当教官研究費等の校費か ら,支 出されている。従 って,設 備充
実 ・更新 のためには,別 途要求 しているが,更 新す る ことが困難 な状況である。

また,現 在の通信実習室は,平 成 7年 (1995年 )の 阪神 ・淡路大震災以前の海技

実習棟 内の通信実習室 と同様 の仕様であ り,VHF通 信装置が主 になった ものである。

しか し,GMDSSの 運用 に伴 う,航 海士 による船舶通信業務が必然 となっている現在 ,
PC上 にお ける模擬訓練装置 に換 えて,是 非 とも実機 による通信装置取扱 いと通信管理
の手法 を学生に授業時間内に教育できるよ うに,GMDSSシ ミュ レータ装置の早期導
入が望 まれる。
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第 1章

進徳丸 メモ リアル





第 1節  は じめに

練習帆船 「進徳丸」は,地 震 に始 ま り,地 震で終わった船である。進徳丸 メモ リアル

は,戦 中戦後の混乱期 を通 じ満 70年 にわた り海の若人育成 に多大な貢献 した偉業 を偲

び,後 世 に伝えるもの として建造 された。

進徳丸 メモ リアルの保存 ・維持 に関 しては,(財 )進 徳丸保存会が解散 された ことに

伴い,神 戸商船大学海事資料館 に引き継がれ,展 示品は教材に供す るとともに,外 部よ

り自由に見学ができるよ うに配置 され,広 く一般 に公開されている。

建屋 は,ブ リッジに見立てた展示室 と南に面 した船首部 と大空高 くそびえるジガーマ

ス トか ら成 り,海 と波 を模 した芝生 と自玉敷 き石 に囲まれている.南 を向いた船首は海

の若人の大いなる海への旅立ち と心意気 を示 し,技 術史的見地か らも価値の高いレシブ

ロエ ンジンは展示室 中央 に配 され,ジ ガーマス トは神戸商船大学の ラン ドマー クとして

役割 を持たせている。 これ ら建屋は,開 学祭等の折 りに満船飾で飾 られる。

外部よ りの見学は自由であるが,屋 内見学希望者 は図書館事務室 に申し出る こととし

ている。

第 2節  練 習船 「進徳丸」

1.進 徳丸の概要

神戸高等商船学校 (現、神戸商船大学)の 練習船 として補助機関付帆船 「進徳丸」は,

今か ら 80年 前の大正 12年 (1923年 )7月 28日 に三菱造船株式会社神戸造船所で,

日本の造船技術 によ り建造が開始 された。折 しもその年の 9月 1日 に発生 した関東大

震災によ り東京 ・横浜 は壊滅的な打撃 を受 けた。人心の定 まらない同年 12月 9日 に進

徳丸 は無事進水 した.

翌大正 13年 (1924年 )2月 25日 に竣工 ,同 年 5月 26日 第 1次 遠洋航海 (神戸―横

浜―室蘭―サ ンピ ドローホ ノルルー神戸)を 実施 した.以 後,昭 和 16年 6月 の第 34次 遠

洋航海 まで北米西岸,ハ ワイ,中 部太平洋,オ ース トラリア等 を中心 に遠洋航海 を繰 り

返 し,海 の若人の養成 と国際親善に貢献 した。

昭和 16年 (1941年 )12月 の開戦後 ,逓 信省 (現,国 土交通省)海 務院の管轄 に移

り,昭 和 16年 9月 の第 35次 短期沿岸航海か ら昭和 17年 12月 の第 42次 航海の神戸
～若松の短期練習航海 まで沿岸 にお ける練習航海 を行 つた.昭 和 18年 4月 に戦時措置

として,全 国の商船教育機関の練習船 は逓信省航海訓練所 (現,独 立行政法人航海訓練

所)に 移管 され,進 徳丸 も乗組員共々航海訓練所 に移籍 された。そ して昭和 19年 (1944

年 )7月 か ら三菱神戸造船所 において,バ ラス ト等の陸揚 げ後、同 9月 帆装の撤去が行

われ,汽 船練習船 「進徳丸」 とな った。

また戦時中,緊 急物資の輸送 として石炭輸送 に従事 していた昭和 20年 7月 24日 正

午頃,二 見沖停泊中,米 軍の艦載機の機銃掃射 とロケ ッ ト弾 による空爆 を受 けたため甚

大な被害 を被 り,沈 没 を免れ るため任意欄座 した。 この空爆 によ り死亡者 6名 (実習

生 5名 ,乗 組員 1名 ),重 傷者 6名 (全員実習生)の 人的被害 を被 った。空爆 は 31日

まで続 き船体 は無数の銃弾 を受 け全焼 した.火 災 によ り当時の公式記録はすべて焼失 し

た。二見港沖方位 124度 ,距 離 420mの 地点であった。

終戦 1年 後の昭和 21年 (1946年 )7月 31日 に引揚 げ作業が始め られ,8月 19日

浮上,8月 24日 三菱神戸造船所 に曳航 され,修 理が施 された。翌昭和 22年 (1947年 )

5月 30日 汽船練習船 「進徳丸」がよみがえつた。以後 ,汽 船練習船 として東京 ・神戸

の両商船大学,5商 船高等学校 の学生の訓練航海 に従事 しなが ら,引 き揚 げ輸送等 にも
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参加 した。なかで も特記すべき航海 として,昭 和 22年 12月 の軍艦 「笠戸」の曳航 ,

昭和 31年 10月 のナホ トカ引揚 げ航海等がある。昭和 37年 (1962年 )12月 20日 寄

る年波に勝てず,二 代 目汽船進徳丸 に練習船の責を引き継 ぎ,昭和 38年 3月 31日 廃船

となった。

その後 しば らくの間,神 戸港 に係留 されていたが,兵 庫県や神戸市及び財界の援助 を

受 け,昭 和 42年 (1967年 )「財団法人進徳丸保存会」が設立 され,神 戸 ・深江 の神戸

商船大学キャンバス内に陸揚げされ,教 材の役 目と宿泊施設 を備 えた青少年の海洋活動

の場 として,進 徳丸保存会の手 によ りその余生を送 る こととなった。陸上保存船 として

の進徳丸は,年 間約 3,000人 の訓練生を受入れ,6nlカ ッター を漕 いだ り,赤 ・自の手

旗 による信号法 を学んだ り,ロ ープを使 って結び方の練習 を した り,夜 にはデ ッキ上で

映画会 を催 した り,キ ャンブ ・ファイヤーを囲んだ り,船 内を廻 る肝試 しを行 った りし,

約 27年 の間,約 81,000人 の青少年 に親 しまれてきた。

平成 7年 (1995年 )1月 17日 に発生 した阪神淡路大地震で地盤 もろとも大被害 を

被 り,船 体 は大き く傾斜 ・移動 したため,復 旧 ・修理が不可能 とな り,や むな く解体 さ

れ ることとなった。解体作業は,平 成 7年 12月 よ り開始 され翌年 3月 には跡形 もな く

完 了 した。神戸 の地で初めて 日本 人の技術で造 られた練習帆船 「進徳丸」 は,72年 間

そ の使命 を全 うしたのである。帆船練習船 として約 21年 間,汽 船練習船 として約 16

年間,国 民に夢 と希望 を与え海国 日本 を支 える海の若人を養成 してきた 「進徳丸」で育

った実習生は約 1万 1900名 ,そ の航海距離は約 52万 9000浬 に及んでいる.

平成 10年 (1998年 )3月 ,解 体 された跡地 に 「進徳丸」の業績 を偲び,ジ ガー ・マ

ス トや船長公室や士官サ ロンの天窓ガ ラスや 「追憶」記念板等 を展示 し,後 世に伝える

ため 「進徳丸 メモ リアル」が造 られた。進徳丸解撤 に約 9,200万 円を,進 徳丸 メモ リ

アル建設 に約 3,800万 円が費や された。関東大震災時 に誕生 し,阪 神淡路大震災で終

焉 した練習船進徳丸 は,文 字通 り震災に始 ま り震災で終わった船 と言える。

2.練 習帆船の是非

進徳丸建造 当時の大正年間にお いて,既 に帆船練習無用論が叫ばれていた.い わ く帆

船の士官 になろ うというのが 目的ではあるまい一般的 には大型の汽船である,い わ く汽

船 には帆船 の知識や技術 を必要 としないであろ う,い まや汽船か ら機船 に変わ つてきて

お り帆船は全 くな くなってきて いる,帆 船の時代ではあるまいというのがその大旨であ

る。これに反 し帆船練習必要論は,『老船長 の航海余録』 (五野経三著)の 弁 を借 りれば,

「……海員の基礎的要素,Seaman like properを 培養す るには,最 も痛 切にその感 を

探 らしめる実際の境地 に彼 らを置 き,実 物教訓 によ りて海 を知 り海 を体得せ しむるに如

くはないのである,… …国家多難な折,貴 重な燃料 を要す る機船 を以でする ことは財政

上全 く不可能の ことに属す るのである……」 と云 うものであった。帆船 は最 もク リー ン

で効率の良い船であると,大 正時代 に論ぜ られていた ことは痛快な限 りである。

3.進 徳丸の帆装型式

大正 10年 10月 ,文 部省は練習船建造調査会 を開き,そ の船種 と型式が検討 された。

海軍側の汽船論 と文部省俣1の帆船論が対立 したが,文 部省督学官であった小関三平氏の

熱心な主張 によ り帆船 と決定 した。 さらに帆装型式 について は,大 成丸 と同 じ 4本 マ

ス トのバ∵ ク型 と 4本 マス トバーカ ンティン型 とが議論 されたが,当 時 日本郵船の海

務部長であつた武田良太郎氏が英国で 自ら乗船 した経験 よ り旋回性能 に優れているバー

カ ンティン型 を強 く推奨 した ことによ り 4本 マス トバーカ ンティン型に決定 された。

当時国内では大型帆船建造 の経験 が乏 しく,英 国の Ramage&Ferguson Co.に
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帆船 に関す る部分の設計一切 を依頼 し,日 本よ り技師 を派遣 し建造の指導 を受 けた。

4.進 徳丸の命名のいわれ

「進徳丸」 という名は何 に由来 しているのかは種 々議論のあるところである。命名の

由来 は以下の ことであろうと考 えて いる。即 ち,進 水の 3ケ 月前 に発生 した関東大震

災で国民が動揺 し政情不安定であつた ことよ り,大 正 12年 11月 10日 に 「国民精神作

興二関スル詔書」が発せ らた.こ の詔書で 「宣 シク教育 ノ淵源 ヲ崇 ヒテ智徳 ノ拉進 ヲ努

メ網紀 ヲ粛正シ風俗 ヲ匡励 シ浮華放縦 ヲ斥ケテ質実剛健二趨キ」 と述べ られて いる。 こ

の詔書よ り文部大臣岡野敬次郎氏が選語命名 されたものである。

5.進 徳丸の特色

進徳丸 は,商 用帆船 として設計 されたため,当 時のバー ク型帆船大成丸 に比ベマ ス ト

が高 く,ヤ
ー ドが長いものであつた。特 にメイン,ミ ズ ン,ジ ガーの各マス トのブーム

スルが余 りに大 き く,取 扱 いに難渋 したため 5年 後 にはそれぞれガフを 2本 に して帆

を分割 した。また,第 5次 の遠洋航海 (大正 15年 ,神 戸一横浜一室蘭―サ ンデ イエゴーヒ

ロー神戸)に 備え第 2番 船倉 を改造 し 150ト ンの予備炭庫 を造 つた。その結果燃料炭は

581ト ンとな った。

総帆 による帆走速力は,最 大 12ノ ッ トが記録 されている。普通は 10ノ ッ ト以下で,

平均速力は 5ノ ッ ト程度であつた.

6.進 徳丸の要 目
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１
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■

■

■

■

■

■
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帆船時代 (大正 13年 2月 15日 ) 汽船時代 (昭和 22年 改造時)

設計者

造船所

着二年月

進水年 月

竣工年月

Lamage&FergusOn Co.

三菱造船 (株)神 戸造船所

メこ12(1923).7.28

メこ12(1923).12.9

大 13 (1924).2.25

帆装撤去 昭 和 19(1994).9

三菱重工業 (株)神 戸造船所

改造年月 昭 22(1947).5.30

三菱重工業 (株)神 戸造船所

大改装年月 昭 31(1956).8.3

日本鋼管 (株)浅野ドック

船舶 番 号

船名符字

29796

JOYA(建 造直後 は SPMH)

29796

JEQ」(昭 25よ り)

数

数

ン

／ヽ

ト

ト

総

純

2518.42 tons

l173.18 tons

2792.43 tons

1316.74t()ns

長さ Loa

Lpl)

幅

深 さ

喫水

109。l nl

85.34 nl

13.41 nl

8.08 nl

6 . 9 6  n l ( M a x )

91.00 n■

85.341n

13.41 nl

8.08 nl

6.40 nl

船主

船籍港

船種

資格船質

航行区域

文部省

神戸市

補助機関付き帆船 (4桔 )

一級鋼船

遠洋区域

運輸省

神戸市

汽船
一級鋼船

遠洋区域 (国際航海 を禁ず)

主機関

馬 力

三段膨張往復 蒸気 機関 2基

1250 1HI)(625×2)

三段膨張往復 蒸気機 関 2基

1250 1HI)(625×2)
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缶   1片 面焚 自然通風缶       1片 面焚 自然通風缶

湿燃式 円缶  × 2 1        湿 燃式 円缶  × 2

燃料   |ラ百がそ 581.45 tc)ns 石i:夫  785.43 tons

速 力  110.5ノ ッ ト (汽走 ) 9.5 ノ ッ ト(nlax.) 7.5 ノ ッ ト(nav.)

定員  1乗 組員 72名 ,生 徒 12()名   1乗 組 員 72名 ,生 徒 128名

第 3節  保 存展示品

進徳丸 メモ リアル には,以 下の展示品 (屋外展示品 10点 ,屋 内展示品 11点 )が 保

存 ・展示されている。

1.屋 外展示品

(1)ジ ガーマス ト (」igger mast)

4本 マス ト型の帆船の最後尾のマス トを言 う。

帆船時代  高 さ 41.5メ ー トル (上甲板上)

汽船時代   高 さ 25.84メ ー トル (プープデ ッキ上)

(ロアーマス ト部及び トップギャラン トマス ト部の一部 を切 り詰めた)

保存部分  高 さ 22.40メ ー トル (地面上)

(トップマス トの基部 を切 り詰 め,帆 船時代の約半分の高さとなった。)

(2)大 錨 (Best bower)

有拝錨 (TrOtman'sЪっe) 重 量 2.562t

シャンクの長 さ 3.20m  製 造  N.Hingley&Son Ltd.

(3)中 `猫 (Streanl anch()r)

有拝錨 (Trotnlan's Type)   重 量  0。771t

シャンクの長 さ 2.30m  製 造  N.Hingley&Son Ltd.

(4)錨 鎖 (Anchor chain)

片舷 8節           片 舷 の錨鎖 の長 さ 247.8m

破断荷重   170t    製 造 N.Hingley&Son Ltd.

(5)ブ
｀
ロペ ラ (Propeller)

二機二軸の 2基 の推進器 (外旋型)

翼数 4翼   直 径 2.74m  ビ ッチ 3.048m   材 質 マンがンフ
・
ロンス

｀

(6)プ ロベ ラシャフ ト (PrOpeller shaft)

主機関 とプロベ ラを繋 ぐ回転軸

(7)汽 笛 (Steanl whistle & Steanl horn)

ホ イッスル,号 笛 (Steam urhistle) 蒸 気圧で笛 を鳴 らす方式  円 筒形の もの

(操船信号 に用 い られた)

エアーホー ン (Steam air horn)  蒸 気圧で ラッパ を鳴 らす方式

(霧中信号 に用 い られた)
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(8)船 名符字板 (模造 )(Signal letter)

船 の呼び 出 し符号 (コー ルサイ ン),船 個 々 に附 され る。

帆船進徳丸 建造 直後    「 SI)MH」,の ち 「JO■
7A」

戦後 改装後 昭和 25年 よ り 「JEQJ」

(展示 の 「JO■,A」 は帆船 時代 の記 念 と して進 徳丸 メモ リアル建 設時 に作 成 した

もので ある。)

(9)舵輪 (Wheel)

ナ ビア差 動ね じ式操舵 装置 (Napier differential screw steering gear)の二重

舵輪 の 1つ .

入 力操舵 の際 は,4名 の学 生が操舵 当直 に付 いた。

(10)交 通艇 「む こ丸」

深江 の沖 に停 泊 した進 徳丸 へ の交通艇 と して活躍 し,多 くの学 生が学校 のポ ン ド
か ら,む こ丸 によ り進徳丸 に乗 下船 した。

材質 :本 製平張 り   機 関 :デ ィーゼル機 関   総 トン数 :6トン

定員 :12名      竣 工 :昭 和 12年

2.屋 内展 示 品

(1)船 長公室 (Cal)tainis public room)

船 長 の執務室 兼応接室

(この部屋 で外 国 の港 の高官 と面談 した。船長公室 の約 半分 を保存 して いる。)
室 内調度類

船長室執務机 と椅 子 , L字 型 ソ フ ァー ,客 用椅子 ,デ ス ク,サ ィ ドテー ブル

(2)ベ ー シ ン (Basin)

室 内用洗面台

士官用 の個 室 には,ベ ー シ ンが壁 際 に備 え られて いた.水 及 び汚水 は溜置 き式
で ある.

(3)帆 船進徳丸航跡 図 (Track chart)

遠洋航海 は大 正 13年 の第 1次 航 (神戸 ―横浜 ―室蘭 ―サ ン ピ ドローホ ノルル ー

神戸 )か ら昭和 16年 の第 34次 航 (神戸 ―崎戸 ―パ ラオ ーバ ラオ ーヤ ップ ー神戸 )
まで続 いた。行 き先 は,主 に赤道 中部太平洋 .北 太 平洋が 中心 で あった.

(4)士 官サ ロン天丼模 様 ガ ラス

士官サ ロンの傾斜屋 根天窓 (Sky light)の 下 に取 り付 け られ て いた模 様 ガ ラス
(後に,ア ク リル製 )で ,大 学 の紋章 で ある コンバ スマー ク と唐 草模様 が描かれ ,

品格 を高めて いた。

(5) 主 機 関 (Main engine)

二段膨脹往復蒸気機 関 (Triple expansi()n&reciprocating steanl engine) 2J塞

1基     625HP      総 馬 力 1,250HP

高圧 シ リンダー  直 径  305mm   中 圧 シ リンダー   直 径  508mm
低圧 シ リンダー  直 径  838n■m   ス トロー ク       600nlnl
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速力 (機走)   10.5ノ ッ ト     (帆 走)     13.0ノ ッ ト

(6)ビーム (Beam)

船体の梁 :建 造 当時,国 内では良質の鋼材が求め られず,外 国か ら鋼材 を輸入 し

ていた ことが伺われ る。進徳丸 は輸入鋼材で造 られて いた。

製造会社 り NヽARKSHIRE STEEL Co.Lt(1.

製造国   SCOTLAND

(7)デッキ ライ ト (Decklight)

プ リズム式デ ッキ ライ ト :甲 板上の明か りを船内に取 り込むガ ラス.

学生居住区に 4ケ 所取 り付け られていた。

(8)学生居室 (Ca(let r()om)

学生居室は,8人 部屋で左右 に 2段 ベ ッ ドが 2連 ,中 央船側 に本製ベ ンチが設 け

られていた。ベ ッ ドの下部には引き出 しがあ り,個 人の衣類が入れ られるようにな

っている。ベ ンチの下は,靴 入れ となっている.

(9)ス カ ッツル多数  (外 壁取付 け)

(10)線 図   多 数

(11)追 憶

昭和 20年 7月 24日 ,播 磨灘二見沖 にお いて爆沈 の悲運 にあい,多 数の死傷者

を出 した。戦後 これ を引き揚 げ,神 戸三菱 ドックに曳航 ,改 装修理が施 され,昭 和 22

年 5月 30日 進徳丸は再興 された。当時実習生 として乗船 していた高等商船学校第二

期生 らが これ を記念 し,真 実 と自由と友愛 の証 として,真 鍮板 に 「追憶」 を刻 し,昭

和 23年 3月 10日 第一教室 (学生食堂)左 舷 の壁 に掲げた。以来,光 り輝 く青春の

象徴 として親 しまれ,多 くの実習生の手によ り磨き続 け られた。

第 4節  見 学者

年度別 ,進 徳丸 メモ リアルの見学者数 (人)を 表 1に 示す。毎年 5月 に多いのは,

開学祭の折 りに見学す る人が増えるか らである。当初見学者数は徐 々に増加 して いるが,

平成 13年 をピー クに減少 してきている。

第 5節  課 題

進徳丸 メモ リアルは,海 事資料館の管理 となって いるが,実 質的な管理者がいない状

態であ り,見 学希望者があるたびに教職員のボ ランティアが対応 して いる。また,保 存

品 も多数あるがそれ らを整理する人がいない状態である。さらに進徳丸 メモ リアル とし

ての予算 はゼ ロであ り,手 入れ もできない状態である.今 後,大 学の ラン ドマー クとし

て活かすため,保 存整備 の方法 と専門職員の配置 を検討 しなければな らない.
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表 進徳丸 メモ リアル見学者数

月 平成 10年 平成 11年 平成 12年 平成 13年 平 成 14年

4 14 36 66 76 Ｆ
Э

ｒ
Э 223 227 257 154 125

6 27 77 21 4 39

7 9 14 40 26

8 4 20 8 0 68

9 14 30 18 9 14

10 155 36 170 56 49

33 37 ，

″ 175 45
９

“ 37
９

″ 97 7
つ

″

1 4
９

“ D 4 つ

2 23 41
１
■

つ

″ 29

3 20 19 23 110 27

合 計 563 551 708 652 487
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第 2章

操船 シ ミュ レーター
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Active Use of Ship-Handl ing Simulator in KUMM

Professor Dr.  Kinzo Inoue (Kobe Universi ty of Mercant i le Marine)

Points at Issue

sitnulatol .  or iented trainins
A ship-handl ing simulator has been used as a tool  to simulate real ships for t raining purposes,
and simulator-or iented traiming is already pract iced global ly.  However,  a current problem in
training using a ship-handl ing simulator is how to judge quant i tat ively and object ively the ski l l
progress of t rainees in col l is ion avoidance manoeuwes without depending on an instructor 's
experience and subject iv i ty.  This is one of the issues to be solved for the further expansion of
simulator-oriented training.

r isk assessment
Regarding port  and waterway design, ship-handl ing simulators are recognized as powerful
assessment tools,  and are act ively used for assessing marine traf f ic and ship handl ing. However.
it is an undeniable fact that risk evaluations are dependent on subjectivity, as the yardstick is
imperfect for objective evaluations of experirnental results. The evaluation index should be
developed as an unbiased yardstick for quantitatively determining the ship-handling difficulty
imposed on a mariner due to geographical restrictions and traffic congestion, for scientificaily
invest igat ing the process of overcoming r isks of col l is ion and stranding when the experiment is
executed using a ship-handling simulator, and for objectively verifying the effectiveness of
safety countermeasures.

current act iv i t ies
If  these points at issue are overcome, i t  is expected that ship-handl ing simulators wi l l  be
act ively used not only for t raining but also for a wider range of appl icat ions in research f ie ld.
From these points of view, at the Kobe University of Mercantile Marine, efforts to upgrade
simulator equipment to meet the demands stated above are underw ay, and. researeh activities
have been canied out to overoome these issues. Here we introduce a special ly developed real-
t ime assessment monitor ing display system l inked to a simulator,  which ref lects the research
results.

Ship-handl ing Simulator in KUMM

profile
A ship-handl ing simulator is a unit  that provides a real- t ime simulat ion of ship handl ing. Visual
images of the external world that can be seen from the ship are projected on a screen. Amariner
handles his ship whi le viewing these visual images. Using computers, var ious stratagems are
adopted to generate real ist ic v isual scenery on a screen, to compute ship movements, to operate
instruments on the br idge, and to generate environmental  sounds.

The marine traffic and ship-handling laboratory has conducted research on ship-handling
simulators since the early days of sirnulation technology, We have had a nocturnal ship-
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handling simulator with a horizontal view angle of 90 degrees ever since 1986. However, this
facility was disabled due to the Great Hanshin-Awaji Earthquake, which occurred on January
17, 1995. A year later, a new ship-handling simulator was introduced during recovery from the
earthquake.

The new machine was instal led in a dedicated simulator faci l i ty l2m(L)x l2m(W)x7m(H).
The exterior of this facility is shaped like a dome. The interior of the simulator dome consists
of a screen section with a ground floor and a first floor stairwell and a bridge section in a two-
floor construction with the simulator control station stacked on a bridge mockup 8.5m(L)X
3.5m(W)X 2.5m(H) on the ground floor. The projection system is a 4-channel front projection
system projecting horizontal 200 degrees and vertical 32 degrees field ofview on a 5 m radius
continuou s cylindrical screen.

Fig. l  is an exter ior v iew of the dome-shaped simulator faci l i ty instal led on the roof of  the Sea
Training Centre.

Fig. 2 is a f loor plan
Fig.2 (b)  shows the
sectional view of the

of the simulator facility. Fig.2
first-floor simulator control

simulator facilitv.

(a) shows the ground-floor

stat ion sect ion, and Fig.2

bridge section.
(c) is a cross-

((Fig.2(b) l " ' - f loor control  stat ion sect ion)

( F i g . l siinulator dOme》

((Fie.2(a) ground-f loor bridge section))

- 86 -



(  Fig. 2(c) cross-sect ional v iew))

Fig.3 shows simulator equipment in the br idge mockup. Fig.4 shows a ｎＯａｎｔｒ。‐ ｓｔ

ｙｔｏｒｃｏ
踪

ｓｉｍｕ‐ａ

躙

(Fig.3 br idge mockup)) 《Fig 4

s

control  stat ion))

visual f ie ld projected on the screen fal ls in

side from the bow to the stern.

the direction of the gyrocompass altered

mode.

Ｌヽ

dual mode: br idge and wing simulator

A ship-handl ing simulator should be designed not only for watch-keeping operat ions to

simulate col l is ion-avoidance manoeuvres, but also for harbour manoeuvring including berthing

and un-berthing operat ions. This ship-handl ing simulator was designed as a dual mode br idge-

center and wing-side simulator.

When designing this simulator,  the fol lowing design elements were introduced to achieve a

smooth shi f t  f rom bridge-centre mode to wing-side mode, without interrupt ing the simulat ion,

without any structural changes to the mockup, and without the mariner moving position.

l) A jutting part imitating the wing at the central part of the bridge mockup was set up.

2) The visual image could be changed so that the viewing point is posi t ioned at the port  or

starboard wing.

3) The visual image could be rotated so that the

the range of 200 degrees of the port  or starboard

4) Environmental sounds could be changed and

simultaneously with switching the ship-handl ing

These functions have been well accepted by pilots and masters who are actually engaged in

harbour manoeuvres including berthing and un-berthing operat ions. Fig 5 shows a br idge-

centrc simulat ion and Fig.6 shows a wing-side simulat ion.
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( f  ig.  s br idge-centre simulat ion)) (Eig.O wing-side simulat ion))

real-time assessment monitoring display system

This ship-handling simulator is equipped with a specially developed real-time assessment

monitoring display system. This system displays with graphics in real-time ship-handling

diffrculties due to geographical restrictions and traffic congestion, and displays dangers of

col l is ion and stranding in the ship-handl ing process.

Fig.7 shows the system conf igurat ion of the real- t ime assessment monitor ing display system

linked to a ship-handling simulator. The assessment computer determines the magnitude of

di f f icutty and the level of  danger of an accident dur ing a ship-handl ing process based on the

data from the ship-handling simulator. The calculation process and the results of the

determination are plotted on the graphic display screen.

Ship-handling difficulty and danger of an accident are both derived from the value of Time To

Collision (TTC, residual time when the predicted track collides with another ship or an

obstacle) of each t i rne sect ion of navigat ion. A stand-alone computer for calculat ing the

predicted tracks is introduced to shorten the time for calculating ship motion.

Fig.8 shows the display unit of this system installed on the port side of the bridge mockup of

the simulator.  The display unit  is composed of 3D-view screen, ES-monitor,  and US-monitor.

((nig. z system configuration))
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3D-view screen

The 50-inch display unit  provides a bird 's-eye view to enable object ive recognit ion of the
relat ionship between own ship and other ships or obstacles by placing the viewing point in the
upper sky to the rear of own ship as i f  one were chasing own ship from the rear.  Fig.9 shows a
screen displayed on the 50-inch display unit .

ffi:z#**jF*ffi

((Fig. l0 screen of ES-monitor)) ((Fig. l  l  screen of US-monitor))

ES-monitor
The ES-monitor displays the assessment of Environmental  51."rr( t)(2) imposed on a mariner due
to restrictions on actions to avoid collision and stranding at a navigable v/ater area. The value
of environmental stress is a numerical index indicating diffrculties in ship handling felt by a
mariner due to the geographical restrictions of a water area and/or traffic congestion.

The ES value is expressed in the range of 0-1000; the stress ranking is:  f rom 0 to 500 is
negl igible;  f rom 500 to 750 is marginal;  f rom 750 to 900 is cr i t ical ;  and, 900-1000 is
catastrophic. On the relation between this stress ranking and the acceptable level, an ES value
of 750 or more is a state that is unacceptable for mariners. Fig. l0 shows a screen displayed on
the ES-monitor.

US-monitor
The US-monitor displays a detected Unsafe Situat ion(3Xa)ts) 1u1"t t1 in a ship-handl ing process. I f
any act ion to avoid col l is ion is delayed for target ships or obstacles, own ship approaches too

(f ig. l  chasing view in 3D)
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close to them result ing in danger of an accident.  Such an unsafe si tuat ion is detected based on
Time To Col l is ion (TTC). The value of TTC corresponds to the residual t ime when the
predicted track col l ides with another ship or an obstacle.

This TTC is a numerical  index indicat ing the potent ial  r isk of col l is ion and stranding in each
t ime sect ion of navigat ion. I t  can be judged that the danger of an accident is high when the
va lue  o f  TTC is  c lose  to  zero .  F ig . l l  shows a  screen d isp layed on  the  US-moni to r .

Concludinq remarks

In a navigat ion system, which consists of a relat ionship in a "ship-human-enviroument",  the
human factor plays a signi f icant role in tr iggering accidents. However,  the environmental
conditions that determine the level of ship-handling difficulty are also important factors, which
may affect the possibi l i ty of  an accident occurr ing, The r isk of an accident thus relates strongly
to the skills of a mariner, the ship-handling difficulty forced on the mariner by the environment
in which ship handl ing is executed, and the rnanoeuvring performance of the ship.

The newly developed real- t ime assessment monitor ing display system has been developed to
examine the possibi l i ty of  an accident occurr ing from the potent ial  r isk of col l is ion and
stranding and ship-handl ing di f f rcul ty.  And this system displays with graphics in real- t ime the
quant i tat ive results of the assessment.  The idea of developing such an assessment index and
innovat ive visual-aid system in l inkage with ship-handl ing simulator is expected to contr ibute
to broadening further applications of ship-handling simulators in the training, education, and
research f ie lds.
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導入教育科 目 「海 ・

第 3章

船に親 しむ

および

「海技実習」

(マリンスポーツ)」
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第 1節 概 要

新カ リキュラムである全学共通の導入科 目 (前期)「海 ・船 に親 しむ」 (マ リンスホー

ツ)が 始 まり 3年 目を迎 える。舟艇 の実習やマ リンスポーツを体験す ることで,神 戸商

船大学のキー ワー ドである 「海」 と 「船」 につ いて親 しみ,理 解 を深め,本 学が育成す

る人材像 としての 「教養豊かな国際海洋人」や 「紺碧 の海 を守 り育む研究者」 としての

基礎体験 を目的 としている。実施種 目は,カ ッター,小 型船 (白鴎),ク ルーザー(クラ

イナーベル グ),基 礎水泳である。

さ らに,後 期 には 「海技実習」 にて,カ ッターの とう漕 (プー リング),帆 走 (セー

リング),小 型舟艇 (クルーザー ヨッ トを含 む)の 取扱 い,結 索 ,救 命 信号取扱 い等 の

実習 を通 じて,国 際海洋人 として必要 とされる資質の涵養 と海技の習得 ,さ らには,安

全管理の基本 (安全文化)を 修得す る事 を目標 としている。

授業アンケー トの結果及び授業中の観察か ら,学 生は以下 の体験 をしていると考え ら

れる.(  )内 はアンケー トの回答文よ り引用 .

(1)感 動体験 になっている。

(おもしろい,楽 しい,親 しめた)

(2)「 海」「船」への興味を促 して いる。

(なぜなのか,も っとや ってみたい,や つてほしい)

(3)学 生の教養獲得への体験 となって いる。

(泳げるようになって うれ しい,船 の運転が楽 しい,ロ ープワー クは有意義 ,セ
ー リングは難 しいが興味 をもつた。)

(4)青 年期 の体験 として相応 しい体験 となっている。

(新しい ことに取 り組んだ,冒 険的体験 ,友 人 との接触)

(5)自 然体験 になっている.

(海の恐ろ しさ,感 動,海 の汚れ)

(6)人 間関係 を体験 して いる。

(協力共同作業,新 しい友 人ができた)

(7)ど うす る こともできない無力体験 と,そ の克服体験 (成功体験)を 経験 して いる。

(苦しかつたけれ ど,で きるよ うになった,よ か つた)

(8)ア イデ ンテ ィテ イの形成への援助体験 を経験 している。

(他ではできない体験 ,さ すが商船大学,悪 天候での海はいい経験)

第 2節  実 施 日程

授業内容が海上での舟艇操作である ことか ら, 2時 限連続で実施 され る.「海 ・船 に

親 しむ」授業実施 日程は表 1に ,「海技実習」授業実施 日程は表 2に ,H14年 度の例 を

示す。
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表 1 「 海 ・船 に親 しむ」 日程

(1鐘)BN・ BT

表 2

(火 )BE・BK・BP

離111穫ゞ FONl IJI 船2班 船 3班 船41jI 船5FJI 船6班

回 戯出日:111 水泳1班  ～  水 泳4班 水泳 5班  ～  水 泳 8班

l ,1雛 げイダンス ガイダンス ガイダンス ガイダンス ガイダンス ガイダンス

2 S器蠍 К泳テスト 水泳テスト 水泳テスト 水泳テスト 水泳 テスト 水泳テスト

3 リツター 白鴎 クルーザー 基礎水泳 基礎水泳 基礎水泳

4 聾礎水泳 基礎水泳 基礎水泳 カッター 自鴎 クルーザー

5 ヨ鴎 クルーザー カッター 基礎水泳 基礎水泳 基礎水泳

6 聾礎 水 泳 基礎水泳 基礎水泳 白鴎 , )v-+r- カッター

7 潟 フルーザー カッター 白鴎 基礎水泳 基礎水泳 基礎水泳

8 l l S 聾礎水泳 基礎水泳 基礎水泳 クルーザー カッター 白鴎

9 楡 リッター 自鴎 クルーザー 基礎水泳 基礎水泳 基礎水泳

ltl(0 馨礎水泳 基礎水泳 基礎水泳 カッター 自鴎 クルーザー

1 1 11Ti踏 ヨ鴎 クルーザー カッター 基礎水泳 基礎水泳 基礎水泳

117傘 馨礎水泳 基礎水泳 基礎水泳 自鴫 クルーザー カッター

7101 アルーザー カッター 白鴎 基礎水泳 基礎水泳 基礎水泳

諄::著:業 陰1 班 船 2班 船3班 船4班 1船5班 船6班

回 水泳1班  ～  水 泳4班 水泳 5班  ～  水 泳 8班

1 ガイダンス ガイダンス ガイダンス ガイダンス ガイダンス

2 水泳テスト 水泳テスト 水泳テスト 水泳テスト 水泳テスト

3 翼:靱 自鴎 クルーザー 基礎水泳 基礎水泳 基礎水泳

4 鞘§う:襲 翡8籠 精11lfド 8ヽ1琴月|∫:158

5 基礎水泳 基礎水泳 基礎水泳 カッター
白鴎 クルーザー

6 クルーザー カッター 基礎水泳 基礎水泳 基礎水泳

8 ||||´1鎌 基礎水泳 基礎水泳 基礎水泳 自鴎 クルーザー カッター

9 :31構 クルーザー カッター 自鴎 基礎水泳 基礎水泳 基礎水泳

::躙 基礎水泳 基礎水泳 基礎水泳 クルーザー カッター 白鴎

111椰 bッター 自鴎 クルーザー 基礎水泳 基礎水泳 基礎水泳

:饉tt・ 壁礎水泳 基礎水泳 基礎水泳 カッター 白鴎 クルーザー

ヨ鴎 クルーザー カッター 基礎水泳 基礎水泳 基礎水泳

「海技実習」 日程

回 A班 B班 C班

1 カ ッター カ ッター クライナーベルグ

2 クライナーベルグ カ ッター カ ッター

3 カ ッター クライナーベル グ カ ッター

4 カ ッター カ ッター クライナーベルグ

5 クライナーベルグ カ ッター カ ッター

6 カ ッター クライナーベルグ カ ッター

7 白 鴎 小 艇 クライナーベルグ

8 ク ライナー ベル グ 白 鴎 小 艇

9 4'ffi クライナーベルグ 白 鴎

白鴎 小 艇 クライナーベル グ

クライナーベルグ 白 鵬 小 艇

4'f t クライナーベルグ 白 鴎

技業 [ヒー ビングライン ・ハ ン ドレッ ド・結索 :三 維 り,マ ニラロー プのスプライス]

技業 [サバイパル トレーニング,救 命いかだ,信 号装置]

総合評 価
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第 1節  端 艇部 (男子 )

1.課 外活動概要

端艇 (カッター)を 使用す る学生の課外活動 は,端 艇部 (カッター部)で ある。端艇

部は,神 戸商船大学が昭和 27年 (1952年 )5月 に新制大学 として発足以来,常 に

活発な活動 を続 け,昭 和 32年 (1957年 )6月 23日 , 日本カ ッター連盟の主催に

よる第 1回 全 日本カ ッター競技大会が京浜港東京区で開催 されて以来 ,平 成 15(20

03年 )年 5月 24日 ,防 衛大学校 (神奈川県横須賀市)に て開催 された第 47回 大会

まで,優 勝 5回 ,準 優勝 5回 という輝か しい成績 を残 している。

また,大 阪湾 。瀬戸内海 という恵 まれた海洋環境 を利用 して,帆 走 と撓漕 を利用 した

巡航 (水無 月巡航 ・瀬戸内海巡航)を 体験す ることによ り,海 洋人 としての資質 を涵養

す ると共 に,慣 海性 と基本的な海技の修得 に努 めて いる。

さ らに,社 会的活動 と して,「神戸港カ ッター レー ス」及び 「うず しおカ ッター レー

ス (国立淡路青年の家主催)」の運営 につ いて,艇 配乗,ス ターター,タ イム計測等 レ
ース当 日の支援 ,ま た, レース前における本学ポ ン ド全面 における外部者練習補助等,

部全体で協力 して いる。

2.年 間活動概 要

月 活 動 概 要

4 O春 季合宿 ○ 全 日本合宿 ○ 新入生勧誘

5
○全 日本合宿 ○ 全 日本 カ ッター競技大会 ○ 開学祭 カッター試乗会

O神 戸港 カ ッター レース運営支援

6 O水 無 月巡航 (深江←→浜寺公園または須磨)
７
′ ○うずしおカッターレース運営支援 ○ 瀬戸内海巡航準備

8 0瀬 戸内海 巡航

9 0夏 季合宿 O新 人戦合宿

10 O西 日本 カ ッター新 人競技大会

0陸 上 トレーニ ング (ランニング/持久力養成)○ 端艇 ・巡航用具整備

12 ○陸上とレーニング(ランニング/持久力養成)00B会 (深江艇友会)会報発送

1 0陸 上とレーニング(ランニング/持久力養成)○ 端艇 ・巡航用具整備
●
乙 O春 季合宿

3 ○春季合宿  ○ 全 日本 合宿  00B会 (深江艇 友会)総会

3.対 外試 合成績

順

位

第 45回 全 日本

平成 13年 5月 26日 (土)

海上保安大学校 にて

第 46回 全 日本

平成 14年 5月 25日 (土)

海上保安大学校 にて

第 47回 全 日本

平成 15年 5月 24日 (土)

防衛大学校 にて

1 海上保安大学校 ‖ 分 2 6 8 2秒 長崎 大学 ll分 4542秒 防衛大学 校 12分 14秒

2 防衛 大 学校 1 1分 2 9 2 3秒 防衛 大学校 H分 5 2 3 1秒 海 上保 安大学校 12分 28秒

3 長崎 大学 1 1分 4 5 3 1秒 海上保安 大学校 ;2分  13 60秒 東京水 産大学 1 3分 0 1秒
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4 日本大 学 12分 201 8秒 東京水産 大学 12分 26.11秒 長崎 大学 : 3分 1 2秒

5 神 戸商船大学 12分 4 5 . 4 9秒 神戸商船大学 12分 32_06秒 神戸商船大学 14分 26秒

6 水産 大学校 1 2分 0 8 5 5秒 東海大 学 1 2分 2 0 . 3 0秒 東京商船 大学 i 3分 3 3秒
「
′ 鹿児島大学 14分 01 84秒 日本大 学 1 2分 2 3 . 7 8秒 日本大学 1 3分 4 2秒

8 神奈 川歯科 大学 1 5分 4 1 . 7 1秒 水産大 学校 13分  09.02秒 東海大学 1 4分 3 1秒

9 二重 大学 1 6分 1 8 . 4 3秒 東京商船大学 13分 00 51 秒

10 東海大学 12分 26.23秒 鹿児 島大学 13分 58.04秒

東京水産大学 1 2分 37 . 5 4秒 神奈川歯科大学 1 5分 4 1 . 4 1秒

12 東京商船大学 1 3分 3 5 . 3 9秒 二重大学 1 8分 0 9 6 7秒

第 47回 西 日本新 人

平成 13年 10月 20日 (土)

水産大学校 にて

第 48回 西 日本新 人

平成 14年 10月 26日 (土)

神 戸商船 大学 にて

第 1位 海上保安大学 12分 30秒 海上保安大学校 12分 11秒

第 2位 水産大学校 12分 59秒 神戸商船大学 12分 23秒

第 3位 神 戸商船大学 13分 59秒 長崎大学 12分 54秒

第 4位 長崎 大学 13分 17秒
波方海上技術短期

大学校
13分 18秒

第 5位 海技大学校 15分 57秒 海技大学校 15分 35秒

4.課  題

全 日本の決勝戦には出場できているが,近 年優勝か ら離れている。問題 は,ス タミナ
にあると考えているので,基 礎体力と持久 力の向上 を図 らなければな らない。 また,平
成 15年 10月 よ り神戸大学 と統合するめで,深 江キ ャンパ スという地理的な要 因や新
入生の授業の関係か ら,部 員の獲得 によ リー層努めなければな らない。
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第 2節  端 艇部 (女子 )

神戸商船大学女子端艇部は,平 成 14年 4月 , これ までの同好会 としての活動 とその

成果が認め られ,本 学では唯一正規の女子部 に昇格 した。 さらに,同 年 12月 には女子

端艇部の OG会 である
“
艇友燦 々会 (ていゆ う 。さんさんか い)"を 設立す るに至 り,

会を通 じて女子端艇部の活動 を支援 し,諸 先輩 と現役学生が交流できる機会 を定例的に

設 け,部 の更なる発展 を目指す ことにした。

1.競 技成績

1.1全 日本カ ッター競技大会

第 47回 平成 15年 5月

第 46回 平成 14年 5月

第 45回 平成 13年 5月

第 44回 平成 12年 5月

第 二13回 平成 11年 5月

第 42回 平成 10年 5月

(於 横須賀 防 衛 大学校)

(於 呉 海上保安大学校 )

(於 呉 海上保安大学校)

(於 横須賀 防 衛大学校)

(於 呉 海上保安大学校)

(於 摩耶ふ頭 神戸商船大学)

6位

準優勝

準優勝

4位

5位

3位

3位

優 勝

準優勝

2大 学 が参加 した。

優勝

準優 勝

準優勝

優 勝

優勝

荒天のため女子 レースを中断 :順 位無 し

※ 第 42回 神戸大会か ら女子特別 レース を開設 し,3大 学が参加 した。

1.2西 日本新人 カ ッター レー ス

第 48回 平成 14年 10月 (於 芦 屋 沖 神戸 商船大学 )

第 47回 平成 13年 10月 (於 吉見 水産大学校 )

第 46回 平成 12年 10月 (於 時津 長崎大学 )

第 45回 平成 11年 10月 (於 芦屋 沖 神戸 商船大学)

※ 第 45回 神戸 大会か ら女子特別 レー ス を開設 し,

1.3神 戸港 カ ッター レース (於 神戸港 メ リケ ンパー ク)

第 25回 平成 15年 5月

第 24回 平成 14年 5月

第 23回 平成 13年 5月

第 22回 平成 12年 5月

第 21回 平成 11年 5月

1.4う ず しおカ ッター レース (於 淡路 島南淡町 ;

第 8回  平 成 15年 7月

第 7回  平 成 14年 7月

第 6回  平 成 13年 7月

第 5回  平 成 12年 7月

第 4回  平 成 11年 7月

2.課 外活動奨励賞

国立淡路 青年の家 )

準優勝

準優勝

準優勝

優勝

優勝

平成 13年 度  神 戸 商船大学課外活動奨励賞 受 賞

平成 14年 度 神 戸 商船大学課外活動奨励賞 受 賞

3.そ の他の活動

女子端艇部は部活動の他 に,小 学生を対象 に した各種の体験イベ ン ト,中 学生 を対象
に した総合学習プログラム,高 校生 を対象にしたテクノ ・オー シャンユー ス,一 般 を対

象 に した体験乗船や公開講座等,深 江丸やボ ン ド舟艇 に関連する各種 の体験 プログラム

に積極的 に参加 し,深 江丸の運航補助 ・船内警備 。案内スタ ッフとして も海事の啓蒙や

海技教育面 にお いて活躍 している.
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第 3節

1.活 動

3月

5月

6月

8月

ヨッ ト部

9月

10月

12月

12月 ～ 2月

2.設 備

ス ナ イ プ級

470イ汲

救助艇(白帆丸)

春合宿

春季イ ンカ レ

夏季イ ンカ レ

夏合宿

全 日本 470級 選手権関西予選

イ ンカ レ個 人戦関西予選

秋合宿

イ ンカ レ団体戦関西予選

秋季新入戦

冬季 OFF

4艇

4艇

1隻

3.課 題

統合 に向けて神戸大学 ヨッ ト部 と合同練習 をしているが,人 数不足 とそれぞれの技術

レベルが まちまちなため,練 習が制限されて しまう。

それぞれ大学の練習 に対す る考え方,モ チベー シ ョン,伝 統の相違がある。今後 は,

モチベー シ ョンを高 く持つ ことによ り,質 の高い練習 を していけるよ うに努力 したい。
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第 4節  漕 艇部

年間活 動状況

恒例 と して以下 の試 合 に出場 して いる.

5月  朝 日 レガ ッタ (於琵琶湖漕艇 場)

関西学 生漕艇 新 人戦 (於琵琶湖 漕艇 場)

7月  神 崎川 レガ ッタ (於神崎川 )

関西漕艇選手権 兼瀬 田川杯 レガ ッタ (於琵琶湖漕艇 場 )*

10月  関 西学生漕艇秋 期 リー グ戦 (於加古川大堰 上流 )

11月  神 戸 市民 レガ ッタ (於西宮 )*

(*平成 11, 12, 13年 度 は欠場 )

2.活 動予算

上記試合 に出場す るために,以 下の活動費等 を要 した。(1)～(4)項につ いては本学体

育会 よ り予算配分 を受 けて いるが,十 分ではな い。(5)項目は試 合出場のための個 人負

担費用で,交 通費の一部 を本学育友会か ら援助 を受 けているが不十分で,大 半は自己負

担で活動 を行 った。

(1)連 盟登録料                   75,000円

(兵庫県漕艇連盟 40,000円,関 西学生漕艇連盟 30,000円,神 戸市漕艇連盟 5,000円)

(2)出 漕料 (試合参加費)              100,ooo円

(3)艇 搬送費                    395,000円

(4)艇 維持費                    loo,o00円

(5)宿 泊 ・合宿費 ・交通費              各 自実費負担

3.課 題

試合前には早朝練習 も含 めた合宿 を行 つている.そ のために,自 鴎寮内に多 目的で利

用できる学内共同利用宿泊施設等 の厚生施設の整備が望 まれ る。また,そ のよ うな環境

を整える ことで,試 合前練習時間の確保 を計 りたい。

4.施 設 および設備

以下の艇および設備 を活用 している。

シェルエイ ト艇

シェル フォア艇

ダブルスカル艇

シングルスカル艇

ナ ックル フォア艇

監視救助船 (青雲)

ローイ ングエルゴメータ

各種オール

217E

2艇

1艇

2艇

1艇

1隻

6台
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第 5節  櫓 櫂伝 馬船 部 (同好会 )

1.課 外活動概要

櫓櫂伝馬部は,平 成 14年 (2002年 )11月 に設立された課外活動部 (同好会)

である。設立当初の部員数はわずか 4名 であったが,平 成 15年 (2003年 )6月 現

在, 2年 生 8名 , 1年 生 7名 の 15名 (内女子 3名 )の 構成となった。

活動の目的は,以 下の 3点 である。

こ)伝馬船の撓漕により,練 習船実習及び将来の海上勤務に必要となる体力 ・精神力

を養う。

2)海上における必要な知識及び緊急時の対処法を身につける。

0小 型舟艇の運航を通 して,操 船及び安全運航の技術を身につける。

活動の内容としては, 大 きく以下の 4点 であり,週 3,4日 の活動を実施 している。

●大学ホン ド沖 (神戸港内)に おいて,伝 馬船の撓漕を行い,そ の実施に伴 う警

戒艇の運航.

(2)伝馬船及び警戒艇より練習海域のゴミの回収.

0伝 馬船の保守整備.

●伝馬船の撓漕競技大会に参加

また,伝 馬船は古来より身近な作業船として使用されていた.船 の構造も簡便で, 1
人で操船することが可能であり,気 軽に海に出ることができる.本 同好会は, この点を

長所として,海 に興味のある学生が自由に海に出られることを最大の目的として活動し

ている.

2.年 間活動概要

月 活 動 概 要

4月 ○新入生勧誘

5月 ○開学祭体験試乗会

6月 ○技業 ・艇 の保守整備

7月 ○能登水軍 レース     ○ 西伊豆町櫓漕ぎレース

8月 ○糸魚川市テ ンロコッタ  ○ 宇佐港 まつ り櫓漕 ぎ競争  ○ 合宿

9月 ○焼津八丁櫓競争

1 0

月

○週 3, 4日 の活動

l  l

月

○週 3,4日 の活動

1 2

月

○週 3, 4日 の活動

1月 ○週 3, 4日 の活動

2月 ○週 3, 4日 の活動

3月 ○週 3, 4日 の活動
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3.対 外試合

本 同好会 は創部間 もないため,

を示す。なお,平 成 15年 度 は,

未だ対外試合 はない。以下 に,現 在参加検討 中の もの

8月 の宇佐港 まつ り櫓漕 ぎ競争に参加予定.

開 催  地 競  技  名

愛媛県宮窪 町 能登水軍 レー ス

静 岡県 西伊 豆町 櫓漕ぎレース

愛 媛県 波 方町 伝馬船 レース

高知県 土佐 市 宇佐港 まつ り櫓漕 ぎ競争

新潟県糸魚川市 テ ンコロッタ

広島県 因島 市 水軍 レー ス

兵庫県 神戸 市 ペットボ トルいかだ レース

静 岡県焼津市 焼津八丁櫓競争

設 備
・FRP製 一丁櫓伝馬船 定 員 8名
・本製一丁櫓伝馬船 定 員 4名 (ボン ド内及びポ ン ド前面では 7名 )
・櫓   5丁 (現在使用可能な ものは 2丁 )
・櫂  2丁

木製の伝馬船は,平 成 15年 (2003年 )

コーティングし,浸 水防止の対策を実施 した。

5.課  題

●設備の老朽化

3月 か ら 4月 にか けて ,艇 外板 部 を FRP

櫓 の破損が多 く,折 損 2丁 ,櫓 杭受外れ 1丁 ,接 続部の不具合 (ガタツキ等)

2丁 と全ての所有 している櫓 に問題があ り,補 修 しなが ら使用 している。櫂 につ い

て も,同 様である。また,本 製の伝馬船 は FRPに よる外板のコーティングがな さ

れているが,艇 の内部の材質が経年劣化 してお り,過 大な負荷 をかけることができ

ない状態である。今後,本 造艇の代船 を検討す る必要がある。

12)対外試合の時期

対外的な大会は,一 丁櫓か ら五丁櫓 ,八 丁櫓であ り,現 在の一丁櫓の艇だけで

は十分 に対応 した練習が不 可能である。また,多 くの大会が地方の祭 りであるため,

夏季の 7月 か 9月 に集中 してお り,本 学の試験 。実習 と重なるため,大 半の大会に

ついて参加が困難である。また,開 催地が遠 隔地であ り,費 用面で も困難である。
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「海技実習セ ンター年報 J執 筆要項

1.原 稿の様式

(1)原稿用紙 は,A4判 の 自紙 を用 いワー プロやパ ソコン出力による横書 きとし,字 数

は 1ペ ージ当 り39字 ,45行 1段 組 とす る.

(2)図または表は,原 則 と してA4判 の自紙 を用 い, 1枚 ごとに別紙 とす る (付図 1「 図

の大きさの標準 と換算行数」参照).

2.電 子 メール原稿

(1)原則 として,本 文 と図表 に分 ける。

(2)電子 メール を用紙原稿 とともに提出す る。

(3)図,表 ,写 真 (カラー不可),特 殊文字,飾 り文字 を含む式 は本文 中に入れない.

3.原 稿記述要領

(1)文章は原則 として 日本語 の 国語体 とす る.特 に,英 文 またはカタカナ書 きを必要 と

す る部分以外 は,漢 字 ま じりひ らがな書 きとす る。漢字 は当用漢字 ,か な は新 かな

づかいによる。ローマ字書きの場合は文部省制定の書式 による.

(2)使用す る術語 は原則 として文部省制定 の 「学術用語集」例 えば,機 械編 ,船 舶編 ,物

理編 ,電 気編及び化学編な ど,及 びJIS(日本工業規格)規 定の用語 による.規 定のな

いものは適 当と思われる慣用語 による。

(3)本文の章 に該 当す る見出 しは行 の中央 に置 く.節 及び項 に該 当す る小見 出 しは 1こ

ま下 げて書き,こ れ に 2こ ま空 けて本文 を記す。特別の場合 を除 き本文 中にはゴシ

ックは使用 しない。

(4)文章 の くぎ りには読点(,)句点 (.)を用 いる。句読点及び括弧 は 1字 に数え,新 しい

行の初めは 1こ ま空ける.

(5)数字はアラビア数字 を用 い,単 位 はSI単位 を原則 とす る。また,量 記号,単 位記号,

数学記号等はJIS規 定の ものを原則 とする。

3.2図 表

(1)図 (写真は図 として扱 う)及 び表は 1枚 ごとに別紙 (用紙サ イズはA4判 が望 まし

い)と し,そ れぞれ図○,表 ○ (第○図,第 ○表 と しな い)の よ うに通 し番号及び

表題 を付 け, 1枚 ごとに執筆者 名を記入す る。なお,図 及び表 の表題 と記入語句 は

英文表示 として もよい。

(2)図及び表は印刷時 に投稿原稿 をそのまま版下 として使用す るため,次 の点 に留意.

0図 は 自紙 または淡 青色 の方眼紙 を用 い,黒 色で書 く。図中の文字 ,数 字 も印刷

時 に縮尺 される ことに配慮す る。

② 表 は 自紙 に黒色 で書 く。印刷時 には,文字 の大 き さ,表 の大 きさ を考 慮 して ,

40%～ 100%に 縮尺 される ことを考慮す る.

(3)図,表 の掲載箇所 を示す ため本文原稿の右欄外 に図○ ,表○ と書 いて指定す る。本文

原稿中に貼 り付 けた り,あるいは掲載箇所 を示すための空 白を作ってはな らない.

3.3文 献 はつぎの例示 によ り記述 し,各 章の末尾 にまとめる。

(1)雑誌等の場 合 :執 筆者 名,雑 誌等の名称,巻 一号 (発行年 一月),

例 : 1)近藤 , 日マ リ学誌 ,36-5(平13-5),333.

2)鈴 木ほか2名 ,機 論 ,24-146(昭 33-1()),673.

3)羽 鳥 ,日マ リ学講, 66回 論集 ,(平13-10),21.

4)S.Yanlanloto an(lI.Kanda,Bull.」 I卜IE,4-5(2001-02),12.

(2)書籍の場合:著 (編)者 名 ,書 名,巻 (1巻 だけの場合は不要)

発行社.

例 :1)鈴 木 ,舶 用機関要説 ,上 巻 ,(昭51),424,舶友社 .

(発行 年)



2)Lo、、rton,I.et al,Electricalヱミspects of Conlbustion,(1969),79,Clalendon

I〉ress.

図 (及び表)の 換算行数図の行数換算は付図 1に よる。表 も図の換算 に準ずる。3. 4

付 図 1

執 筆 者 一覧

は じめ に

練 習船 「深江丸」 甲板部 関係

練習船 「深江丸」機 関部関係

実習船 「白鴎」

実習船 「む こ丸」

実習船 「ク ライナーベ ル グ」

繋船池 (ポ ン ド)関 係

技 業実習室

通 信実習室

進徳丸 メモ リアル

操船 シ ミュ レー ター

導入科 目 「海 ・船 に親 しむ」

海技実習

海洋 系課外活動

端艇部 (男子 )

端艇 部 (女子 )

ヨッ ト部

漕艇部

発 行

櫓櫂伝馬船部

神戸商船大学海抜実習センター

〒658-0022神 戸市東灘区深江南町 5丁 目 1番 1号

(TEL)078-431-6200(イt表 )
モTRL http://、、ア、v、v.kShOSen.ac.Jl)/

図の大きさの標準 と換算行数
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原稿文章39字 ×45行 相 当

原稿文章39字 ×22行 相 当

原稿文章20字 ×22行相 当

原稿文章20宇 ×11行相 当

橋本  正 孝  海 技実習セ ンター長 ・教授

矢野  吉 治  深 江丸 船長 ・助教授

中井  昇  深 江丸 機 関長 ・教授

西 山  真  深 江丸一 等航海士 ・白鴎船 長

青 山 克 己  深 江丸航海 士 ・む こ丸船 長

山下 和 雄  海 事 システム科学講 座助教授

藤 本  昌 志  航 海 システム学講 座助手

鈴木 三 郎  航 海 システム学講座教授

藤 本  昌 志  航 海 システム学講座助手

鈴木  三 郎  航 海 シス テム学講座教授

井 上 欣 三  海 事 システム科学講座教授

山下  和 雄  海 事 システム科学講 座助教授

鈴木 三 郎  航 海 システム学講座教授

藤本  昌 志  端 艇 部 (男子 )顧 問教官

矢野  吉 治  端 艇部 (女子 )顧 問教官

山下  和 雄  ヨ ッ ト部顧 間教官

福 田 勝 哉  漕 艇 部顧 問教官

(原子 カ システムエ学講座 教授)

藤本  昌 志  櫓 櫂伝 馬船 部顧 間教官


